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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　──誰だれを殺せばいい？

　力を貸してほしい、というわたしの言葉に、そう少年は返答した。

　年の頃ころは一二か一三か。顔立ちは可愛かわいいが、表情らしい表情は浮うかんでいない。

　もちろん声にも感情など含ふくまれていなかった。それは単なる確かく認にんに過ぎず、特に何らかの感かん慨がいを持って語られるべきことでもないと彼は認識しているようだ。

　自分を道具とみなしている、とでもいうべきだろうか。

　そう、標的を定めて確実に殺す──そんな機能を持った、とびきり優ゆう秀しゆうな道具。

「んー……」

　さて、どう返したものか──と、わたしは思案する。

　喚よばれた者が、大なり小なり何らかの歪ゆがみを抱かかえていることは予想していた。それは絶大な力の代だい償しようのようなものだ。

「そだね、殺すとかどうとかより先に……まずは笑ってもらおうか」

　少年の眉まゆがかすかに寄せられた。言葉の意味がよく理解できなかったのだろう。

「君くらいの年の子が、そんな表情でそんな台詞せりふを言わなきゃいけないってのは、やっぱ不幸だと思うんだよね。武器を取って戦ってもらうのは確かなんだけど、君にはその意味を理解したうえで協力してほしい。命令だからじゃなく、仕事だからじゃなく。──なのでとりあえず、自分で泣いたり笑ったりできるようにならないとね」

　少年はしばしの沈ちん黙もくを挟はさんで、そんなことは教えられていない、と言った。

「ほれ、お姉さんの真ま似ねしてみ？　こうだよ、こう」

　わたしはにいっと口の端はしを吊つり上げる。

「お仕事をお願いするのはその後。何せ、ここでの戦いはこれまで君が経験してきたものとはまったく種類の違ちがうものになるだろうから。感情というものを知っておくと、張り合いが出るよ。そう、まず人の〝想おもい〟を知りなさい」

　少年は戸と惑まどったように沈黙している。

「君はさ、要するに一度死んで生まれ変わったわけじゃない？　だったら──今度は殺すために戦うんじゃなくて、護まもり救うために戦ってみないかな？」

　護り救うとは何を、と彼は尋たずねる。

「人々を。そして世界を。──君は、ここで正真正しよう銘めいの英えい雄ゆうになるの。やり方は教えてあげる。ついでに人生の楽しみ方も、心から笑う方法も、全部ね」

　……どうして、あんたが？

「君はわたしの剣使徒デユエリストで、わたしには君が必要だからさ。──さあ、おいで。一いつ緒しよに世界を護ろうよ」









　プロローグ




　渾こん身しんの一いち撃げきは硬かたい鱗うろこに阻はばまれ、ほとんど傷らしい傷も与あたえられていなかった。

（くそ、冗じよう談だんじゃねえぞ、おい……）

　背筋が寒くなるのをベルトルトは感じた。

　彼の偃えん月げつ刀とうは、この大迷めい宮きゆう《大いなる門マグナ・ポルタ》より持ち帰られた二等格の神遺物レリクイア。人間の鍛か冶じ師では決して再現できない硬こう度どと切れ味を誇ほこっている。それが、ろくに通らないとは。

　怪かい物ぶつの姿はトカゲに似ていた。しかし体長は大人三、四人分ほどもあり、頭部には三つの目が付いている。

　迷宮内にのみ生息し、地上では決して見られない種類の生物──〝虚きよ獣じゆう〟だ。

　最さい後こう尾びから奇き襲しゆうを受け、五人居たパーティーのうち三人はすでに命を落としている。

「お、おい、もう無理だ！　撤てつ退たいしようぜ！」

「黙だまってろボケ！　お宝はすぐそこだろうが！　ここまで来て引き返せるかよ！」

　パーティーのリーダーたるベルトルトは、仲間の神術師に怒ど鳴なり返した。

　偶ぐう然ぜんと幸運に恵めぐまれて発見することができた。そして──あと少し、ほんの少しなのだ。この虚獣の向こうに見えている〝あれ〟を手に入れるまで。

　ここで逃にげては、宝も名めい誉よも報ほう奨しよう金も、すべてが無になってしまう。

　三つ目トカゲは、ゆっくりと頭を上げる。何の感情も映さない黒い瞳ひとみが、まるで品定めするようにこちらを見る。

　次の瞬しゆん間かん──その巨きよ体たいが信じられない速さで突とつ進しんしてきた。

「ひぃ──！」

　悲鳴と同時に神術師がその力を行使する。

　二人の前面に鈍にぶい光を放つ半はん透とう明めいの防ぼう御ぎよ壁へきが展開された。強度は術者の能力次し第だいだが、彼ほどの階位ともなれば、牛や馬の突進くらいなら問題なく跳はね返せるはずだ。

　三つ目トカゲも障しよう壁へきに激しく頭をぶつけ、戸惑ったように数歩後退した。

　だが、ほっとしたのもつかの間、助走をつけた頭ず突つきが連続で叩たたき込まれる。

「お、おい……」

　神術師が顔色を失う。

　四度目の頭突きで障壁が大きくたわみ、五度目で砕くだけ散った。

「だ、だめだぁ！　逃げ──ひぃい！」

　最後まで口にすることなく神術師は押し倒たおされ、首に嚙かみ付かれる。

　ベルトルトは仲間を見捨て、逃とう走そうを開始していた。

　至高の一等格神遺物レリクイア〝竜りゆう牙が石せき〟──諦あきらめるには惜おしすぎるが、こうなっては仕方ない。

　だが、その決断はすでに遅おそかった。食うよりもさらなる獲え物ものの確保を優先したのか、神術師の死体を置き去りにして、三つ目トカゲが襲おそい掛かかってきたのだ。

　鋸のこぎりのように細かく鋭するどい歯の並んだ口がベルトルトの右みぎ腕うでに嚙み付き、引きちぎった。

「ぎ──ひいぃ…………！」

　それでも転てん倒とうするのはどうにかこらえ、ベルトルトは必死の思いで走り続ける。

　もっと早く引き返すべきだった。最悪でも最初の一人が命を落とした時点で一目散に逃げるべきだったのだ。

　背後からはあのトカゲの追ってくる気配がある。

「くそっ……くそっ……！　あんな化物、剣使徒デユエリストでもなけりゃ勝てるわけねえっ！」

　ベルトルトは毒づきながら脚あしを動かす。緊きん張ちようが極限に達しているせいか腕の痛みは感じないが、思うように体の平へい衡こうが取れない。程ほどなく派手に転倒する。

　地面に打ち付けられた衝しよう撃げきとともに、吐はき気けがするほどの恐きよう怖ふが込み上げてきた。

（嫌いやだ、嫌だ嫌だ、嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ。死にたくない死にたくない死にたくない──）

　執しゆう念ねん深ぶかく神遺物レリクイアを集め、ときには競争相手を手にかけ上層部を買収するといった手段も駆く使ししつつ、やっと《空の誓せい約やく団》パーティーのリーダーという地位を手に入れたのだ。

　そうだ、自分は死んではいけない人間だ。こんなところで終わるはずがない。これは何かの間違いだ。

　──そう自らに言い聞かせても、もちろん現実は変わらなかった。

　トカゲの足音、そしてシューシューという低い威い嚇かく音がすぐ傍そばに迫せまってくる。

　第一級資格を持つ熟練の探たん索さく士にして、《空支うる神しん姫き》直属の精せい鋭えい──その彼にとっても、それは心が折られるのに十分な状じよう況きようだった。

「か、かかか、神よ──」

　尻しり餅もちをついた姿勢のまま、ベルトルトは裏返った声で祈いのりの言葉を唱える。

「ま、街をあまねく見守りたもう、し、神姫よ、どうか、我に、加護を、救いを──」

　それはさほど信心深くない彼が、生まれて初めて発した心からの請せい願がんだった。

　しかし奇き跡せきなど起こるはずもなく、死の顎あごが迫る。

　暗がりから姿を現したトカゲが大きく口を開き──そして、静止した。

「あ……？」

　彼は目を瞬しばたたかせた。

　化物が自ら止まったのではない。今この瞬間も頭を振ふり、大きな胴どうをよじって暴れようとしている。その凄すさまじい力を抑おさえ込んで強制的に動きを封ふうじているのは──体に巻きついた光の帯。

　神術、だろうか。だとしても、これほどの虚獣をここまで簡単に封じてのける神術師など、見たこともない。

　いつのまにか、三つ目トカゲの傍かたわらに小さな人ひと影かげが立っていた。

　ゆったりとしたローブを身にまとい、フードを深く被かぶっている。ほの暗いヒカリゴケの明かりで陰かげになり、顔は見えない。背せ丈たけは小こ柄がらな老人か、子どもくらい。この迷宮には人に近い姿をした虚獣も幾いく種類か生息しているが、そのどれとも違う。

　かといって、人間がたった一人でこんな深層まで来られるはずがない。

　そもそも、姿に気づくまでまったく接近の気配を感じなかったのだ。いくら動転していたといっても、これはありえない。音も気配もなく移動できる生物など存在しない。

　不気味な影は、暴れるトカゲにゆっくりと手をかざす。すると突とつ然ぜんその巨体がぐにゃりと歪み、空間のある一点に吸い込まれるように消しよう滅めつした。

　ベルトルトは声もなく一連の出来事を見守っていた。

　屈くつ強きようの探索士四人を殺し、神術による防ぼう御ぎよをやすやすと打ち破った怪物さえ、この階層における王ではないというのか。

　影はゆっくりとこちらに歩み寄る。暗がりの中、口元だけが白く浮き上がり──そして唇くちびるが歪んだ。これ以上ないくらいうれしそうな、笑みの形に。

　その瞬間、ベルトルトの精神が限界に達した。

「ひ──ひあああああああああああああああああああああぁぁぁぁぁっ！！！」

　喉のどの裂さけそうな悲鳴をあげ、彼はその場から必死に駆かけ去った。
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「──よーしよし。お前の気持ちもやりたいことも、よくわかる。しかし、まずは話し合おうじゃないか」

　若い男はそう言って両手を上げた。

　年の頃ころは十代後半。二は十た歳ちには達していなさそう。

　黒い髪かみに黒い目。身長は中背。細身ではあるが、貧ひん弱じやくな印象はない。

「見ての通り、俺は武器を持っていない。誰だれかの平へい穏おんな生活を邪じや魔まするつもりはないし、獲物を横取りしたりするつもりもない。ただ、ちーっと金に換かえられそうなものがないか探しに来ただけなんだ。いや、真ま面じ目めな話、金は人間にとって二番目に大事なものなわけで。実際、このところ生活苦しくてさ、俺も色々工く夫ふうしないと食っていけないのよ」

　相手は長台詞せりふを無視して、ずい、と前に出る。

　彼は同じだけ下がろうとして、背中に石いし壁かべの当たる感かん触しよくを覚えた。

「ちなみに、一番大事なものは何かというと──もちろん、命でね」

　頭上を見上げ、乾かわいた笑い。

「つーわけで──なあ、見み逃のがしてくれないかな？」

　言われた方は何の表情も浮うかべなかった。

　昆こん虫ちゆう型の虚きよ獣じゆうだ。姿形はカマキリにきわめて近い。体高は彼の身長のほぼ二倍、およそ三メテル半。鎌かまの形をした前まえ脚あしは左右に二本ずつ。逆三角の頭に付いた顎は、醜しゆう悪あくなまでに大きく発達している。

「……無愛想だな。もてないだろ、お前」

　その瞬間、身を縮める。先ほどまで彼の首があったところを、虚獣の鎌が通過した。

　あぶね、と呟つぶやき、同時に彼は前に走った。

　虚獣は大きな体で正面を塞ふさいでいる。しかし、多足で体を持ち上げているため、床ゆかとの間に空くう隙げきが生じていた。左右から迂う回かいするのは無理だが、ここを通り抜ぬけられれば何とか逃走できるかもしれない。

　視界の両りよう端たんから鎌が迫ってくるのが見える。間に合うか──？

「うおおおおおおおおおおぉぉぉぉっ！」

　彼は声をあげ、さらに強く地面を蹴けった。




　ユウキ・タカミガハラは第九級探索士・支し援えん士である。

　──という表現は、いささか正確さを欠くかもしれない。当人としては、探索士を本業にしているつもりはないからだ。

　職業は、と尋たずねられれば、彼はにやりと笑ってこう答えるだろう。

『大商人さ、将来のな』──と。




「……久々にドジったな」

　ユウキはため息をつきながら、足取り重く通路を歩いていた。

　鎧よろいは身に纏まとっていない。服は布製の、ごく一いつ般ぱん的なものだ。所持品はほぼ背負い袋ぶくろのみ。その腰こしや背中に武器は見えない。

　これはユウキの目的が虚獣との戦せん闘とうではないからである。

　彼は街の大通りに小さな店を構えており、そこで様々なものを売っている。例えば、迷宮内で採れる珍めずらしい薬草や鉱石など。もちろん神遺物レリクイアも。

　ユウキにとって迷宮探索とはすなわち採集──仕入れなのだ。

　よって、虚獣と戦うのはなるべく避さけ、逃げ回るのを基本とする。その住すみ処かには踏ふみ込まないよう注意を払はらい、通路の先から気配がすれば方向転てん換かん、運悪く出会ってしまったときは即そく座ざに遁とん走そう。可能な限り装備を軽量化しているのはそのためでもある。

　今回のあのお化けカマキリとは、角を曲がったところで鉢はち合あわせしてしまったのだ。

　油断があったのは否いなめない。感覚を鋭えい敏びんに保っていれば、あるいは事前に物音に気付くこともできただろう。

「気が滅め入いってたし、注意力もお留守だったしなあ……」

　今日はがっつり収しゆう穫かくを得るつもりで迷めい宮きゆうに入ったのだが──ここ最近では記き憶おくにないほどの不作だったのだ。神遺物レリクイアどころか、売り物になりそうな草や石すら見当たらない。

　光石の減げん衰すい具合を確かく認にん。潜もぐってからおおよそ六時間、今は正午前というところか。

　そろそろ引き上げないと予定に差し支つかえる。午後からは別件の仕事が入っているのだ。これは給金がいいので、絶対に外すわけにはいかない。

「しっかし、手ぶらはねえよなあ。せめて何か一つくらい成果を……」

　ぶつぶつ言いながら歩いていると──前方に何かが落ちているのが見えた。

　光石を入れた角灯を掲かかげ、ユウキは近づいてみる。

「布──か？」

　虚獣の遊び道具にでもされたのか、ズタボロになっている。

　神力ウイスを秘ひめた神遺物レリクイア……ではなさそうだが、もし高価な布地であればあるいは売りさばけるかも。

　ユウキはひょいと摘つまみ上げてみる。と、その下から豊かな金きん髪ぱつが覗のぞいた。

「……布というか、ローブかこれ」

　神術師や聖職者が着用する、ゆったりとした衣服だ。ユウキが今手に摑つかんだのは、フードの部分だったらしい。

　服であるなら、当然それを身に着けていたものがいるということ。

「──つまりは、気を失った女の子が倒たおれている、と」

　ユウキはその小さな体を抱かかえ起こした。

　かすかなうめき声が漏もれる。生きているようだ。

　十代前半から半ばくらいか。土で汚よごれているが、光石の薄うす明あかりの下もとでもはっきりとわかるほど美しい顔立ちをしていた。いっそ神こう々ごうしいと言ってもいいくらいの。

　ざっと確認したところ、衣服のボロ加減とは裏腹に大きな怪け我がはないようだ。

　足あし跡あとは一人分。ふらふらでここまで辿たどり着き、そして力ちから尽つきた。そんな印象。

「しっかし……女の子がたった一人でこんな場所へ？」

　ユウキは首を傾かしげる。が、さてどうしたものか──と悩なやむほど選せん択たく肢しは多くない。さすがにこの状況で自分の『仕入れ』を優先するわけにもいかないだろう。

　仕方ないか、とため息をつくと、ユウキは少女を背負い、歩き出した。

　耳元に感じる呼吸はやや速く浅いが、弱々しくはない。疲ひ労ろうと空腹で行き倒だおれたというところだろうか。小こ柄がらで、おぶっても負担にならないのはありがたい。

　そのまま特に何事もなく、ユウキは地上に帰き還かんした。真昼の陽光が目に眩まぶしい。

　周辺には警備の教会騎き士しや他の探たん索さく士パーティーの姿がちらほらと見える。

　迷宮入り口の近くには、探索士を対象にした施せ療りよう院がある。連れて行って放ほうり込んでおくか──そんなことを思ったとき。

「ん……う……」

　背中から身じろぎする気配が伝わってきた。

「……ここ、は、どこ？」

「街だよ。迷宮入り口に戻もどってきた。お前、中で倒れてたんだけど……覚えてないか？」

「街……？」

　少女はユウキの背中の上で、がばっと体を起こした。

「街！　そうか、ここがソリトゥス──我が街か！　おお、この歓よろこび！　街と街人に最大級の祝福を！　さあ信徒たちよ、街を統すべる神しん姫きの帰還をたたえよー！」

　そしてあははははははははははと心の底から嬉うれしそうに笑った。

　突とつ然ぜんの奇き行こうに、ユウキはぽかんと口を開ける。

　そして──周囲の視線が自分たちへと集中していることに気付いた。




　　　　＊　＊　＊




　ソリトゥス。

　世界を統べる天てん帝てい神、およびその配下である五柱の女性神──《空支うる神姫》、《太陽掲ぐ神姫》、《月戴いただく神姫》、《星撒まく神姫》、《大地護まもる神姫》と呼ばれる守護神への信しん仰こうによって成り立っている街。

　その地下に広がる底の知れない大迷宮、通つう称しよう《大いなる門マグナ・ポルタ》。

　不思議な力を秘めた多種多様な道具──神遺物レリクイアを求め、無数の腕うで自じ慢まんたちが、昼夜を問わずこの試練の場に挑いどんでいる。

　あるものは一いつ攫かく千金を夢見て。

　あるものは神姫に対する敬けい虔けんな信仰のゆえに。

　あるものはただ日々の糧かてを得るために。

　──彼らは探索士と呼ばれていた。




　　　　＊　＊　＊




　正気を疑うようなことを大声で口走りながら哄こう笑しようする少女を背負い、ユウキは走った。

「お？　なぜそう急ぐのだ？　信徒よ、ティナはもっと街が見たいぞ」

　背負った荷物からの声を無視し、我が家たる『ボリスの店』に到とう着ちやく。駆かけ込んで扉とびらを閉め、閂かんぬきをかける。

「ふむ……ここが我が住み処かとなる聖せい殿でんか」

　壁かべにもたれて呼吸を整えるユウキをよそに、少女は興味深そうな顔で視線を巡めぐらせた。

「んなわけあるか。俺の家だ」

「そなたの？　──まあ贅ぜい沢たくは言うまい。ティナがいればそこが神の寝しん所じよ、すなわち聖殿となるのだからな」

　少女はうむ、と肯うなずいた。

「……なあ、ティナってのは、お前の名前か？」

「うむ、正しくはアルベルティナというが、ティナという響ひびきが気に入っている。そなたにもそう呼ぶことを許そう。ところで神姫の第一の信徒よ、そなたの名は？」

「ユウキ・タカミガハラ」

「ユウキ・タ、タミガ……タタミラ……タカラミ、タラ……？」

　むむ、と首を捻ひねり、やがてティナは神々しい微笑ほほえみを浮うかべた。

「うむ、よい名だ！」

「嚙かみまくったあげくに、諦あきらめただろ今。──いや、それはいい。お前、神姫神姫言ってるけど、迷宮で頭を打って深刻な記憶障害を負ったりした……？」

「なわけなかろう。なぜそんなことを訊きく？」

「とりあえず、真偽は置いておく。あのな、神姫ってのは、絶対的な信仰を集める存在なわけだ」

「街を護り、街人を導くのだ。当然だな」

「だから問題なんだって。街中で自分が神姫だなんて言うと、間ま違ちがいなく狂きよう人じん扱あつかいだ」

　それどころか信心深い者に見つかれば袋ふくろ叩だたき、五聖教会に知られれば罪人、最悪斬ざん首しゆまでありうる。どう転ぼうと、間違いなく揉もめ事になるだろう。

「どんな事情があるか知らんが、とりあえず、そういうことは口にすんな」

「街では、神姫が神姫と名乗ってはいけないのか？」

「名乗ってはいけない」

「むー……」

　ティナは納なつ得とくがいかなさそうな様子で眉まゆを寄せ黙だまり込んでいたが、やがて何かを吹ふっ切きったような笑顔になった。どうやら考えることをいったん放ほう棄きしたらしい。

「よし、とりあえず難しいことはナシだ。ティナはまず、ゆっくり眠ねむりたいぞ。ユウキ、寝ね床どこを所しよ望もうする！」




　　　　＊　＊　＊




《大いなる門マグナ・ポルタ》の入り口は、街外れに幾いくつか点在している。

　もっとも、一いつ般ぱん人には立ち入ることができない。強固な石いし壁かべに囲まれており、中に通じる鉄門は五聖教会の騎士に護られているからだ。

「あれ、帰ったと思ったらまた来たんだ。忘れ物？　──というか、何か疲つかれてない？」

　再び迷宮の入り口に姿を見せたユウキに、顔見知りの騎士はそう言った。

　疲れているかもしれない。主に精神的な意味で。

「いや、別件の仕事」

　ユウキは前半の質問にだけ答えた。

　ユウキの背後には、十数人の子どもたちが立っている。一〇歳手前から、もっとも年かさの者でも一一、二歳だろう。

「探索士から子こ守もりに職を変えたの？」

「変えてねえよ。訓練校からもらった臨時のお役目。それにいつも言ってるだろ？　俺は探索士じゃなく、商人。数字と金を自在に操あやつる魔ま法ほう使いだぜ？」

「景気よさそうだね。じゃあ今年は大だい丈じよう夫ぶなのかな」

　若い騎士は端たん整せいな顔に無む邪じや気きな笑みを浮かべた。

「大丈夫……って、何が？」

「教会の税務課の名めい簿ぼにユウキの名前載のってたよ？　前年度分滞たい納のう、要注意って」

「…………」

「せんせー、たいのーってなに？」

　子どもたちの中でも、一番幼い少年が首を傾かしげた。

「……公権力の横暴に対する、貧ひん者じやのささやかな抵てい抗こうだよ、マリク」

「お店が差し押さえられない程度の抵抗に留とどめておいてね。──で、この子たちは？」

「見学です。メルヒオル隊長」

　落ち着いた声が割り込んだ。副官の女性騎士だ。

「東区探索士訓練校から、臨時探索士資格一七名分の発行要よう請せいが来ています。早く通過させてあげてください。後ろもつかえてますし」

「おや、ほんとだ。じゃあ、通行を許可する。頑がん張ばって勉強して来るんだぞー。──あ、それとユウキ」

「何？」

「久々に《誓せい約やく団》に大きな『事故』があったみたい。君たちには直接関係ないと思うけど、ここ数日、彼ら、雰ふん囲い気きがピリピリしてるから気をつけて」




　この街において探索士は、立派な一個の職業とみなされている。

　神姫関連の祭さい祀しを司つかさどる五聖教会は、読み書きや算術の学校のほかに探索士の訓練機関をも運営する。厳密な年ねん齢れい制限があるわけではないが、おおよそ一〇歳前後から二〇歳手前くらいまではここで修練を積む者が多い。

　入校しないと資格取得ができないというわけではない。しかし、知識や経験の面で有利になるのは確かである。現在活かつ躍やくしている高位の探索士も、ほとんどは訓練校の出身だ。

　ユウキはここに訓練生として籍せきを置きつつ、教官助手として雑用係も引き受けている。雇やとい主は教会という巨きよ大だい組織なので、給金はいい。というか、店が赤字すれすれなので、現状これがユウキの主な収入源となっていた。

　今日の仕事は、迷めい宮きゆう見学。入ったばかりの子供たちに、探索士の現場を見せること。

　とはいえ、ユウキの役目はここに連れてくるまでだ。教会所属の正式な教官が所用で遅おくれるということだったので、それまでの代理である。

　統制の利きかないチビどもの引いん率そつという面めん倒どうな仕事を押し付けられただけな気もするが、まあこれも給金のうちと思えば文句はない。

　自宅の寝しん室しつに寝ねかしつけたアレのことはいったん忘れ、仕事に集中することにする。

「はい、注目ー」

　ユウキは子どもたちを引き連れて鉄門を通り抜ぬけた後、そう言って手を叩たたいた。

「これが迷宮《大いなる門マグナ・ポルタ》の入り口。ここでちょっと待機なー。そのうち教会の先生くるから。いずれ中での訓練もあると思うけど、今は間違っても勝手に入るんじゃねえぞ。──んじゃ、休きゆう憩けい」

　出入りの多い時間帯ではないが、周辺には何組かのパーティーがたむろしていた。

　石壁の内側は、縦横五〇メテル程度の広さの広場になっている。真ん中に小さな神しん殿でんのような建造物があり、そこから地下へ向かって幅はば五メテルほどの石段。

　この入り口も迷宮も、誰だれが造ったのか、いつから存在しているのか定さだかではない。

　確かなのは、人間たちがここに潜もぐり、その果てを目指す意味と理由があるということ。

　──と、そのとき。

「っけんなコラァ！」

　怒ど鳴なり声が響いた。

　大男と、その仲間らしき探索士たちに囲まれ、身をすくませる男の子。どうやらはしゃいでいて、ぶつかってしまったらしい。

「あ、あの、ごめん、なさ──」

「ああ？　聞こえねーよ！」

　大男の鎧よろいについた紋もん章しようは《星の誓約団》のものだった。ユウキは眉をひそめる。

《誓約団》とは神しん姫き直属の探たん索さく士集団、多くの探索士が目標とする精せい鋭えいたちである。ただし、そこに求められるのはまず強さや探索の技量なので、優すぐれた探索士が必ずしも優れた人格をそなえているとは限らない。

「訓練校のガキかよ。何か？　お前、中で虚きよ獣じゆうに遭ったときもそうやって謝って許してもらうつもりか？　それで見み逃のがしてもらえると思ってんのか？　おお？」

　ため息をつきながら、ユウキは歩み寄った。

「あー、すみませんねー、うちの子が失礼しちゃったみたいで」

　なるべく愛あい想そよく笑いつつ、割って入る。

「ああん？」

　ぎろりと大きな目玉がこちらを睨にらんだ。

「その辺で勘かん弁べんしてもらえないっすか？　本人も反省してますし。な、エドガー」

「う、うん。あの、ごめんなさい」

　陽気ないたずら者も、半べそで頭を下げる。

「……は。いいだろう、許してやる」

「そりゃどうも。んじゃ、これで──」

「待てよ。ガキは許すが、教官様まで許すとは言ってねえぞ。監かん督とく責任ってもんがあるだろ。ん？」

　面倒なことになりそうだなあ、とユウキは思った。

「はあ、まあ、ごもっともで。……んじゃ、どうすればいい？」

「そうだなあ──一つ稽けい古こでもつけてくれや」

　大男は黄色い歯を剝むきだして笑った。

「このところ、手て応ごたえのある虚獣にも当たらなくて、体がなまり気味なんだよ。素す手で同士の組打ちなら問題ねえだろう、先生よ？」

　要は喧けん嘩かの口実が欲ほしいだけなのだ。子供たちの見ている前で叩きのめして、恥はじをかかせてやるという趣しゆ向こうだろう。

「……ま、仕方ないか。いいだろ」

　ユウキはため息をつくと、のんびりと腕うでまくりをして身構えた。

「後こう悔かいするぞ？　デカブツ」

「んだよ、余よ裕ゆう見せたつもりか」

　大男は地面に唾つばを吐はいた。怯おびえた様子を見せなかったのが、面おも白しろくないらしい。

　舐なめられてんぞーぶちのめせー、と、パーティーの仲間から囃はやし立てる声が飛ぶ。

　野や次じ馬うまが集まり始めた。探索士連中は無責任な楽しみを求める顔で、ユウキの生徒たちは不安そうな表情で、こちらを見ている。

「あー、一つ予告しておこうかな」

　ユウキは大男から目を離はなさずに言った。

「勝負は一いち撃げきで終わる。──いいかー、チビども、よく見てろよ。先生がこれから真の探索士の戦いってやつを見せてやるからさ」

「ほざけっ！」

　どうやら挑ちよう発はつに乗せられやすい性格らしく、大男は顔を赤くして突とつ進しん。その勢いのまま大きく振ふりかぶり、十分に体重をのせた右拳こぶしを繰くり出してきた。

「おらあああああああぁっ！」

「ぐはあああああああぁっ！」

　ユウキは強きよう烈れつな一撃を頰ほおに喰くらい、吹っ飛ばされた。空中で一回半し、きりもみしながら顔面を下にして地面に落ちる。

「……は。──なんだ、どんだけ自信があるんだと思ったら、クッソ弱ぇじゃねえか！」

　大男は嘲ちよう笑しようを浮うかべた。

「…………」

「はったり頼だのみかよ。お前、そんなんでよく訓練校の教官が務まってるなあ？　おい」

「…………」

「こーんなもやし野や郎ろうに教えられたんじゃ、こいつらの、将来も……？」

　声が自信なさげになり、途と中ちゆうで消える。

　ユウキが起き上がる様子を見せず──それどころか、その手足を危険な感じに痙けい攣れんさせていたからだ。

「お、おい、まずいんじゃね？」

「打ち所が悪かったかも……」

「……やべえよ、どうする？」

　大男はパーティーの仲間と気まずそうに会話を交かわし始めた。

　地下迷宮内ならともかく、ここで撲ぼく殺さつ死体を作ったとなれば《誓約団》といえども責任は免まぬかれられない。建前上私し闘とうは禁じられているし、地上の治安をあずかる教会騎き士し団も黙だまっていないだろう。

「──こ、このくらいで許してやる。今後は気をつけろよ！」

　結局大男と仲間たちは、そう言い捨てて立ち去った。

　子供たちは倒たおれたままの教官助手を遠巻きにして固まっていたが──やがて一人の少女が、意を決したように近づいた。

「あ、あの、ユウキせんせ──」

「ぷはぁ！」

　ユウキは顔を上げ、息を吐いた。そして鮮あざやかな身のこなしで倒とう立りつし、軽快に着地する。おお、と子供たちが声を上げた。

「必殺『死んだフリ』。──コツは殴なぐられたときの首の捻ひねり方と、手足のビクンビクンだ。ただの喧嘩のつもりだった相手は、まず間ま違ちがいなく動どう揺ようする」

「ひ、必殺って、誰も死んでないんじゃ……」

「いい指し摘てきだ、カーヤ」

　ユウキは重々しく肯うなずく。

「この技わざはな、相手の戦意を『殺す』んだよ」

　冗じよう談だんとして笑うべきか、それとも上う手まく言うものだと感心すべきか、判断しかねた様子で少女は複雑な表情を作った。

「ああ、真ま似ねしてもいいけど対象は人間のみな。迷宮の虚獣相手には使うなよ。なぶり殺しにされるだけだから。──かくして予告どおり一撃で勝負は決まり、あの男は後悔しつつ立ち去った。俺の勝ちだな、ふっはっは」

　ユウキは胸を反らせて、大笑してみせた。腰こし砕くだけの結末に見物人たちも散っていく。

「……ねえ、今のが『真の探索士の戦い』なの？」

　納なつ得とくしかねる様子で少年が言った。

「ああ、その通りだ、エドガー初等訓練生」

「でも──」

「まあ、聞け。いい機会だから、一つ講義をしてやる。──皆みんなに問題。探索士にとって一番の目的は何だと思う？」

「え、えっとそれはもちろん、たくさん神遺物レリクイアを持ち帰って、神姫様に捧ささげ──」

　何となく一番前にいたカーヤが子供たちの代表を務める形で答えた。

「教科書通りだな。でも、はずれだ」

「え……ええ？」

「質問を変えよう。お前ら、剣使徒デユエリストってカッコいいと思うか？」

　ほぼ全員が一いつ斉せいに肯いた。特に男の子たちは目を輝かがやかせて。

「最強ってやっぱ《雪せつ刃じんの王》かなあ」

「途中で消えたじゃん。《千眼の魔ま女じよ》とかのが強いって」

「あと《鉄てつ爪そうの虎とら》《暗黒鬼き》──」

「はいはい、そこまでー」

　ユウキは割り込んだ。

「まあ、憧あこがれるのはわかる。虚獣の群れすら易やす々やすとなぎ倒し、単身で迷宮を踏とう破はするその強さ。芝しば居いや本にもなってるもんな。──でもいったん忘れろ。あれはほとんど人じゃないモノだからこそ到とう達たつできる領域、人間が真似したって死ぬだけだ。そもそも探索士の役目は、剣使徒デユエリストのように華はな々ばなしく活かつ躍やくし成果を挙げて名前を残すことじゃない」

　一呼吸置いて続ける。

「探索士の一番の目的は何か？　──正解は『生き延びること』だ。一つの神遺物レリクイアを取り損そこねたとしても、生きていればいずれ二つの神遺物レリクイアを持ち帰る機会があるかもしれない。無様でもいい、神遺物レリクイアなんぞ投げ捨ててもかまわねえ。ただ、絶対死ぬな」

　子供たちの大半はぽかんとしている。

　訓練校では、まず『神姫様のため、君たちは自分の魂たましいと信しん仰こうをかけて神遺物レリクイアを持ち帰らなければならない』と教え込まれる。

　一面の真理ではあるが、ユウキに言わせればそんな心構えはまったく実際的ではない。

「では、生き残るために必要なのは何か？　信仰？　神姫様の加護？　クソくらえだ。迷めい宮きゆうに入れば、頼たよれるのは自分のみ。では強さが一番大切か？　悪くない考えだ。でも強さは正しいときに正しく発揮されないと意味がない。というわけで、俺の考える答えはこれだ。──〝損得勘かん定じよう〟」

　今度は全員がきょとんとした顔で目を瞬またたかせた。

「何が損で何が得かを見み極きわめることだよ。例えば、神遺物レリクイアを強い虚獣が護まもっていたとする。戦う？　諦あきらめる？　おびき出す？　助勢を求める？　場合によって、どれも正解になりうる。自分にできることを踏ふまえ死なないことを最優先にし、正確に判断を下せ。──ほら、俺もさっき的確な損得勘定により見事に生き残り、あの大男たちを去らせることに成功しただろ？　これも一つの勝利の形だな」

　あれ急に説得力がなくなったぞ、という表情が幾いくつか見受けられるが──まあいい。

「危ないときほど、まず自分に何ができるかを考えろ。神姫様への信仰にすがるのは最後の最後の最後だけ。むしろ、普ふ段だんは神姫のことなんざ忘れてた方がいい。この助言、覚えといて損はないぞ？　──あ、ただし、俺が教えたってのは内ない緒しよな。怒おこられるから」

　教会が母体なだけあって、訓練校には頭の固い教官も多いのだ。こんなことが知られれば、確実に不ふ謹きん慎しんだと不興を買うだろう。

「あ、あの、内緒にするのはいいんですけど……」

　と、そのとき、カーヤが申し訳なさそうに言い、ユウキの背後を指差した。

　ん？　とユウキは振り返る。

　正規の教官にして上役でもある中年の助祭が、憤ふん怒ぬの表情を浮かべて立っていた。




「いえ、決してそのようなことは」

　ユウキは直立不動の姿勢で言った。

「迷宮探たん索さくの心がけについて、実用的な側面をやや強調しすぎたかもしれませんが、神聖なる神しん姫きを冒ぼう瀆とくするような意図はまったく、これっぽっちも！」

　訓練校に戻もどってくるなり校長に呼びだされ、査問を受けたのである。『瀆とく神しん的な思想教育を子供たちに施ほどこそうとしたとの報告があるが、事実であるか？』と。

　この街は神姫に対する信仰によって支えられている。ほぼ住人全員が信徒と言ってもいいだろう。迷宮探索に関しても、『神からの試練であり、神の僕しもべとしての崇すう高こうな役目でもある』と教会がお墨すみ付つきを与あたえているのだ。

　街が神姫に護られているのは事実である。もちろん信仰心そのものを軽かろんじるわけではないし、一種の動機付けとしての効果も確かにあるのだろうが──迷宮というのは、もっと即そく物ぶつ的で現実的で美しくない世界だとユウキは思う。

「街は五柱の神姫様の協和により存在している。よって結束や友愛というのは我々五聖教会の掲かかげる指針にして理念でもあるのだが──」

　この地区の司教も兼かねる老いた校長は、小さくため息をついた。

「率そつ直ちよくに言って、君は先せん輩ぱいや同輩から好かれておらんようだね、ユウキ・タカミガハラ」

「まあ、そんな気はしてますねえ」

　ユウキはのんびりと答える。特に教会関連の人間とは折り合いが悪い。信仰心の欠けつ如じよが誰だれの目にも明らかだからだろう。

「個人的にはそこまで目くじらを立てる気はないのだがね。信仰とは内より湧わき出づるものであり、つまりは各おの々おのの内心の問題だ。咎とがめ立てしたところで何が変わるわけでもなかろう。──今、探索士資格は第九級だったか？　もう少し上を目指す気はないのかね？　身分はある程度の敬意と尊重を保証してくれるものだと思うが」

「……や、そうしたいのはやまやまなんですが、どうにも力が及およびませんで」

　ユウキは頭をかいた。

「では、せめて訓練生としてきちんと学ぶ気は？　そうすれば周囲の見る目も変わるかもしれん。出席率はきわめて低いが、君も本来は高等課程所属だろう？」

「あー、色々忙いそがしくてですね……。ほら、俺、一応本職は商人のつもりですから」

「ボリスから店を受け継ついだんだったな。だが、私には、彼ほどの商才はなさそうに見えるがねえ」

　温おん厚こうな口調で痛いところを突つかれて、ユウキは沈ちん黙もくする。

「ま、何事も無む理り強じいはせんよ。今のところ教え手としての務めは果たしている。神遺物レリクイアや虚きよ獣じゆうに関する知識は申し分ないし、君が直接教えた初等訓練生たちからの評判も悪くない。まあ、手段はどうあれ人間関係にもう少し気を遣つかってもらえると、私としては苦労が減って助かるがね。──退出してよし」

　ほっと息を吐はき、失礼しますと言ってユウキは校長室を出た。




　探索士訓練校は街に全部で三つあり、ここ東区訓練校にはおよそ二〇〇人ほどの生徒が在ざい籍せきしている。

　初等、中等、高等の三課程があり、それぞれを二、三年かけて通過するのが一いつ般ぱん的だ。

　区分けの基準は、年ねん齢れい。大おお雑ざつ把ぱに言って、入校が一〇、そして初等が一二まで、中等が一五まで、高等が一八まで。ただしこれは絶対的な規則ではなく、途中編入や飛び級、留年という制度も存在する。

　学舎は三課程共通で、ややこぢんまりとした佇たたずまいである。訓練は体を動かす方面のものが重視され、屋内での座学の時間はそれほど多くないからだ。

「あ、ユウキさん……」

　校長室から出てきたユウキは、顔見知りに声を掛かけられた。

　真ま面じ目めそうな少女が、少しはにかんだような笑えみを浮うかべていた。

「よ。今日の授業は終わったのか、フランカ」

「あ、いえ、あと一つ残ってます。ちょっと時間が空いたんで散歩してたら、校長室に入るユウキさんが見えたので。あの……」

　フランカは少し言い淀よどみ、そして続けた。

「ユウキさん、もしかしてお腹なか減ってません？　よかったら、ご飯どうですか？」

「え？　あー……」

　逡しゆん巡じゆんしながら口を開いたとき、ユウキの胃い袋ぶくろが盛せい大だいに自己主張をした。




　訓練校の敷しき地ち内、講堂裏の木の根元に二人は並んで腰こし掛かけた。

　フランカが自分の鞄かばんから布包みを出す。その中からパンを取ると小刀で切り込みを入れ、チーズとトマトと塩しお漬づけ肉を挟はさんだ。

「はい、どうぞ」

「ああ、ありがと」

　歯を立てると、パリッとしたパンの食感。焼けた皮の香こうばしい香かおりが、鼻び腔こうを通過して胃袋にまで流れ込んでくる。次いでトマトの酸味、甘味とチーズ、肉の塩気が良い具合に混ざり合って舌の上で溶とけた。

「……うまい」

　料理とも言えない簡素なものだがユウキの腹と舌を満足させるには十分だった。フランカの素材を見る目が確かなのだろう。

「よかった。──実はお昼にも見かけてたんです、ユウキさんのこと。初等課程の子たちを連れて行くときにすごくバタバタしてたから、もしかしたら何も食べてないんじゃないかなと思って」

「正解。今日はちょっと……色々あってさ」

　ユウキはため息をついた。まったく、厄やく日びである。殴なぐられるし、校長に怒られるし──朝早くから潜もぐった迷宮では、成果なしのうえにあんなものまで拾ってしまうし。

　と、不意にフランカは顔を寄せた。

「──あれ？　ユウキさん、何かで唇くちびる切りました？　ここ、傷ができてますよ」

「傷？」

　言って、思い出す。《星の誓せい約やく団》の大男にやられたやつだ。

「あー、まあ、ちょっとした事故がな。大した怪け我がじゃない」

「ダメです。後で腫はれてきたら困るじゃないですか。ご飯もおいしく食べられなくなりますよ？　──ちょっと待って下さいね」

　フランカは腰こしの小袋から、小指の先ほどの小さな石を取り出した。

『神しん珠しゆ』と呼ばれる神遺物レリクイアである。神力ウイスという、奇き跡せきの力の源が結けつ晶しよう化したものだ。神術師はこれを消費することで治ち癒ゆ神術や攻こう撃げき神術を発動させるのである。

　フランカは軽く目を閉じ、ユウキの唇に手をかざす。体の距きよ離りが縮まり、ふにっとした柔やわらな感かん触しよくがユウキの腕うでに当たった。

「ん──よし、きれいに治った」

　同時に神珠は塵ちりになってさらさらと崩くずれ去った。

「……悪いな。神珠もタダじゃないだろうに」

「いいんですよ、ユウキさんにはいつもお世話になっていますから」

　神術師の少女はにっこりと笑う。

「またお店の方で補ほ充じゆうさせてもらいますね」

　フランカは訓練校の高等課程に通う探索士、そしてユウキの店の常連でもある。

　今年で一六歳だったはずだが、思し慮りよ深ぶかそうな顔立ちとやや高めの身長、そしてはちきれんばかりに豊かな体つき──というか、胸──があいまって、年齢より大人びて見える。

　数年前、厄やつ介かいごとに巻き込まれているのを成り行きで助けたことがあり、それ以来の知り合いだ。やせっぽちの小さな女の子だったが、大きく成長したものである。色々と。

「この間の昇しよう級きゆう試験、もう結果出たの？」

「あ、はい。合格して四級に上がりました」

「たいしたもんだな、おめでと」

　ありがとうございます、とフランカは嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

　探索士資格には、大まかに三つの種別がある。

　剣けん、斧おの、槍やり、弓など、武器での物理的な攻撃を担当する戦士。

　神力ウイスを使って、攻撃、防ぼう御ぎよ、治癒などの術を駆く使しする神術師。

　神遺物レリクイアの鑑かん定てい、虚獣や迷宮に関する知識など戦せん闘とう以外の部分で貢こう献けんする支し援えん士。

　もちろん神術を使う戦士や神遺物レリクイアの鑑定ができる神術師なども居ないわけではないが、探索士資格や昇級試験にはもっとも得意な分野一つを適用することになる。

　フランカの資格は第四級探たん索さく士・神術師。

　この年齢にしては相当に優ゆう秀しゆうである。加えて彼女は既すでに迷めい宮きゆう探索の経験が豊富で、神遺物レリクイアを持ち帰った実績もある。結構な熟練者のパーティーに加わっても足手まといにならない水準だといってもいいだろう。

　彼女が探索士を目指し始めたのはおよそ三年足らず前。試験によって神術師の適性ありと判断され、中等課程への編入を認められた。それがあっという間に頭角を現し、中等を一年で通過、現在はユウキと同じ高等課程で訓練に励はげんでいる。

「ユウキさんの方は、その……どうなんですか？　昇級試験とか……」

「聞くな」

「いえ、あの、すみません……」

　フランカは申し訳なさそうに身を縮める。

　ユウキは第九級探索士・支援士。高等課程としては底辺の劣れつ等とう生だ。ちなみに第一〇級、第九級というあたりは、早ければ初等訓練生でも取得が可能とされている。

「ああ、冗じよう談だん冗談。別に本気で悩なやんでるわけじゃないし。級位は高いに越こしたことないだろうけど、店も忙しいし──何より俺には才能がないからな」

「そ、そんなことないですよ！」

　なぜかフランカは少しムキになって言った。

「だってユウキさん、あんなに神遺物レリクイアに詳くわしいじゃないですか。本気出せば絶対……」

「そりゃ店で扱あつかうから知ってるだけだ。品物見るのはいいけど、戦闘とかには関かかわり合いたくなくてさ。昇級も一〇、九級くらいまでは筆記重視だから何とかなったけど、それ以上は──まあ、きついだろうな」

　迷宮の浅い階層には虚獣もそうそう現れない。教会騎き士し団の衛兵も常じよう駐ちゆうしているし、地図も市し販はんされている。危険度は山歩きをするのと大差ないだろう。

　しかし、深くなるにつれて虚獣の出現頻ひん度ども攻撃性も高くなる。探索のためにはパーティーを組むことが必ひつ須すとなり、役目にかかわらず戦闘能力が必要とされるのだ。

　つまり、高位の探索士は、たとえ支援士であっても体を鍛きたえ、戦闘術を身に付けていなければならない。高等課程ともなると格かく闘とう鍛たん錬れんは必修となる。

「専門の探索士と違ちがって俺の場合、店の経営が本業だからさ。仕入れなら、浅い階層で虚獣から逃にげ回りつつ薬草や手ごろな神遺物レリクイア集めるだけで何とかなる」

「そうですか……」

「あ、もしかして、また誰かから何か悪口言われてた？　俺」

「…………」

　少女の複雑な顔が回答を示していた。

「あの──」

　と、何か言いかけたフランカはそこで言葉を中断し、顔を伏ふせた。

　二人の目の前を七、八人の集団が通り過ぎた。全員十代の後半だろう。中心人物らしき冷れい徹てつそうな表情をした青年をはじめ、一人残らず鍛え上げられた体つきをしている。

　東区訓練校高等課程における、現在の最精せい鋭えいたちだ。

　第一級探索士資格取得の最年少記録を更こう新しんした天才がいると耳にしたことがある。ユウキはほとんど訓練に顔を出していないからよく知らないが、多分、真ん中のがそうなのだろう。名前はさて、何といったか。

　そのとき、取り巻きの一人が唾つばを吐き、ガラクタ屋風ふ情ぜいが、と呟つぶやくのが聞こえた。

　ユウキは苦く笑しようしてやり過ごす。

　教官陣じんや教会関係者とは反りが合わないが、ほぼ同年代の高等訓練生の中にもユウキに非好意的な者は多く居る。迷宮探索や神しん姫き信しん仰こうから一歩置いている態度が気に食わないのだろう。『不信心なガラクタ屋』『金の亡もう者じや』『冒ぼう瀆とく者』などという陰かげ口ぐちは、時折ユウキの耳にも届いてくる。ほとんど面識もないのに、悪評はよく広がるものだ。

「ユウキさん……」

「ま、仕方ない。俺が奴やつらほど熱心じゃないのは確かだし、訓練もせず金かね儲もうけのことばっかり考えてるし、それになんせ第九級の戦えない支援士なんだし。全身全ぜん霊れいを懸かけて《誓約団》入りを目指してるような奴らから見れば、異い端たんだろうさ」

　五つある神姫聖せい殿でん──神姫が住まうとされる社である──と街の人々との間を一手に取り持つのが、五聖教会。教王と呼ばれる指導者を頂点としたこの巨きよ大だい組織は、行政や治安維い持じ機構も兼かねている。

　そして街の中で唯ゆい一いつ、教会に匹ひつ敵てきする発言力を持っているのが《誓約団》。

　神姫に神遺物レリクイアを献けん納のうすることのみを目的とした、神姫直属の探索士組織で、各聖殿の支配下にそれぞれ一隊ずつ、計五隊が存在している。

　在ざい籍せきしているだけで誰だれからも一目置かれ、給金は桁けた違ちがいで、衣食住も手厚く保障。

　しかしその分選せん抜ばつは厳しい。入団試験を受けるだけでも第三級以上の探索士資格が必要で、それでいて合格者も相当に絞しぼられるという、実に狭せまき門なのである。探索士にとってのあこがれであり、目標と言ってもいい。

　訓練校を出た後は、実戦経験を積みながら《誓約団》を目指すのが一いつ般ぱん的な道である。在校中に入団を許される者など、おそらく年に三人居るかいないかだろう。

　そういえばさっき通りかかった青年は、確か、中等訓練生時代に《空の誓約団》入りした傑けつ物ぶつだったはずだが──

「ああ、思い出した。シュテファン・クローゼだ。あのクローゼ家の、末っ子」

「え──？」

「いや、さっき取り巻き引き連れて歩いてた奴。優秀なんだろ？」

「あ、は、はい、そうですね」

　少女はこくんと肯うなずく。

　学問に秀ひいでた者は五聖教会入りを目指し、力に自信のある者は《誓約団》入りを目指す。

　クローゼ家は《誓約団》員を輩はい出しゆつし、中には団長を務めた者も複数いるという武の名門だ。

「俺と一いつ緒しよにいると、お前まで目を付けられるぞ？」

「私は別にいいんです。というか──ユウキさんは悔くやしくないんですか？」

　少し眉まゆを寄せ、フランカは視線をユウキに向けた。

「探索、いえ、ここでの訓練でもいいですけど、本格的にやって見返してやるとか……」

「店の儲もうけが今の一〇倍くらいになって、店員を雇やとえるようになったら考えるさ」

　はぐらかすように言うと、パンの最後の一口を食べ、手て渡わたされた水すい筒とうから水を飲む。

「──ごちそうさま。うまかったよ」

　フランカは諦あきらめたようにふうと息を吐はいた。

「お粗そ末まつさまでした。──これもささやかな恩返しになればいいんですけど。ユウキさんがいなかったら、私今いま頃ごろ、パンも買えなくなっていたでしょうしね」

「別に恩に着るほどのことじゃないだろ」

　フランカは両親を亡なくしている。ちょっとした伝つ手てを使って探索士への道を紹しよう介かいしたのはユウキだが、その後の成功は彼女の努力の賜たま物ものだ。

「営業活動でもあるしな。探索士が増えると俺の店の客も増える。実際、フランカはお得意様だ」

「それでも、感謝してるんです。──ここに通い始めたとき、いつかユウキさんと一緒に探索したりもできるのかなあ、とか思ってたんですよ、私。それが叶かなえば、一番嬉しいんですけどね」

「期待を裏切って悪いな」

　ユウキは苦笑して肩かたをすくめた。

　一口に探索士と言っても色々な立場がある。ユウキのように完全な個人活動中心の者はさほど多くない。主流なのは商人から依い頼らいされ迷宮に潜もぐる、雇われ探索士だろう。フランカも訓練校に通うかたわらパーティーを組んで、請うけ負おい仕事をこなしている。

　神遺物レリクイアはもちろん、迷宮でしか採れない植物、鉱石、ものによっては虚きよ獣じゆうの肉や角なども金になる。教会の教義は金儲けに否定的だが、現実に迷宮探索は利益を生むのだ。

「さて、俺はそろそろ帰るよ。フランカは後で店に来る──」

　と、そこで懸けん案あんがあったことを思い出した。

「ああ、悪い、今日は店閉めてるな」

「そうなんですか？　なら、また明日あしたあたり、寄らせてもらいます。師し匠しようと迷宮に潜る予定なので、その帰りにでも。──では失礼します！」

　立ち上がると元気よく手を振ふり、彼女は歩いていった。




　　　　＊　＊　＊




　ソリトゥスの街外れ寄り──『迷宮通り』と呼ばれる一角に、ユウキの店はある。『ボリスの店』という看板が掲かかげられた、小さな建物がそれだ。

　取り扱っているのは、迷宮探索に必要な道具一式、そして神遺物レリクイアも含ふくめた迷宮からの発はつ掘くつ物全ぜん般ぱん。後者は売り買い両方を手がけており、店先の看板には『迷宮での拾得物、よろず買い取り』と書かれてある。

　迷宮から持ち帰られた神遺物レリクイアの運命は大きく分けて二つ。拾得者のものとなるか、店、教会、《誓せい約やく団》のいずれかに売り払はらわれるかだ。

　売られたものは神姫に献納されるか、あるいは店先に並んで新たな買い手を待つか、ということになる。結果、街には結構な数の神遺物レリクイアが出回り、積極的に売買されている。

　もっともユウキのような零れい細さい商人の立場は弱い。

　大きな店は市場の隅すみ々ずみにまで目を光らせ、また独自に神遺物レリクイアを調達するため腕うで利ききの探索士を何人も雇っている。品しな揃ぞろえや安さでは太た刀ち打ちできないのだ。

　商売におけるユウキの武器は二つ。

　神遺物レリクイアの正確な目利きと、自身が探索士であるという足回りの軽さ。店主自身が迷宮に潜って商品を入手すれば、仕入れ値はゼロである。

　そんなわけで今朝、ユウキは『仕入れ』のために迷宮に潜り──

　そして、かつて拾った経験のないものを拾って戻もどることになったのだった。




　訓練校から戻ったユウキは、店の中を通り抜ぬけ、奥の寝しん室しつの扉とびらを開けた。

　──寝台は空だった。

「……どこ行ったのかね」

　休みたいというのでとりあえず部屋を貸して、訓練校の仕事に出たのだが──出て行ってしまったのだろうか。

　寝室に入って中を調べる。とりあえず寝台は使った様子があった。

　と、そのとき、小さな物音が聞こえてきた。耳を澄すます。台所、いや奥の食料庫か？

　移動して部屋の入り口から覗のぞき込むと、小さな影かげが見えた。手にしたリンゴを口元に持って行き、しかし思い直して遠ざけ──そして誘ゆう惑わくに屈くつしたように、勢いよく歯を立てた。

　シャリッ、という音とともに、その美術品のごとく秀しゆう麗れいな顔が、幼く無む邪じや気きな笑えみを形作る。汁しる気けとともに甘みが口いっぱいに広がったのだろう。

「おーい、何やってんだ」

　声をかけると、少女はびくっと体を震ふるわせて振り向いた。

「お、おお、そなたか、帰っておったのか？」

「今帰った。で、そのリンゴ──」

　ティナは慌あわてたように手に持った赤い果実を背中側に隠かくす。

「食料庫にあったやつなら、俺のなんだがな」

　先日、フランカにおすそ分けとしてもらったものだ。生活状じよう況きようがかなりの苦境にあるユウキにとって、貴重な食料である。

「いや、その……そうではないのだ」

　少女は後ろ手のまま、ぶんぶんと首を振った。

「ティナは盗ぬすみ食いをしようとしていたわけではない！　ただ、その、目が覚めたら腹が減ってたので、食べるもの探して……」

「探して？」

「ここを見つけて、そしてリンゴが、えっと……食べてほしそうに……」

「…………」

「その、あるいは、ティナへの、供く物もつかも知れぬと……」

　声が徐じよ々じよに小さくなる。やましい気持ちはあるようだ。

　まあ、迷めい宮きゆうでぶっ倒たおれていたわけだし、我が慢まんできないほどの空腹を覚えても仕方がない。

　頭を軽くはたく程度ですませて、果物くだものの一つくらいはくれてやるか、とため息混じりに考えたそのとき、ユウキの目の前に小さな歯形のついたリンゴが差し出された。

「……その、悪かった」

　ティナがうな垂れて言った。

「実は、そなたの住すみ処かにある以上、そなたのものなのだろうとは思っていたのだ。しかし、どうにも、食欲に抗あらがえず……」

　悪さをしてしかられた子犬のようだった。

　と、そのとき、少女の腹がぐうと鳴る。ユウキは思わず噴ふき出した。

「あー、まあいいや」

「……怒おこらぬのか？」

「反省したようだからな。そっちの部屋が食堂だ。何か作ってやるから、リンゴ食いながら待ってろ」

　拾ってきた責任というものもある。子供の飯一人分くらいなら、まだ何とかなるだろう。




「む、美味だった」

　器うつわを食しよく卓たくに置くと、ほう、とティナは満足げな吐と息いきをもらした。

　提供したのは、ただの塩しお漬づけ肉入りの粥かゆである。ユウキがことさらに料理上手なわけでもないので、空腹は最高の香こう辛しん料りようというやつなのだろう。

「しかし、珍めずらしい穀物だな。ティナの知識にはない」

「米だよ」

「コメ？」

「知らないか。まあ、こっちじゃあんまり見ないし、街で買えるようになったのも最近だからな」

　一般的な主食はやはり麦類、次いで芋いも類というところだろう。街の外側にある農村部からは多様な作物が入ってくるが、米はまだまだ希き少しようである。

　リンゴと粥で、どうやら自じ称しよう神しん姫きの腹もふくれたようだ。

「あらためて礼を言おう、ユウキ・カタミガ……タカガミ……」

「タカミガハラ。別にユウキでいいぞ。言いにくいし」

「ではユウキ。迷宮からティナを連れ出し、食事まで馳ち走そうしてくれたことに対し、心から感謝の意を表する。信徒として、神姫直じき々じきに礼を述べられる機会などそうあるまい。誇ほこりに思うがよい！」

　ふん、と鼻息荒あらく平へい坦たんな胸を反らす。

「素す直なおなのか偉えらそうなのか、よくわからん奴やつだな。あと、信徒じゃない」

「違ちがうのか？」

「違うの。で、こちらから質問なんだが、お前、いったい何者だ？」

「だから、神姫だと何度も言っておろう。──いや、腹を立てているのではない。民たみの立場に立ち、民を納なつ得とくさせるのも神姫の務め。神姫は、相手のもの分かりが悪いくらいで苛いら立だったりはせぬものなのだ。偉いであろう？　感心することを許す」

　うむ、と肯うなずくティナ。

「……あー、神姫だとして、だ。五人いるうちの、どの神姫なんだ？」

《空支うる神姫》、《太陽掲ぐ神姫》、《月戴いただく神姫》、《星撒まく神姫》、《大地護まもる神姫》。誰だれもが知っている五柱の神姫の称しよう号ごうだ。

　だが、ティナの返答は意外なものだった。

「わからぬ」

　ユウキは眉を寄せる。

「わからぬって……どうして？」

「わからぬものはわからぬからだ。五つの称号があることは知っている。しかしティナは自分がどの神姫なのか、まったく知らぬ」

「わからんのに、なんでそんなに自信たっぷりなんだよ……。じゃあ、どうして自分が神姫だと思うんだ？」

「思うのではない。事実として知っているのだ」

　埒らちが明かない。ユウキはため息をついて質問を変える。

「で、街を守護したもう神姫であるところのアルベルティナ様が、なんで迷宮なんかでお倒れになってたんですかね？」

「ティナでいいと言うに。遠えん慮りよすることはないぞ？」

　皮肉を気にした様子もなく、少女は続けた。

「迷宮にいたのは、そこで生まれたからだ」

「生まれた？」

「存在するようになった、といえばよいか。迷宮の中の広大な部屋で、ティナは自分を認識した。その瞬しゆん間かんに在るようになったのだ」

「迷宮探たん索さく中に記き憶おく喪そう失しつになったとかではなく？」

「うむ」

「言い切れるのは、それも『事実として知っている』からか？」

「そうだ」

　ユウキはうーんと唸うなって頭をかく。

「あー、生まれたってのは、いつのこと？」

「目覚めて、えっと、色々あって迷宮をさまよい始めて……歩き疲つかれて倒れるまで、一、二日くらいだろうか。体感だが」

「発見したときの足あし跡あとの鮮せん明めいさ、ほこりの積もり方から判断して、あそこで気絶していたのはせいぜい一日ってところだろうな……」

　つまりティナの言うことを信じれば、多く見積もっても生まれてから三日程度。

「でも、生後数日には見えないし、言葉は話すし、リンゴも知ってるし……普ふ通つうに考えれば、うさんくさいとしか……」

「噓うそではない。ティナは最初から色々知っているのだ」

　幾いく分ぶん機き嫌げんを損そこねたようにティナは唇くちびるを曲げた。

「存在するようになったとき、すでに知識を持っていたのだからな」

　ユウキは少し考え、口を開く。

「いくつか質問すんぞ。あまり考えず、できるだけ短時間で答えてみろ。知らないなら知らないでいい。──この街の名前は？」

「ソリトゥスだろう？」

「迷宮の異い称しようは？」

「《大いなる門マグナ・ポルタ》」

「五ご芒ぼう星せい形の意い匠しようを象しよう徴ちようとする団体は？」

「ごぼうせい？」

　こんなのだ、とユウキは卓たくの上に指で五角形の星形を描えがいた。

「ああ、五聖教会だな」

「では、五聖教会の大聖堂に新しい鐘しよう楼ろうができたのはいつだ？」

「それは知らぬ。いい音で鳴るのだろうな」

「この店から大広場に行くには、どの道を通ればいい？」

「それも知らぬ。街に出た経験はないのだ」

　ちなみに鐘楼の完成はつい一ひと月つき前。それを祝って、かなり大きな祭りが開かい催さいされた。大広場には店の前の道をまっすぐ行くだけ。いずれもこの街の住人ならほぼ間違いなく知っているはずである。

　ユウキは質問により彼女の知識の傾けい向こうを測っていた。

　一いつ般ぱん的な果実であるリンゴは知っているが、最近まで流通していなかった米のことは知らない。神姫や教会に関する知識はあるが、新しい鐘楼については聞いたこともなく、街の地理にも疎うとい。言語能力自体はほぼ問題ない。口調が少々変わっているが、これは性格に由来するものと考えていいだろう。

（つまり──一般常識はあるが、街の様子や時事関連などについてはよく知らない、か）

　総合するとそういう結論になる。

　そしてこれは、ティナの主張──地下迷宮で生まれて約三日。基本的な知識は最初から持っている。街に来たことはない──と合がつ致ちする。初期に与あたえられた知識が普ふ遍へん的なものだけであるなら、移り変わりのある事こと柄がらについては知らないのも当然だ。

　受け答えはほぼ反射的に行われており、不自然な遅ち滞たいはなかったと思う。

　計算して演じているのならたいしたものだが、それができそうな性格にも見えない。もちろん、ユウキを苦もなく騙だませるほどの天性の詐さ欺ぎ師しか、あるいは自分の頭の中で組み立てた物語を自分で信じ込んでしまう種類の人間だという可能性もあるが。

「もう、よいのか？」

「ああ、お疲れさん」

「なに、信徒の疑問に答えるのは、神姫の務めだ。気にすることはない。──で、この質問で何がわかったのだ？」

　ティナは興味深そうに身を乗り出した。

「お前が本物の神姫かどうかだよ。でも結論はまだ保留」

「……本物だと言うに。我が第一の信徒は疑うたぐり深い」

「疑ってるんだったら信徒とは言えないだろ。──まあ、あんな場所に一人で倒たおれてたってのも不自然だから、俺も何とか筋の通る説明をつけたいとは思うんだがな」

　ユウキは質問の角度を変えることにする。

「なあ、お前が神姫だってんなら、剣使徒デユエリストはどこにいるんだ？」

「う……」

　ティナは言葉に詰つまった。視線が泳ぐ。

　剣使徒デユエリスト──常に神姫の傍そばに仕え、圧あつ倒とう的な力をもって神姫を護まもる超ちよう人じん。五柱の神姫には、それぞれ一人ずつ剣使徒デユエリストが付き従っている。子供でも知ってる話だ。

「お前が剣使徒デユエリストを伴ともなってるってんなら、神姫だってことを信じられるんだけどな。召しよう喚かんしなかったのか？」

「神姫はまず真っ先に剣使徒デユエリストを召喚して、わが身を護らせなければならない。そのことは、ティナの知識にもある。もちろん召喚することは可能──だった」

「だった？」

「えっと、誕生時点では確かに剣使徒デユエリストを召喚するに足る神力ウイスを持っていたのだ。しかし、その……事情により、使い果たしてしまってな」

　神力ウイスとは神姫が奇き跡せきを起こす力のことだ。人間の神術師たちもこれを神しん珠しゆから借り受けることで、擬ぎ似じ的かつ小規模な奇跡ともいうべき神術を使えるようになる。

「事情って、何だよ」

「……どうでもよいではないか、そんなこと」

　話したくなさそうな顔でティナは言った。

「理由はどうあれ、今現在、ティナが持つ神力ウイスがゼロなのは確かだ。だから剣使徒デユエリストの召喚はできない」

「わかったわかった。で、剣使徒デユエリストが居ないため、お前は単独で街を目指さざるを得なくなり、そして迷めい宮きゆうで道に迷ったあげく行き倒だおれたってわけだ」

「そう、そうなのだ」

「しかし、奇跡の一つも起こせないんじゃ、お前が神姫だという証明はできないよな。むしろ、正気を失って錯さく乱らんした人間だってことにしても、矛む盾じゆんは起きない」

　ユウキが言うと、自じ称しよう神姫はぷうと頰ほおを膨ふくらませた。

「神力ウイスさえ戻もどれば、ティナにだって剣使徒デユエリストは召喚できるし奇跡も起こせる！　錯乱もしていない！　神姫としてなすべきこと、倒すべき敵、全すべてちゃんと記き憶おくしているのだぞ！」

「…………」

　ふむ。

　しかしまあ、感情豊かな奴やつだな。そう思いつつ眺ながめていると、ティナはぜえぜえと荒あらい息をついた後、一つ咳せき払ばらいをして表情を改めた。威い厳げんを取り戻すつもりらしい。

「さて、ユウキ、今度はこちらから問おう。そなたは神姫のために動く探索士だな？」

「違うぞ」

「…………」

　出鼻を挫くじかれティナは口を噤つぐむ──と、思いきや、すぐにうろたえた声を上げた。

「な、なな、なぜだ？　ティナを迷宮から助け出したではないか。それに、探たん索さく士とは神姫のために神遺物レリクイアを集めるのが役目ではないのか？」

「俺、本業は商人。迷宮に落ちてたものは何でも買うし、求められれば何でも売る。探索者向けの消しよう耗もう品ひんなんかも取り扱あつかってるな。一応、探索もやるけど、あくまで商売のため。お前を拾ったのもたまたまだ」

「で、では商人ユウキに告げる。汝なんじを我アルベルティナの第一の信徒と正式に認め、仕えることを許そう！」

「はあ」

「さしあたってティナの目的は、神力ウイスを溜ため、剣使徒デユエリストを召喚することだ。それには神遺物レリクイアを集めなければならない。信しん頼らいできる者の助けが欲ほしいのだ。それに、仮の聖せい殿でんをここに置くのなら、やはりこの街の案内役や助言役が要いる。ティナはなんせ生まれたてで、世事に疎いのだからな！」

　自じ慢まんすることでもないだろう。まあ、要は協力して欲しいということか。

　威い勢せいのよさとは裏腹に、ティナは不安そうな目でユウキを見ている。

「言いたいことは幾いくつかあるがな、まず勝手に俺の家を仮の聖殿にするんじゃない」

「……だめか？」

「だめだ」

　少女はしゅんと肩かたを落とした。追い出されれば行き場がないのはわかっているようだ。

「ただし──宿くらいなら提供しても構わない。放ほうり出すのもなんだしな」

「本当か！」

　一転、ティナの顔がぱっと輝かがやく。

　ユウキ自身もかつて様々な恩人に助けられた。人だろうが神だろうが、本当に困っている奴がいるなら、援えん助じよくらいは与えてもいい。たとえ金にならないとしても、だ。

「おお、そなたに祝福を！　さすが我が第一の信徒！」

「信徒じゃない。あと、俺が見返りを求めず提供するのは、あくまで宿だけだ。神遺物レリクイア集めたり、剣使徒デユエリストを召喚したりは、自力でやってくれ」

「む、むう……」

「後あと腐くされないようにはっきり言っておくと、全面協力を断る理由は二つある」

　ユウキは向かいの席に腰こし掛かけた小さな少女を見み据すえた。

「まず、それが事実か否いなかに関係なく、『神姫である』などと自称する奴がそばにいるだけで困る。高確率で瀆とく神しん行こう為いだと判断される。この街で教会を敵に回したらやっていけないんだよ。だから、何も知らずに、ただ泊とめただけって立場にしときたい」

「……そなたが信じる信じないの問題ではないということか」

「そう。──二つ目。俺は真っ当かつ誠実に商売してる商人だ。で、商人ってのは基本的に金と引ひき換かえに何かを提供する仕事だ。お前が俺の助力を必要としている、それはいい。欲しがるだけなら自由だからな。でもお前はその対価として何かを支し払はらえるか？　要するに金持ってんのか？」

「持ってない……」

　がくりとうつむいたティナだったが、すぐに顔を上げた。

「だ、だが、力を回復することが叶かなえば、ティナは必ずそなたに十分な報ほう酬しゆうを──」

「そんな不確かな約束はいらない」

『いずれ払はらいます』などと言う奴が、きちんと払ったためしなどないのだ。

「俺が信じるのは、金の現物のみだ。ツケはお断り。文無しなら自分の面めん倒どうは自分でみる。お前の身み柄がらはお前自身のもんで、お前が責任を持つべきなんだよ。他人の助力は無む償しようで手に入るもんじゃない。それが世の道理ってやつだ。──以上」

　冷たく響ひびくだろうということを承知の上で、ユウキは言った。線引きは必要なのである。

　が、落らく胆たんするかと思ったティナは眉まゆを寄せて考え込み、ややあって口を開いた。

「逆に言えば、金さえ払えばユウキは助力を検討してくれるということか？」

「……まあ、そう解かい釈しやくしてもいいけどな。ないんだろ？　どっちにしても」

「うむ、確かに今ティナは金を持っていないが──方法はある」

「ほー。一応うかがおうか？」

「そなたに──この体を売る！」

「…………」

　ユウキは思わず椅い子すからずり落ちた。

「む？　どうした？」

「どうした、じゃねえよ。なあ神姫様、正気か？　正気ですか？　体を売るってどんな意味かわかってんの？」

「意味？」

　きょとんとした顔でティナは目を瞬またたかせる。

「えーと、雑用とか手伝いとか、できることは何でもするぞ？　自由に命じてもらって構わない。神遺物レリクイアをもらえれば、その神力ウイスに応じた奇跡も起こせる。そなた個人のために、だ。人界の金銭で神姫が買えるというのは、実にお買い得だと思うが」

「やっぱりわかってねえよ、このお子様は……つーか、自分を特売品にする神って初めて見たな、俺」

「ここは迷宮のものを買い取る店だろう？　だから、迷宮に落ちていたティナ自身の体を売る。筋は通っているはずだ。さあ、遠えん慮りよ無く買うがいい！　その金でティナはそなたに助力を依い頼らいする！」

「……あー、もう、どこから突つっ込こんだもんかね。とりあえず、『人』は取り扱ってない。人身売買は街の法で禁止されてる」

「なら問題なかろう」

　うむと肯うなずき、続ける。

「ティナは人ではなく神姫なのだから、法には抵てい触しよくしない。いわば神身売買だ」

「神様も取り扱ってねえよ」

「しかし、そなたは先ほど『迷宮に落ちてたものは何でも買う』と言ったではないか」

　ティナは不満そうに唇くちびるを尖とがらせた。

「ティナは迷宮に落ちていたわけだから、そなたは買い取らなければならない。それとも、あれは噓うそか？　真っ当かつ誠実に商売してる商人が噓をつくのか？」

「いや、噓ってか常識的に……あ、そうだ、ほら、お前が拾得物なら所有権は俺ってことになるよな。拾ったのは俺だから。お前には売ばい却きやくする権利ないだろ？」

「今さっき、『お前の身柄はお前自身のもの』と教えてもらったぞ？」

　ユウキは言葉に詰つまった。抜ぬけてるかと思えば、なぜかときどき口達者になるようだ。悪意も計算もないのがわかるから、余計に扱いづらい。

　少し考え、ユウキは問いを発した。

「……仮に、だ。もし俺がお前を買わなかったとしたら、他の店に行って同じような取引を持ちかけるつもりか？　『私の体を買え』と」

「うむ、そうせざるをえないだろう」

　ためらいなく答える少女。

「ティナには助けが要り、助けを得るには金が要る。そしてティナは文無しなのだ」

　──さて、その場合どうなるだろう。ユウキは想像する。

　街には非合法な品を扱う悪徳商人も大勢いる。ついでに、何というかこう……年若くてつるんぺたんな感じの女性が好きな金持ちも、一定数存在するはずだ。

　そして一いつ致ちする需じゆ要ようと供給。

「…………」

「ん？　何か問題があるのか？」

　ティナが黙だまり込んだユウキを見、怪け訝げんそうな声で言った。

　やがてユウキは一つ息を吐はき、口を開いた。

「あー、仕方ないな、ったく。わかった、俺がお前を買ってやる。で、それを対価とするということだから、できる範はん囲いで力を貸してもいい」

「え、つまり──」

「ただし」

　喜色を浮うかべて何か言いかけるティナを制し、ユウキは言葉を続けた。

「条件。まず、自分が神姫だと絶対公言するな。目的や神姫に関する知識も全すべてだ」

「……わかった」

「もう一つ。契けい約やくはお前が剣使徒デユエリストを召しよう喚かんできるようになるまで。それが叶わない場合は、お互たがい納なつ得とくのいくところまで。そして、契約終しゆう了りようの際にも、働きに応じた報酬をもらう。まあ、金か、竜りゆう牙が石せき級とは言わないまでも、高位の神遺物レリクイアがいいな」

「それも心得た。できるだけのものを贈おくると約束しよう。しかし──それは、そなたがティナを本物の神姫だと認めたということでいいのか？」

「認めたわけじゃない。否定するわけでもないけどな。正確に言うと、どっちでもいい」

「どっちでも──」

　複雑な顔になるティナ。

「本物でも偽にせ者ものでも、力を貸して報酬をもらうというのは変わらない。要するに『ティナという神姫が力を取り戻したがっている』という前提で扱い、協力するってこった」

　むー、と形のよい眉を寄せて考え込む少女。

「……納得はできぬが、妥だ協きよう点ではあるか。よかろう、今からティナの体はそなたのもので、そなたはティナに手を貸すものとする」

　契約成立、とユウキは軽く肯く。

　厄やつ介かい事を背負い込んだ気もするが──まあ、これも取引の結果だ。

「ああ、ちなみに剣使徒デユエリストを召喚するのには、どの程度の神力ウイスが必要なんだ？」

「そうだな……」

　ティナは何かの気配を探さぐるように目を閉じた。

「倉庫はあちらか。今、この店にある神遺物レリクイアをかき集めても、全然足りぬな」

「へえ……わかるのか、そういうのが」

「神力ウイスを感じられずして、奇き跡せきが起こせるわけなかろう。ティナにとっては至し極ごく当然のことだ。──しかし、感心したのならそう言って構わぬぞ？　さあ、褒ほめるがよい」

「なら、少し実験してみるかね」

　ユウキが褒めずに話を進めたので、ティナは幾いく分ぶんがっかりした表情になった。

「……ジッケン、とは？」

「お前が本当に奇跡を起こせるかどうか、確かめてみるってこと」

　さて、手順はどうするかな──などと呟つぶやいていると、ティナが声を上げた。

「ところで、その前に一つ相談があるのだが」

「何だ？」

「ティナはそなたのものになったわけだが、神しん姫きであるのには変わりない。ではそなたはティナの信徒なのか、それともご主人なのか、どちらだと考えればよいのだろう？」

　きわめて真ま面じ目めな顔で自じ称しよう神姫は小首を傾かしげた。
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「──我らが街を守護したもう神姫よ」

　ユウキは静かに言葉を紡つむぐ。

「どうか、我が店に積み重ねられし汚よごれを払い、清めたまえ」

「そなたの願いを叶えよう、ご主人」

　少女は重々しく肯いた。

「……で、どう使えばいいのだ？　これは」

　手に持った雑ぞう巾きんを掲かかげてみせる。

　体にはユウキが買ってきた古着、そして頭に三さん角かく巾きん。完全に下働きの娘むすめ姿だ。

「まず布を桶おけの水に浸ひたしたまえ」

「こう？」

「そう。で、次にそれを固く固く絞しぼりたまえ。そして願わくば商品台の上を繰くり返し往復させんことを」

「こうか。──ところで、なぜそんな堅かた苦くるしい口調で話す？　気楽に振ふる舞まうことをアルベルティナの名において許すぞ、我がご主人」

「……皮肉る気も失うせるな。んじゃ神姫様、端はしから商品下ろして台を拭ふいていってくれ。その辺、外からの土ぼこりが溜たまりやすいからな。で、終わったら元に戻もどす。当然ながら商品は落として傷つけないよう気をつけること」

「うむ、聞き届けた」

　そしてティナは危なっかしい手つきながら、拭き掃そう除じを始めた。

　協力の代だい償しようとして、とりあえずティナは店を手伝う──そういうことで話はまとまった。

　呼び名が『ご主人』になったのは、感謝の表れとしてユウキの顔を立てたものであるらしい。

　まあ、若じやつ干かんの言動のおかしさに目をつぶれば覚えは悪くない。読み書き算術もある程度できるようだ。鍛きたえれば一いつ端ぱしの商人になるかもしれないが──

　と、そのとき、店の入り口から声が聞こえた。

「こんにちはー。開いてますか？」

　フランカが店内を覗のぞき込んでいた。そういえば、顔を出すとか昨日言っていたか。

「あー、はいはい、らっしゃい。まだ昼前だけど、もう今日の探たん索さくは終わったのか？」

「いえ、これからです。準備してたら神しん珠しゆ入れの袋ふくろに穴を見つけたんで、せっかくだから新しいのに買い換かえて行こうかと──」

　と、フランカの視線がティナの姿を捉とらえ、そこで固まった。

「……お、女の子？　ユ、ユウキさんの店に、女の子がいる？」

　なぜ動どう揺ようする、とユウキは思う。まあ男の子には見えないだろうが。

「えーと、客が来たら、いらっしゃいませー……で、いいのだったか、ご主人？」

「ああ、元気良くな」

「ということは、店のお客さんではない！」

　フランカは愕がく然ぜんとしたように口元を押さえ、よろりと一歩下がった。

「……いいえ、まずは落ち着きましょう、フランカ。可能性を全すべて考えないと。単にユウキさんの身内だってこともあるものね、うん。例えば、妹さんである可能性、お姉さんである可能性、お母さまである可能性……はさすがにないか。あとは奥さまとか──」

「おい、フラン──」

「ダメ！　それはダメ！」

　くわっと目を見開き、大声で叫さけぶ。

「……ダメって、何がだよ？」

「絶対に──あ、いえ、何のお話しでしょうか？」

　正気に戻ったようだ。

「いや、いいけどさ。──紹しよう介かいしとこうか、こいつはティナという」

「ティナ……ちゃん。あの〝こいつ〟とか、ずいぶん親しげな感じ、ですよね。ど、どういうご関係、です？」

　無理やり感のある引きつった笑え顔がおで尋たずねるフランカ。

　さて、どう説明したものか、とユウキが考えていると、ティナが先に口を開いた。

「ああ、買われたのだ。ご主人に」

「ご、ご主人？」

「そこのユウキのことだ」

「買われたって……何を？」

「ティナの体をだ」

　──空気が音を立てて凍こおりついた気がした。

「か、かか、体……？」

「おい待て、ティナ」

　一人その場の雰ふん囲い気きに無む頓とん着ちやくな少女は、お構いなく言葉を続けた。

「うむ。そうすれば助けてやってもいいと、ご主人に言われたのだ。いや、正確には『何でもするからどうか助けて欲しい』と、ティナが請こうたのだったか」

「た、助け……」

「というわけで、関係性を答えるのなら、ティナはご主人の所有物だ。ティナとしても、できれば人に我が身を自由にさせるなどという真ま似ねはしたくなかったのだが……選せん択たくの余地がなかった。やむを得ない」

「…………」

　フランカの顔がユウキを向く。その目にじわりと涙なみだが浮かんだ。

「私の、私の知っていた優やさしいユウキさんは……もう、どこにもいないのですね？　いったい、何があったんですか？　ど、どうしてこんなこと──」

「あー、うん……どうして、こんなことになってるんだろうな」

　ユウキはため息をついた。

「お茶でも淹いれるから少し落ち着こうか、フランカ。あとティナはもう口開くな。話がややこしくなる」




「──んじゃ、復唱してみろ」

　フランカが帰って行った後、ユウキはティナに言った。

「ティナは、えーと、記き憶おく喪そう失しつで、それを哀あわれんだご主人に世話になっているだけである。決して体を買われたわけではない」

「そう。今後はそういう設定で行く。あと、ご主人も止やめてくれ」

「なぜだ？　神姫が神姫であるように、ご主人はご主人ではないか」

「でもなあ……」

「何も間ま違ちがっていないぞ？　今、ティナはそなたの所有物なのだからな」

「『所有物』とか言うのも禁止」

　フランカには事情を多少誤ご魔ま化かして説明した。

　迷めい宮きゆうで倒たおれていた少女を発見した。身元が不明なので、一時的にユウキが預かることにした。彼女は記き憶おくを失っている。まだ混乱しているようで、ときどきあらぬことを口走るが、気にしないで欲しい。

　結果的にフランカは納なつ得とくし、深く同情してくれた。多少思いこみが激しいものの、基本的には心優しい少女なのである。

　神姫としては不本意だったようだが、異論は許さなかった。とにかくティナという存在の特異さは徹てつ底ていして隠かくさなければならないのだ。

　──昨日、ティナと行った『実験』のことをユウキは思い出す。
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「これは『神珠』って呼ばれてる神遺物レリクイアだ」

　ユウキは鶉うずらの卵ほどの大きさの石を二つ、ティナの前に並べてみせた。

　神術師たちの力の源。神力ウイスを蓄ちく積せきする性質を持った特とく殊しゆな宝玉である。

　人間の意思に感応しやすく、神術師たちはここから引き出した神力ウイスによってのみ神術を行使することができる。要するに、携けい帯たい用の濃のう縮しゆくされた神力ウイスだ。

「さて、どっちが本物かわかるか？」

「本物、というのは、つまり神力ウイスが宿っている方を選べばいいのか？」

　そうだ、とユウキは肯うなずく。

「ならば両方本物。ただし、左側の方が神力ウイスが大きい。右側のは、ごく微び量りようだな」

「…………正解」

　ユウキは認めた。

　神力ウイスを内包するものは、どんな外見、用よう途との器物であっても神遺物レリクイアと定義される。

　その価値を決めるのは秘ひめた神力ウイスの量。竜りゆう牙が石せきのような値段も付けられない逸いつ品ぴんが分類される一等格から、光石のようなきわめてありふれたものが分類される五等格まで、市場では五つの等格に区別され、取引されている。

　神珠自体は迷宮において容易に入手でき、売り物としても多くの店で扱あつかっているが、内包している神力ウイスは高いものから低いものまで様々である。当然ながら神力ウイスの多いほうが希少であり、耐たい用よう回数の面でも有利なので、高い値が付く。

　今、ユウキが持ってきた二粒つぶの神珠は、俗ぞくに『クズ石』と呼ばれる五等格と、この店唯ゆい一いつの一等格神遺物レリクイア、極きわめて高純度の最高級品だった。

　人間は神力ウイスそのものを正確に感じ取る能力を持たない。高位の神術師でも、せいぜいが『なんとなく』という程度だろう。

　だから普ふ通つうは形、大きさや汚れ方、傷の付き方を観察して神力ウイスの大きさに見当をつけたり（神力ウイスを宿した道具は劣れつ化かしにくい。神遺物レリクイアである剣けんや鎧よろいが重宝されるのは、この性質のためである）、その能力の有用さを判断基準にしたりして、等格分けする。

　これがいわゆる『目め利きき』の技術であり、ユウキはこの能力に秀ひいでているため、同業者からも一目置かれていた。

「……しかし、チラッと見ただけで判定するのは、さすがに俺でも無理だな」

「見なくてもわかるぞ、ご主人。神力ウイスは感じ取るものだからな」

「ふん……なら、次の実験」

　銀色の柄つかをした短たん剣けんを取り出し、卓たくに置く。

「さっきの神珠よりはかなり格が落ちるな」

「結構高いんだぞ、それでも」

　三等格の神遺物レリクイア。なかなかの業わざ物ものだ。市場での値段は、おおよそ二〇〇から三〇〇ディナル──一家族を一ひと、二ふた月つき養える程度にはなるだろう。

「低級虚きよ獣じゆうの表皮程度ならサクサク切れるはずだ。──で、ティナ、それで、自分を切ってみろ」

「うむ、わかった」

　ティナは異議も唱えず、短剣を鞘さやから抜ぬく。そして躊躇ためらいなく右手で振ふりかぶり、卓の上に置いた自らの左ひだり手て甲こうに勢いよく振り下ろした。

「──どうだ、ご主人」

「…………」

　鋭するどい切っ先はティナの手の皮ひ膚ふに触ふれ──そしてそこで止まっていた。傷一つ付けられていない。

「ティナたちは不可視の加護によって護まもられている。これを突とつ破ぱして傷つけるのは、生半可な神力ウイスで可能なことではないぞ」

「……《聖盾スキユータム》ってやつだな。確かに、これある限り何なん人ぴとも神しん姫きを傷つけることあたわず、と教会で教わる。迷宮で無傷だったのもそのせいか」

「どうだ、ティナが本物の神姫だと納得したか？　ご主人」

　少し得意げな笑顔。

「まだだ。最後の確かく認にんが残ってるからな。──お前が本当に奇き跡せきが使えるのかどうか」

　疑うたぐり深いな、うちのご主人は、などとぶつぶつ言っているティナに、ユウキは続ける。

「その短剣、喰くってみろ」

　異様にも聞こえる物言いだったが、『喰う』とは？　などとティナは尋ね返さなかった。それがどんな行こう為いを指すのかさも自明であるかのように、短剣を手に取る。

「高いものだと言っていたが──構わぬのか？」

「お前の力を確めるためなら、投資する価値はあるさ」

　ならば、とティナがもう片方の手をかざすと、短剣が浮うかび上がった。そして光の粒になって、少女の体に吸い込まれる。

　──神姫は捧ささげられた神遺物レリクイアを分解し、神力ウイスとして己おのが身に取り込む。そしてそれを消費することで様々な奇跡を起こす。

　神遺物レリクイアが奇跡の力の源となっていることは誰だれでも知っているが、実際にその光景を目にしたことのある者など、まずいないだろう。

「……ほんとにできるんだな。んじゃ、何か奇跡を見せてくれ」

　人間の使う神術と神姫の奇跡には、幾いくつかの大きな違いがある。

　良く知られているところでは、まず可能なことの差。過去や未来を見通すといった人間の知覚を超こえたこと、また天候や気候の調整、時間操作などこの世界全体に影えい響きようを及およぼすようなことは、神姫にしかなし得ない。人の使う神術は、攻こう撃げき、防ぼう御ぎよ、治ち癒ゆといった小範はん囲いの現象に限られ、かつ迷宮探たん索さくに有用なよう最適化されている。

　そして、消費する神力ウイスに対して引き起こせる現象の規模、つまり効率も段違いである。人間の神術師がするのと同じ事を、神姫はその数百分の一、数千分の一の神力ウイスで成し遂とげると言われているのだ。

「むー、一口に奇跡といわれても……何を見せればいい？」

「人間にできないことなら、何でも」

「とはいえ、これっぽっちの神力ウイスでは大したことはできぬぞ？　小規模なものを一回だけというところだ。『護る』存在である神姫の特性上、他者を傷つけることはできぬ。それ以外で人にできないことというと──」

「転移はどうだ？　神姫ならできると聞いたことがある」

　人や物を別の場所に飛ばすのは、神術では不可能だとされている。そんな術があったなら、危険な迷宮探索はさぞ楽になっているだろう。迷宮の中にはごくまれに転移の仕し掛かけや罠わながあるようだが、仕組みは解明されていない。

　しかし、神姫の奇跡なら話は別だ。伝説によれば、危機に陥った探索士たちをまとめて迷宮から脱だつ出しゆつさせたこともあるという。

「ふむ、転移先に目印があれば可能だな。距きよ離りと方向をつかめれば問題ない」

「それがないと、どうなる？」

「この場から消えるが、どこにも出現できなくなる」

「ぞっとしない話だな。──目印ってのは？」

「適しているのは……そうだな、例えばあれ」

　ティナの視線は先ほどの神しん珠しゆに注がれていた。




「よし、いいぞ」

　食堂に戻もどってきたユウキは、そう言った。

　ティナによると、神遺物レリクイアの発している神力ウイスの気配は一つ一つ違うので、それを覚えれば目印にできるということだった。神力ウイスが強ければ強いほど距離や障害物があっても感知可能になるそうである。

　ユウキが神珠（ちなみに安物の方である）をティナにわからないようどこかに隠す。ティナはそこに転移し、神珠を持って帰ってくる。

　──そういう方法で実験を行うという話になった。

　ティナはユウキが出て行ったときと同じ姿勢で座っていた。ずっとここから動いていないようだ。後をつけられた気配もなかった。

「うむ、ではすぐに転移して戻ってくるそ！　待っていてくれ、ご主人！」

　張り切った言葉を残し、ティナの姿が搔かき消えた。

　ユウキが神珠を隠したのは、この店の裏手、小さな池の上に張り出した細い枝。ティナの身長では、岸から手を伸のばしても決して届かない位置である。

　もし彼女が、例えば自分の姿を不可視にするような神術等でごまかしをせず、真に奇跡の力で神珠のもとに転移したのなら──

「わ、わひゃああああああぁぁぁぁ……」

　裏から悲鳴。そして、何かが水に落ちた音。

「──こうなるんだよな。ってことは、やっぱ本物なのか、あいつ」

　ユウキは呟つぶやいた。
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「……昨日あれだけの実験をして、ティナをびしょぬれにして、そしてちゃんと神姫としての力を使えることがわかっても、扱いは変わらぬのだな、ご主人」

　足を進めながらティナは不満そうに言う。

「その……もっと驚おどろいたり、畏かしこまったり、賞賛しても構わぬのだぞ？」

「驚いたのは認める。こんなことがあるとは思ってもみなかったからな」

「そうか！　なら──」

「ただ、俺は最初からお前のことを『神姫という前提で扱う』って条件で受けた。実際に力が確認できようができまいが、それは変わらないわけだ。わかるか？」

「つまり、神姫扱あつかいしてコレということか……」

　むう、とティナは唇くちびるを尖とがらせながら、後ろについてくる。

「あー、ついでに言っておくけど、今後、俺の許可なしに神遺物レリクイアを喰ったり、奇跡の力を使うのは禁止な。間ま違ちがいなくややこしいことになるから」

「……承知した」

　どこか拗すねたような表情ながらもティナは肯うなずいた。

「ご主人の命とあらば、仕方ない。──それで、これからどこへ向かうのだ？」

「ちょっと幾つか用があるから、そのついでに街を案内する。当分、俺の店の店員ということになるんだから、ソリトゥスのあれこれを知っておかないとまずいだろ。しっかり役に立ってもらう必要もあるしな。──まず最初は教会」

　二人は大通りを街の中心に向けて歩く。

　ティナはものめずらしそうに周囲をきょろきょろと見回していた。

「このあたりは『迷めい宮きゆう通り』つってな、名前の通り街外れの迷宮入り口へと続く道だ。探索士相手の店が多く並んでる」

「ご主人の店のような、か？　しかし……目に付く店はどれもご主人の店より大きいぞ？　それに、客もよく入っているようだ」

「……うちは商品も客も厳選してるんだよ」

「む、なるほど！　だから大きな店てん舗ぽは必要ないのだな」

　ティナは無む邪じや気きな顔で感心した。疑わない奴やつ、とユウキは呟く。

　真に受けられるとかえって気き恥はずかしい。話題を変えることにする。

「あー、ここから街の中央──北の山側に進むと職人通りや居住区。小広場もいくつか。食料品や日用雑貨の店、市場もそっちだな。また今度教える」

　迷宮通りを抜けると小広場があり、その脇わきに白しろ塗ぬりの建物が見えた。

「これが五聖教会。といっても、一番の偉えらいさんである教王が居るのは、さらに北、教王区大広場前の大聖堂。まあ、ここに建ってるのは支所だな。地区に一つずつある」

「うむ、ティナたちを崇あがめる場所だな」

「礼拝や教典の朗読会とかな。他にも教会の仕事は色々ある。治安の維い持じ、税の徴ちよう収しゆうと運用、揉もめ事の裁定などなど」

　迷宮探索の現場こそ《誓せい約やく団》に譲ゆずるが、要するにこの街の行政を司つかさどる組織だ。

　ユウキにとってはこの世で一番敵に回したくない勢力だった。教会権力にかかれば一商人など鼻息だけで吹ふき飛ばされるのである。

「俺は中に用があるから、ティナはここで待ってろ。勝手にうろうろするんじゃないぞ」

　迷宮入り口を護っているメルヒオルなども教会所属の騎き士しだが、こと神姫信しん仰こうに関して言えば、教会に詰つめている聖職者たちの頭の固さは段違いだ。ティナを連れて行って万一妙みようなことを口走られたら、切り抜けられる自信が無い。

　心得た、と少女が肯くのを確認して中に入ると、年若い助祭に出で迎むかえられた。

「あなたに神姫様よりの平安があらんことを。──ご用件は？」

「いえ、用件というほどのこともないですが、このところ商売が少々上う手まくいってましてね。神姫様への感謝を込こめて、些さ少しようながら寄進などさせていただきたいと」

「それはよいお心がけです」

　助祭はにっこりと笑った。

　ユウキは一〇ディナル銀貨五枚という、ちょっと奮発した額を彼に手て渡わたした。心がちぎられるような痛みを覚えたが、どうにか笑え顔がおを保つことに成功する。

　下手をすると、次の納税のため商品を幾つか格安処分して現金を作る羽目になるかもしれないが……とりあえず今は置いておこう。

「お名前を記録しておきましょうか？」

「匿とく名めいで結構。ただ、ちょっと商人の世間話にお付き合い願いたいんですが──」

「かまいませんよ。何か？」

「最近、世の中で何か変わったことはありましたかねえ？」

「いえ、このところは特に。五年前を最後に〝大侵しん食しよく〟は起こっていませんし、作物が凶きよう作さくだという知らせも特に入っていません。疫えき病びようの気配もない。平和なものですよ。神姫様のご加護のおかげでしょうね」

「私、迷宮通りに店を構えているのですが……最近の探索情勢はどんな感じです？」

　教会は神姫と一いつ般ぱん市民の橋はし渡わたしをする役目であり、神姫直属の《誓約団》ともそれなりに近しい関係にある。まあ、必ずしも仲がいいというわけでもないが。

　つまりは、迷宮内の探たん索さく状じよう況きようや、どの《誓約団》が神遺物レリクイアを多く獲かく得とくしたか、などを把は握あくしている立場なのだ。この手の情報を欲ほしがる商人は多い。教会の方も心得たもので、少し寄付を弾はずむと、世間話の際に〝配はい慮りよ〟してくれたりする。

「……ああ、そういえば《空の誓約団》の主力パーティーの一つが、探索中に壊かい滅めつ的な打だ撃げきを受けたと聞きます。何でも深層で未知の虚きよ獣じゆうに遭そう遇ぐう、五人中四人が命を落とし、生き残ったリーダーも腕うでを喰くいちぎられたとか」

「それは……お気の毒ですね」

　昨日メルヒオルが言っていた『事故』だろう。

「特に死は、天てん帝てい神様の定められた絶対の秩ちつ序じよ。神しん姫き様でも覆くつがえすことはかないませんからね。リーダーの腕は《空支うる神姫》様の奇き跡せきにより再生されたそうですが。今後、別の主力──若き天才、シュテファン・クローゼのパーティーが状況の究明に当たるようです。高位のパーティーを壊滅に追い込む虚獣となれば、情報収集は必ひつ須すですから」

　ああ、我が校の誇ほこる俊しゆん英えいか。《誓約団》の精せい鋭えい内でも期待の若手なんだな、あいつ。

「ただ、それでも五聖陣じん営えいの中で《空》の優位は揺ゆるがないでしょう。迷宮探索と神遺物レリクイアの取得において、《空の誓約団》の実績は、現状空位の《月》はもちろん、他の三つからも頭一つ以上抜ぬけ出しています。まず大勢は変わりません」

　今、お話できることといえば、このくらいでしょうか、と彼は締しめくくった。

　ユウキは礼を言って教会を後にした。

『五柱の神姫は協調して街を護まもっている』というのが五聖教会の教えだ。しかし、その直属探たん索さく士集団である五つの《誓約団》間には、競争意識が強い。

　このことは神遺物レリクイア取引の市場にも影えい響きようを及およぼしている。

　例えば、有力な《誓約団》に対して大口の取引を持とうと商人たちが値下げ合戦を繰くり広げたり、どこそこの《誓約団》がこれこれの値段で神遺物レリクイアを買い取ったという情報が流れれば、対たい抗こうした他の《誓約団》がそれ以上の値を付けたり。

《誓約団》の動向は有用な情報なので、普ふ段だんからユウキも気に留めることにしているのだが──今回、教会から話を聞いた目的は別にあった。

「一パーティーに死者が出た以外、《誓約団》に目立った混乱なし。つまり五つの聖せい殿でん自体に異常はない、か」

　これは五柱の神姫が通常通り健在であることを示している。

　しかし、ティナが神姫に等しい能力を持っているのは確かだ。

　では、彼女はどこから来た何者なのか？

　今得た情報から判断すると、『数日前に迷宮で生まれた』というティナの証言は信しん憑ぴよう性せいを増す。つまり、新たに誕生した──知られざる六番目の神姫。

「断言できる段階じゃないけど、もしそうだとするなら──」

　ぶつぶつ呟きながら広場に戻もどり、周囲を見回す。──そこにティナの姿はなかった。

「あんのバカ……」

　ユウキはうめき声を上げ、彼女を探すために早足で歩き出した。

　昼時なので、広場はそれなりに賑にぎわっている。

　どこに行ったのだろう。あの神姫が興味を抱いだきそうなものは何だ？　食い物の匂においにつられて屋台にでも張り付いているのか、それともあるいは──

　と、そのとき、ユウキの背後から拍はく手しゆと大きな歓かん声せいが聞こえた。足を止め、振ふり返る。

　ひときわ大きな人だかりが目に付いた。あれは──子供向けの人形劇か。ちょうど正義の味方が登場して、悪漢を斬きり捨てたところのようだ。

「おお、強い！　強いぞ！　あれが主役か？」

「は、はい、《雪せつ刃じんの王》ですね」

「む、それはどんな奴なのだ？」

「何十年か前に活かつ躍やくされた《月戴いただく神姫》の剣使徒デユエリスト様で、雪のように白い刀を使われたことから、そう呼ばれてます。すっごく強くて、でも高潔で弱い者には優やさしくて、危機に陥おちいっても自分の正義を決して曲げず──」

　ティナの後ろ頭が見えた。隣となりの少女に人形劇の解説をさせているようだ。

（ってか、あれ、うちの生徒じゃねえか）

　ユウキはそちらに足を進めた。

「で、でもお姉さん、珍めずらしいですね。《雪刃の王》のお話を知らないなんて」

「うむ、なんせ数日前に生まれたところなのでな」

「……数日前？」

「そうだ。迷宮の奥で──あたっ」

　ユウキはこつんと頭に拳げん骨こつを落とした。

「あ、あれ？　ユウキ先生？」

「連れが迷めい惑わくかけて悪いな、カーヤ。──待ってろって言っただろうが。行くぞ」

「せ、せめてあと少し……」

　ティナの抗こう議ぎには耳を貸さず、ずりずりと引きずっていく。人形劇の観客の輪から連れ出したところでようやく手を離はなした。

「面おも白しろい見世物であったのに──」

「…………」

「……何を怒おこっているのだ、ご主人。神姫だとは口にしなかったではないか」

「数日前に生まれたとか妙なこと言ったら、思い切り不ふ審しんを招くだろうが！」

「む……」

「普ふ通つうの人間の生後数日は赤ん坊ぼうだ。その程度の知識はあるだろ？　あんまり間ま抜ぬけなこと口走んな！　──ったく、もっと自分が危険因子だって自覚を持て。ほら、行くぞ」

「…………」

　ティナは無言。

　ユウキは苛いら立だちを込めてため息をつき、歩き出す──と、急に袖そでを引かれた。

「──み、見捨てたくなったであろう？」

　ティナは笑っていた。しかしそれは、あまりにも無理やりな笑顔で、かえって痛々しさを強く感じさせた。

「ああ？」

「わ、わかっているのだ。神姫たるティナに助力するなど、一般の人間にとっては荷が重すぎる。に、逃にげ出したくなって、当然なのだ」

　摑つかんだ手から、震ふるえが伝わってくる。言葉とは裏腹に、ティナはひどく怯おびえていた。

「か、構わぬぞ。ティナは、慈じ悲ひ深ぶかき、神姫だ。たとえ信徒が、重荷に耐たえかねて、に、逃げだしたのだとしても、責めはせぬ」

「…………」

　今度はユウキが言葉を失った。

（──ああ、そうか）

　少し理解できた。奔ほん放ぽうに振ふる舞まっているようで、多分ずっと怖こわがっていたのだ、こいつは。

　生まれてから数日なのだとしても、心は赤子のものではない。孤こ独どくであることの辛つらさも痛みも十分理解できる状態で、たった一人、この見知らぬ世界に放ほうり出されたのだから。

『信徒』や『主人』という言葉に強いこだわりを見せていたのは、それが他者との関係を定義するものだからだ。人との──つまりはユウキとの繫つながりの中にわずかな安らぎを、恐きよう怖ふを鎮しずめる術すべを、必死になって求めていたのだろう。

　ユウキは一呼吸置き、そして口を開いた。

「──悪い、きつく言いすぎた」

　その言葉が意外だったのか、ティナは涙なみだ目めをぱちぱちと瞬しばたたかせた。

「商人は契けい約やくを重んじる。だから途と中ちゆうで見捨てたりはしない。投げ出したりもしない。まあ、契約が有効なうちは信徒ってことにしてもいい。でも、忘れんなよ。同時にお前の主人でもある。だから……俺の言うことには絶対に従え。それが信徒に応こたえるいい神姫だ。わかったか？」

「う、うん！」

　泣き出しそうだったティナの表情が、ぱあっと明るくなった。ゴシゴシと目をこすり、そして感情を抑おさえきれないといった様子で言い募つのる。

「ティナはいい神姫になるぞ！　ご主人の言うことを聞く！　どんなことでもだ！」

「よし、なら、この話はもう終わりだ」

　ユウキはティナの頭を撫なでる。少女はくすぐったそうに目を細めた。

「人形劇なら、いつでもやってる。また今度見に来ればいいさ。──じゃ、帰るぞ」

　ティナはユウキの袖を摑んだまま、おとなしくついてきた。

「……なあ、ご主人」

「何だ？」

「その……有名なのか？　今の人形劇の話は」

「……あー『《雪刃の王》と《暗黒鬼き》』だな。人気の演目だ。興味あるんならフランカにでも連れてもらって、見てくるといい。あいつ、こういうの好きだったはずだしな」

　記き憶おく喪そう失しつだと伝えてあるから、多少妙みような質問をしても怪あやしまれないだろう。

　剣使徒デユエリストや神姫、また伝説的な探索士などの物語は、よく芝しば居いや物語の題材とされる。教会が民衆の意識向上のため、援えん助じよ金を出して積極的に広めているのだ。人形劇も街のあちこちで上演されているから、その気になれば鑑かん賞しようする機会はいくらでもある。

　ボロさえ出さなければ、ティナにとっても有益だろう。

「ご主人は……一いつ緒しよに行かないのか？」

「俺？　あー、あんまり興味ないな」

「そうなのか」

　ティナは少し残念そうに微笑ほほえんだ。




　　　　＊　＊　＊




　その後数日は何事もなく過ぎた。

　ユウキとティナの関係はまずまず良好といったところだ。

　先日の一件以降、ティナは慎しん重ちようになり、そして少し素す直なおになったような気がする。




「──基本的に、キノコが生えるのは湿しつ気けのある日ひ陰かげだ」

　ユウキは山道を歩きながらティナに解説する。

「毒になるもの、薬になるもの、食えるもの、色々あるが、見分けんのは結構難しい。だから金になるって側面もあるけどな。多分、薬草や食用の木の実を覚えるほうが簡単だから、まずそっちを──どうした？」

　何とかついてきていたティナが、とうとう力ちから尽つきたように地面にへたり込んでいた。

「し……しょう、にん、と、いうのは……」

　荒あらい息の合間から、言葉を絞しぼり出す。

「や、やま……のぼ、り……も……」

「山登りもしなきゃいけないのかってか？　まあ普通はいらないな。ただ、俺のところは足使って自分で仕入れする主義なんだよ。ほれ、がんばれ」

　店では高額な神遺物レリクイアだけではなく、探索に必要な消しよう耗もう品ひんも扱あつかう。むしろ、売れ行きを考えればそちらの方が主力と言ってもいいくらいだ。

　特に需じゆ要ようがあるのは血止め薬や湿しつ布ぷの類たぐい。探索士のパーティーにはたいてい治ち癒ゆ神術の心得のある者が加わるが、神しん珠しゆを無む駄だに消費しないよう、軽い怪け我がなら薬と包帯で対応することが多い。売り物の薬草、薬品をユウキ自らの手で調達することは、経費節減、そして店の利益に繫がるのである。

　とりあえず薬草学の初歩を教えようとティナを山に連れてきたのだが……どうやら体力が限界のようだった。

「じゃ、ちょっと休きゆう憩けいー」

　ユウキが言うと、返事もせずに水すい筒とうに口を付ける。外見的に同年代の少女と比しても、虚きよ弱じやくだと言えるだろう。

「……ま、誰だれだって慣れない仕事は疲つかれる。最初のうちは知識も追いつかない。当たり前のことだ。焦あせる必要はねえよ。気長にやろうぜ」

　ようやく呼吸が整ったのか、ティナは座り込んだまま口を開いた。

「ご主人も、最初はこんなのだったのか？」

「体力はもうちょっとあったけどな。でも植物のことは全然知らなかったから、先代に叩たたき込まれた」

「先代？」

「『ボリスの店』って看板が出てるだろ？　もともとはそのボリスってじいさんが経営してたんだ。身寄りのない流れ者だった俺は山で行き倒だおれて、そして薬草採りに来てたじいさんに拾われた」

　もう五年ほど前になるだろうか。彼は年に似合わぬ頑がん健けんさを発揮し、ユウキを担かついで店に連れ帰った。

「そして雇やとわれることになり、店の仕事を教わった。すげー厳しいじいさんでさ、よくボロクソに罵ののしられたりしたけど……色々感謝してる」

　ある意味まっとうな人間としての生き方を叩き込まれたといってもいいだろう。

「その彼は、今は……」

「亡なくなった。二年くらい前かな」

　おそらく脳の血管の異常だったのだと思う。ある日突とつ然ぜん嘔おう吐として倒れ、そして数日後、目を覚まさないまま息を引き取った。苦しむこと、そして死の恐怖にさらされることがなかったのは、幸運だったといえるだろうか。

「店と売り物は俺が引き継ついだ。でも、なかなかじいさんみたいにはいかないな。背は伸のび体は大きくなったが、大商人にはまだ遠い。俺もこの世界ではまだまだ青二才だ」

「……なるほどな、人はそのようにして築いたものを受け継いでいくのか」

　ティナは神しん妙みような表情で呟つぶやいた。そして二、三度深呼吸し、勢いよく立ち上がる。

「さあて、ご主人、ティナはもう大だい丈じよう夫ぶだ。今日は頂上まで行くのだろう？　そろそろ動くとしよう」

「ああ、それはいいけど──」

「え……？」

　ティナが大きくふらついた。左手側の、沢さわへとほぼ垂直に落ち込んでいく急きゆう斜しや面めん。小さな体がそちらに傾かたむき、足が何もない空間に踏ふみ出され──体が宙に投げ出される。

　──が、それ以上落下することはなかった。

「急に立ち上がると立ち眩くらみ起こすぞ」

「あ……」

　ユウキは左手で立木を摑み、右手でティナの腰こしを抱だきかかえていた。

　落ちようかという瞬しゆん間かんに回りこんで、摑まえたのだ。足場は不安定だが、まったく危なげのない平へい衡こう感覚で二人分の体を支えている。

「呼吸と鼓こ動どうが整っても、消費した体力は簡単には回復しねえの。体が楽になったからと言って、自分を過信すんな。山歩きでも迷めい宮きゆう探たん索さくでも基本の基本だ」

「き、気をつける」

　ティナは頰ほおを微かすかに赤らめながらそう言った。

「で、でも、落ちても《聖盾スキユータム》があるから、傷一つつかぬのだぞ？　ティナは神しん姫きなのだからな！」

「上がってくる体力はないだろうが」

「そ、それはそうかもしれぬが──」

　はるか下の景色に視線を向け、ティナはぶるりと身を震わせた。

「と、とにかく、早く上げるのだご主人！　た、高すぎて、こ、怖──」

「あ、上まで行かなくても見られそうだな。ほれ、あっち」

　ユウキはティナの言葉を遮さえぎって、遠くに視線を向けた。

　地平線が見える。そしてそこ──天と地の狭はざ間まに、どす黒い霧きりのような何かが蠢うごめいていた。

「《大おお喰ぐらい》……」

「知識はあるんだよな？」

「うむ。あらゆるものを喰らいながら進み続ける、意思なき虚きよ無む。結界でこの侵しん食しよくを食い止めるのが、ティナたち神姫の役割の一つだ」

　ソリトゥスの都市部と周辺の農村部を合わせた人口は、およそ二〇万。

　東と北は山、南は平野、西の川沿いにずっと行くと海。それぞれ街を中心におおよそ徒歩三日の範はん囲い。そして、地下に広がる底の知れない大迷宮。

　──以上がこの世界のすべて。

　その外側は砂すな粒つぶ一つ残さず《大喰らい》に喰われ果てた。そう言い伝えられている。

　神姫たちが街を護まもると言われているのは、文字通りの意味だ。彼女たちの張る結界により、《大喰らい》の前進は阻はばまれている。

　探索士、とくに《誓せい約やく団》の存在意義もそこにある。捧ささげられる神遺物レリクイアがなければ神姫は神力ウイスを得られず、すなわち奇き跡せきが起こせず、結界の維い持じもできないからだ。

　加えて、この閉へい塞そくした環かん境きようでは食物供給状じよう況きようの悪化、天災、疫えき病びようの蔓まん延えんなどが即そく座ざに人の滅めつ亡ぼうへと直結する。奇跡の力でそれを防ぎ、生活環境を安定させるのも神姫の役目だ。当然ここにも神力ウイス、すなわち神遺物レリクイアが必要となる。

　奇跡によって消費された神力ウイスは、再び神遺物レリクイアの形となって迷宮に還かえるといわれている。事実かどうかは確かく認にんしようのないことだが、長年にわたる探索士たちの精力的な活動にもかかわらず、迷宮から神遺物レリクイアが尽つきる気配がないのは確かだった。

「そして神姫は、いつの日か大迷宮の果ての新世界へ、そなたたち人間を導く」

　ティナは呟くように言った。

　ゆっくりと滅ほろび行く、閉じた世界からの脱だつ出しゆつ。迷宮の最さい奥おうに到とう達たつすれば、それが可能になると伝えられている。つまりは、迷宮自体がいずこかへの入り口。ゆえに《大いなる門マグナ・ポルタ》と称しようされる。

　探索士たちの活動は、人類の存亡へと直結しているのだ。

「ティナは、皆みなを救わねばならない。そのために神姫は在る」

「……ま、神力ウイスゼロじゃ、どうにもならないだろうがな」

「むう」

　軽い身のこなしで、ユウキはティナごと崖がけ上の山道に戻もどった。

「まずはしっかり仕事を覚えるこった。店の儲もうけに貢こう献けんできたら、神遺物レリクイアを回してやるから。頑がん張ばって稼かせげよー」




「こんにち──ど、どうしたんですか？　大丈夫？」

　店の入り口から顔を覗のぞかせたフランカは、声を上げた。

　少女の体が床ゆかに横たわっていたのだ。

「……体力が切れたので、回復を待っている。大事無い」

　当のティナから応答があったので、ほっとしたような心配そうな複雑な表情でフランカは中に入ってきた。

「今朝、薬草摘つみに山に登ってたんで、ヘロヘロになってんだ。──ティナ、仕事放ほう棄きして降参するか？　休ませてやらんでもないぞ」

「ふぬーっ！」

　ユウキの声を聞くと、ティナは力を振ふり絞しぼるように床から立ち上がった。

「まだまだ！　さあご主人、指示をよこすのだ！」

「お、偉えらいな。んじゃ、倉庫から光石出して店先に補ほ充じゆうしといてくれ。それが終わったら休憩してもいい」

　ふらふらとした足取りで奥に消えていくティナを見、フランカは口を開いた。

「な、何か、頑張ってるんですね、ティナちゃん」

「いいことだろ。──探索の帰りか？」

　今のフランカは、ゆったりしたローブに背負い袋ぶくろという姿である。

　時刻はそろそろ夕方。多くの探索士が引き上げてくる頃ころ合あいだ。とくにそういう規則があるわけではないのだが、商店の開いている時間、また家族と過ごすことなどを考えると、他の職と同じく朝から日暮れまでを仕事時間とするのがもっともいいのだろう。

「ええ、今日はあんまり成果なかったですけどね」

　苦く笑しようしつつフランカ。

「アルフレート師し匠しようも、後から来るって言ってました。──あ、あの、このところ、訓練校で見ないのは、ティナちゃんと行動してるからですか？」

「ああ。仕事仕込まないといけないんで、教官助手の方は何日か休みもらってる」

　訓練生としての鍛たん錬れんは言うまでもなく欠席。まあ、これはいつも通りだが。

「あ、もしかして、また昼飯とか用意してくれてた？」

「い、いえ！」

　フランカの顔が一いつ瞬しゆんで真っ赤になった。

「その、私が、勝手にやってることなので、き、気にしないで下さい！」

「やっぱり持ってきてくれてたのか、悪いことしたな。ただ、もうしばらくは訓練校の方には行けなさそうなんだよな」

　ティナを一人で置いておくのは不安が残るし、商人見習いとしてできれば食い扶ぶ持ちくらいは稼げる程度に仕事を覚えて欲しい。

「その、困ってる子をお世話する、ユウキさんのそういうところ、立派だと思います。私も助けてもらいましたし。でも、大変そうですよね……」

　フランカは一度下を向き、そして意を決したように顔を上げた。

「あ、あ、あの、差し出がましいかもしれませんけど、わ、私にも、お手伝いというか、ティナちゃんと、ユウキさんの分の、ご飯作ったり、する程度なら──」

　その言葉が終わらないうちに、店の扉とびらが開けられた。

「や、おひさしぶりー」

　一人の男性が入ってきた。年ねん齢れいは三〇前後といったところ。右腰に長ちよう剣けん。背は高く、ややひょろりとしている。人ひと懐なつこそうな顔立ちだが、同時にどこか覇は気きが無いというか、ゆるい雰ふん囲い気きも感じさせる。

　アルフレート。第三級探索士・戦士。迷宮探索におけるフランカの師匠である。

「ああ、おっさん。らっしゃい」

「景気はどうだ？　がんばって稼いで──ん？　フランカ、どうかした？」

「……いえ、何でもないです」

　なぜか肩かたを落としてフランカはそう言った。

「今日は何か買いもの？　それともよさげな神遺物レリクイアでも拾ったか？」

「んー、拾うほうはさっぱりなんだよね、最近。とりあえず、僕は光石買い足し」

「光石なら、今、奥に取りに行ってるからちょっと待ってくれ」

「はいはい。──でも、冗じよう談だん抜ぬきで繁はん盛じようしてなさそうだねえ。ボリスのじいさんが生きてたら、どやされるんじゃないの？」

　先代のころからの常連なだけあって、その言葉には遠えん慮りよがなかった。

　アルフレートはどこの集団にも属しない、自由探索士だ。経験豊かだが、普ふ段だんはあまり深い階層には潜もぐらない。一いつ攫かく千金を狙ねらわず、生活のために探索をしていると本人は言う。

　訓練校で基き礎そ技能や知識を身に付けられるとはいえ、実戦は迷宮の中でしか積むことができない。そのため、経験の浅いうちは先せん輩ぱい格の探索士について修しゆ行ぎようするのが一いつ般ぱん的だ。『教えること』を専門にしている探たん索さく士も一定数存在する。

　アルフレートもそんな一人である。《誓約団》所属のような名声を得ているわけではないが、ボリスの信しん頼らいは篤あつかった。

　フランカは訓練校の友人たちとパーティーを組んでいるが、アルフレートとの訓練にもかなりの時間を割さく。師し匠しよう曰いわく、『才能もだけど、向上心が強いというのが一番の長所だね』とのこと。

　と、そのとき奥からティナが姿を現した。光石の木箱はさほど重くはないが、非力なせいか足元がおぼつかない。

「わ──」

「あ、危ないよ！」

　平へい衡こうを失いかけたティナを、駆かけ寄ったフランカが支えた。

　盛せい大だいに転ぶはずだったティナは、何が起こったのかわからず、きょとんとする。

「ティナ、お礼」

「あ……ありがとう、えっと、フランカ」

　どういたしまして、とフランカは微笑ほほえんだ。

「ティナちゃんっての？　ふーん、また可愛かわいいらしい子雇やとったねえ」

　その光景を眺ながめながら、アルフレートは言った。

「おっさんが言うと、なんか犯罪臭しゆうがするな」

「僕は豊満な熟女が好みだよ。そもそも奥さんいるしね」

「……結けつ婚こんしてたのか。もしかして、子供も？」

「いや、そっちには恵めぐまれず。──話は聞いてるよ。記き憶おくなくしてるから、面めん倒どうをみてあげてるんだって？」

「む？　ティナは別に記憶をなくしてなど──」

　そこでユウキの視線に気付く。

「あ、ああ、違う、なくしていた、なくしていたのだ、うむ」

「店員を一人増やすのも悪くないなと思ったから、そのついでに寝ね床どこを提供してやってるだけだ。単なる損得勘かん定じようの結果だよ」

　追つい及きゆうされる前にユウキは話を引き取った。

「ちょっと変わった奴やつだけど、まあ害はないから大目に見てよ、おっさん」

「もちろん。──探索士のアルフレートだ。よろしくね、小さな店員さん」

「うむ、よろしく頼たのむぞ、アルフレート！」

　ティナに笑いかけておいて、アルフレートはユウキに視線を戻した。

「──ってことはさ、彼女に店を任せられるようになったら、ユウキも探索士に専念できるんじゃないか？」

「……いや、俺はもともと探索士じゃなく、商人だから。ときどきは迷めい宮きゆうに潜るけど、それも商売のためだし」

「せっかく資格持ってるんだから、僕たちとパーティー組もうよ。前衛があと一人いると色々幅はばが広がるんだけどなあ。フランカも喜ぶだろうし」

　彼はこうしてときどきユウキを勧かん誘ゆうする。どこまで本気なのかは知らない。

「支し援えん士に剣振ふれってのかよ、おっさんは」

「いやー、まさかまったく振れないってこたないでしょ。若くて体力もあるんだしさ」

　にこにこと笑いながら、アルフレートはまるで観察するかのようにユウキを見ている。

　人じん畜ちく無害そうな中年なのだが──こんなときは微び妙みような苦手意識を覚える。

「……つーか、神遺物レリクイアの収しゆう穫かくがさっぱりだって言ってただろ。今日も成果なしだそうだし。俺を引っ張り込むより先に、自分たちの目先の結果を気にしたらどうなんだ？」

「あー、まー、懸けん案あんではあるんだよねえ」

　アルフレートは渋じゆう面めんを作った。

「最近、どうも《誓せい約やく団》、特に《空の誓約団》連中が殺気立っててさ、いやーな感じだからあんまり長居せずに引き揚あげてくることにしてるんだ。何かあったのかな」

「ああ、新種の虚きよ獣じゆうに襲おそわれて犠ぎ牲せい者しや出したって聞いた」

「なるほど、そりゃムキにもなるか。あそこ、名めい誉よを傷つけられるのを何よりも嫌きらうからねえ。ま、僕たちみたいな無所属組には関係ない話だけど」

　フランカとティナは、二人で光石を売り場の箱に移し変えている。

「光石はあれね。──そういえば、予備の短剣が刃はこぼれしたんだ。確か、三等格神遺物レリクイアのいいやつ置いてなかったっけ？　あの銀色の。ちょっと見せてもらいたいんだけど」

「……あ、悪い。それ、売れちまった」

　正確には消費してしまった、である。先日ティナの力を試ためすのに使ったやつだ。

「へえ、それは残念。ここ、なかなかの穴場だと思ってたんだけど、目を付けた探索士が増えたのかな？」

「そうあって欲しいもんだけどなあ……」

　客は店ではなく人に付くものだ。ボリスじいさんが亡なくなった後、この店の売り上げもガクンと落ちた。そしてユウキはそれを穴あな埋うめするほどの新規客を獲かく得とくできずにいる。店主としては、年齢も経験も不足しているのが明らかだからだろう。

　アルフレートを含ふくめた先代からの固定客に助けられているという面は多分にある。感謝すると同時に、ユウキは自分の不ふ甲が斐いなさに苛いら立だちを覚えるのだった。

「とりあえず、今ある短剣の在庫持ってくるから見てみるか？」

　気分を切きり替かえてそう言ったとき──突とつ然ぜん店の扉が開かれた。

「失礼する」

　声と共に、探索者の一団が踏ふみ込んできた。

　全部で五人。鎧よろいの紋もん章しようが目に入る。空の神しん姫きに仕える者たち──《空の誓約団》。

　先頭の奴には見覚えがあった。シュテファン・クローゼだ。

　と、ユウキは眉まゆをひそめた。彼を見た瞬しゆん間かん、フランカが顔を強こわ張ばらせたのである。

　シュテファンの方は彼女に一いち瞥べつをくれただけで、真まっ直すぐアルフレートに歩み寄った。

「お久しぶりです」

　よく通るが、感情のまったくこもらない声。

「……ああ、シュテファン」

　アルフレートは微妙に居い心地ごこちの悪そうな表情で応じる。知り合いだろうか。

「この店に入ったのが見えたもので。……少し話をさせてもらっても？」

「手短にね」

　明らかに気が乗らなさそうだったが、アルフレートはため息をついて言った。そのまま店の隅すみで何やら会話を交かわしている。

「──フランカ？　どうかしたのか？」

　ティナが立ち竦すくんでいるフランカに声を掛かける。彼女はすぐに普段の笑顔を取り戻もどした。

「ん、なんでもない。光石、それくらいでいいかな？　じゃあ、残りは倉庫に戻そうか」

　二人の少女は協力して光石を片付け始めた。

　一方、《誓約団》のパーティー、シュテファン以外の四人は退たい屈くつそうに店内の商品を眺めていたりする。買う気はなさそうだ。まあ、一流探索士様のお眼鏡に適かなうような逸いつ品ぴんは陳ちん列れつされてはいないが。

（早く出て行ってくれねえかなあ）

　ユウキは心の中で言った。そのとき──

「あーっ！」

　不意にティナが大声を上げて立ち上がった。

　そのままずかずかと《誓約団》の男たちに近づき、その中の一人に指を突つきつける。

「そなた、覚えておるぞ！　助けてやったのにティナを置いて逃にげ出すとは、薄はく情じようにもほどがあるではないか！」

　二十代半ばくらいの悪相の男。装備から判断すると、剣けん士しだろう。指差されぽかんとしていたが、すぐに不ふ機き嫌げんそうに言い返す。

「いきなりなんだ、このガキは。お前に会ったことなど──」

「いいや！　ティナは覚えている！　あの迷めい宮きゆうで──もが！」

　ユウキは素す早ばやく飛びついて、ティナの口を塞ふさいだ。暴れる少女を押さえつけながら、愛想笑いを浮うかべる。

「いやあ、すまないっすね。こいつ、ちょっと妄もう想そう癖へきがあるもんで、ときどき誰だれ彼かれかまわず突っかかったりするんですよ」

　そのままずりずりと引きずって、後退する。

「──お前んとこの店員か？　ちゃんと躾しつけておけ。クソが」

　男は腹立たしそうに舌打ちし、近くの壁かべを蹴けり飛ばした。

　どうやら収まるかとほっとしたユウキだったが──そのとき、火に油を注ぐ者が現れた。

「おー、なんだ？　ベルトルト、お前もしかして、そのガキの尻しりでも撫なでたのかー？　さすがの趣しゆ味みだね。自分のケツ見せて逃げ出すだけじゃ満足できないかー、負け犬は」

　統制の取れたパーティーという印象に似つかわしくない、下品なからかいの声が飛んだ。

　浅黒い肌はだの若い男だ。背中に大剣を担かついでいる。

　揶や揄ゆされた方──ベルトルトというらしい──はむっとした顔で腰こしの剣に手をかける。

「バカにしてんのか？　ジャハル」

「だったら、何？」

　ジャハルと呼ばれた男が思い切り唇くちびるをゆがめた。

「ちょ、おい、あんたら──」

　やめてくれ、とユウキは泣きたいような気分になる。こんなところで決けつ闘とうでもされたら、確実に店は滅め茶ちや苦く茶ちやだ。

　と、そのとき、空気を切り裂さく音がした。

　銀色の光がベルトルトとジャハルの間を通過し、壁に穴を穿うがっていた。

「二人とも、みっともない真ま似ねは慎つつしめ。《空の誓約団》全体の恥はじだ」

　温度の感じられない声で言ったのは、シュテファンだった。いつの間にかその手には青緑色の槍やりの柄えが握にぎられている。

　──さっきまで手にはもちろん、腰や背中にも槍なんて持っていなかったはずだが。

　二人に異論が無いのを確かく認にんすると、シュテファンは手を一ひと振ふり。すると、槍は宙に溶とけるように跡あと形かたも無く消えた。

　リーダーとしての所作が板についている。おそらくこのパーティーでは最年少なのだろうが、年に似合わぬ明確な統とう率そつ力が見て取れた。

　彼はアルフレートに視線を戻した。

「あなたもこんな所で燻くすぶってないで、こちら側に戻って来ればいい。探たん索さく士は努力や過程ではなく何を為なしたかで価値が決まる。未熟者の教師役などしていても、何も得るものはないでしょう。──では何かわかったら、よろしく。アルフレート」

　そしてシュテファンは身を翻ひるがえした。

「おい、待てよ、《誓約団》」

　ユウキはその背中に声を掛けた。相手が無表情のまま振ふり返るのを待って、続ける。

「店の壁に穴を開けておいて、そのままってのはないんじゃないかい？」

「……それは失礼」

　呆あきれたように鼻を鳴らし、シュテファンは言った。

「いまさら穴が開いた程度で、この家屋の価値が下がるとも思わなかったものでな」

　指で弾かれた銀貨が一枚飛んできた。ユウキはそれを受け止める。

　そして一団は店を出て行った。

「……ごめんね、騒さわがせてしまって」

　苦く笑しようしながら沈ちん黙もくを破ったのは、アルフレートだった。

「別におっさんのせいとは思わないけどさ。《誓約団》と知り合いだったのか？」

「昔ちょっとね」

　あまり聞かれたくはなさそうなので、ユウキはそれ以上の追つい及きゆうを控ひかえた。

「あああああああああああああの──無礼者どもっ！」

　代わりに大声を上げたのはティナだった。

「ご主人もご主人だ！　なんで、あんな連中から金を受け取る！」

「もらえるもんはもらっとく主義なんだよ、俺は」

　ユウキは小さく肩かたを竦めた。

　奴やつが言ったように、別にいまさら壁に一つや二つ傷がついたところでどうということもない。ただ、一方的に迷めい惑わくをかけられたまま引き下がってやる義理もない。

「まあ、《誓約団》とはできるだけ、喧けん嘩かしないほうがいいからね。仕方ないよ」

　困ったような笑え顔がおでフランカはティナをなだめた。

　そういえば──こいつ、シュテファンたちが入ってきたとき、様子がおかしかったよな、とユウキは思い出した。今はもう普ふ段だん通りに見えるが……あれは何だったのだろうか。

「そなたも悔くやしくないのか、フランカ！　未熟者呼ばわりされたのだぞ！」

「まあ、あの人たちより級位が低いのは事実だからね……」

　フランカは第四級探索士。シュテファンは第一級で、他の連中も第三級より下ということはないだろう。そしてこの街は、《誓約団》が迷宮から持ち帰る神遺物レリクイアによって支えられている。立場的には雲の上の存在なのだ。

「……で、おっさんに何の用だったんだ、あいつら」

「ああ、犠牲者が出たっていう、例の虚獣の話だ。何か知らないかってさ。手がかりに乏とぼしいもんで、高位の探索士から情報を集めてるみたい。第六〇層あたりだそうだけど」

　いずれ討とう伐ばつに向かうとしても、敵の特とく徴ちよう、攻こう撃げき方法などを知っていると知らないのでは大おお違ちがいだ。当然の対応だろう。

「僕はもう長いこと深層へは潜もぐってないし、訊きかれても困るんだけどねえ。──あ、連中の中にベルトルトってのが居たでしょ？　あれが、壊かい滅めつしたパーティーのリーダー。彼の証言によれば、件くだんの虚獣は人型で、神術に似た、でも見たことない術を使うって」

「ベルトルト……」

　呟つぶやいたのはフランカだった。アルフレートはかすかに眉を寄せ、彼女に視線を向けた。

「……あ、すみません、何でもないです。お話、続けてください」

「そう？　──で、その人型虚獣、彼を見てにやりと笑ったっていうから、それがホントだとしたら、知能も結構高いんじゃないかねえ」

　意思の疎そ通つうが可能なだけの知能を持った虚獣は、少なくとも公おおやけには確認されていない。事実だとすればかなりの大発見だ。

「近く、シュテファンのパーティーにベルトルトを加え、その謎なぞの怪かい物ぶつが現れた深層まで潜ってみるんだと。ま、僕たちとは別世界の話だね。気に留める必要もなさそうだよ」

　アルフレートはおどけるようにそう言い、笑った。




「……で、どういうことなんだ？」

　アルフレートたちが帰った後、ユウキはティナに向き直った。まだむくれているようだ。

「お前、奴らと何かあったんだな？」

「──助けてやったつもりだったのだ、ティナは」

　ティナはむすっとしながらも、話を始めた。




　　　　＊　＊　＊




　巨きよ大だいな部屋、その中央に生えた大樹のうろで、彼女は目覚めた。

　天然のゆりかごから出て、周囲を見回す。床ゆかも壁も植物で覆おおわれている。壁かべ際ぎわに石せき碑ひのようなものがぽつんと一つ。彼女以外に、動くものの姿はない。

　存在を始めたばかりの彼女は、身一つと体を覆う布以外に何も持っていなかった。

　しかし、心細さは感じなかった。自分が何者か、何をするべきかはっきりと認識していたからだ。

　まずは、一の配下にして相棒たる剣使徒デユエリストを召しよう喚かんしなければならない。他者への攻撃ができない神しん姫きには、護衛が必要なのだ。

　その後、ソリトゥスの街に上がり、そして──敵手たちを打ち倒たおす。

　彼女はゆっくりと目を閉じ、自分の中の神力ウイスを組み上げる。

　おそらく、召喚は数分と経たたずに終わる。その瞬しゆん間かんから、自分の戦いは始まるのだ。

　──と、そのときだった。

　彼女は集中を中断する。神姫への祈いのり──助けを求める切せつ迫ぱくした声が聞こえたのだ。

　迷ったのはわずかの間だった。

　召喚の完かん了りようを待っている余よ裕ゆうはない。彼女は単身でその場所に跳とんだ。自分の持てる神力ウイスをすべて使い切ってでも、彼を助けなければならない。

　自分は街と人々を護まもる神姫なのだから。




　　　　＊　＊　＊




「ティナが転移でその場所に到とう着ちやくしたとき、すでに虚きよ獣じゆう、トカゲっぽい怪物によって何人かが犠ぎ牲せいになっていた。動どう揺ようしたけど、それでもせめて最後の一人は生かして返さなければ、何としても助けてやらなければ、そう思った。──ギリギリのところで虚獣を封ふうじて、異空間へ跳ばすことには成功した。ティナはほっとした。神力ウイスはまた蓄たくわえればすむ。それより神姫として求められ、一人だけとはいえ救えたことが嬉うれしかった」

　だから彼女は笑った。あとは彼に連れられて、地上の街まで戻もどればいい。

　しかし……そうはならなかった。ティナを虚獣と誤解したベルトルトは、彼女を置いて逃にげ去ったのだ。

　神力ウイスを全すべて無くし、一人取り残された彼女は迷宮をさまよった。傷を負うことはないが、疲ひ労ろうと空腹は如何いかんともしがたい。そして──とうとう、力ちから尽つきた。

「で、それを俺が見つけたと。なるほどな」

　ベルトルトが片かた腕うでを取られたというのも、情報が混乱してティナの仕し業わざということになっているのだろう。彼女にしてみれば、ひどい濡ぬれ衣ぎぬだ。

「だから──だから、ティナは腹を立てているのだ！　恩知らずにもほどがあろう！　理解したか、ご主人！」

　はあはあと肩で息をしながら、ティナはユウキを睨にらみつけた。

「あー、うん、わかった。それは腹が立つだろうな。お前の行為は立派だ」

　そして、少し考えてから、ユウキは付け足した。

「でも、それって、不幸な行き違いだよな。向こうだって別に悪意があって間違ったわけじゃないんだし」

　まあ、あのベルトルトとかいうのもあんまり上等な人格には見えなかったが……それとこれとはまた、別の話だ。

「ティナが間違ってるというのか？　ご主人は」

「そうじゃねえよ。怒おこっても仕方ないってだけ。人の数だけ視点がある。考えも価値観も違う。だから、誤解も行き違いも生まれる。人が集つどう街ってのは、それが当たり前なの」

「むー……」

「自分が理解されないからっていちいち腹立ててたら、暮らしていけねえよ。今後関かかわる予定もない相手なんだから、忘れちまえ。それが一番だ」

　そして奴らに真実を教えてやる義理もない。新種の虚獣については、《誓せい約やく団》の精せい鋭えい様たちが適当に結論を出すだろう。ティナが一つ世の中を学んで、この話はおしまい。

　──このときのユウキは、そう思っていた。
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　底の知れない地下迷めい宮きゆう──《大いなる門マグナ・ポルタ》。

　とは言っても、第三層あたりまでは五聖教会の手が入って整備されている。

　光石を利用した照明が壁かべに備え付けられていたり、警備の騎き士しが巡じゆん回かいしていたりするのだ。虚獣も簡単に追い払はらえる程度のものが、まれに出現するくらいである。

　少し心得のある探たん索さく士なら、食後の散策気分で歩き回ることができるだろう。

「なぜ、だ。神姫と、いう、のは、本来」

　ティナは切れ切れになった息の下で、ぶつぶつと文句を言っている。体力に乏しい奴だが、道に勾こう配ばいがない分、山登りのときよりはまだ余裕があるようだ。

「迷宮の、宝を、貢みつがれる、側、なのに、だ」

「今は貢いでくれる相手がいないだろ。なら自分で取りに行くしかない」

　教会に申しん請せいし、ティナには臨時探索士資格を発行させた。

　正式資格を持つ者が保証人となり迷宮に入る際に同どう伴はんすることが条件だが、短期の探索士資格の制度があるのだ。補修作業や荷運び等、迷宮の中で臨時に人手が必要なときに、いちいち正式な手続きで探索士資格を取っていては手間も時間もかかるからである。

　三層に降りたところで、休きゆう憩けいの指示を出した。同時にティナは石壁にもたれ、ずるずると座り込んだ。

「も、もう少し、歩きやすくするべきだ……」

「このあたりはまだ歩きやすいはずだ。迷宮さまよった経験があるんだろ？　他の階層はもっとひどいんじゃないか？」

「あの無礼な男を助けた後のことか？　正直あまり覚えておらぬ。必死だったしな。徒歩で階層を幾いくつ上ったのだったか……」

「まあ、もっと体力はつけないとな。──お前、迷宮についてはどれくらい知ってる？」

　んー、と少し考え、ティナは口を開く。

「神遺物レリクイアが落ちてる」

「それだけか？」

「神遺物レリクイアには神力ウイスがこもっていて、ティナの力となる」

「自分のことばかりだな。まあ、間違っちゃいないが。──迷宮に落ちているものすべてに、神力ウイスがあるわけじゃない。また、込こめられてる神力ウイスは強弱まちまち。お前と違ってほとんどの人間には神力ウイスは感じ取れないが、一応、神遺物レリクイアの外見から宿してる神力ウイスの大きさを判別することも可能だ」

　神遺物レリクイアの鑑かん定てい所も買取所も、数多くある。

　教会や《誓約団》のはもちろん最大手だが、場合によっては民間の店の方の鑑定が正確だったり、高く買い取ったりもする。だから弱小商人でも目め利ききに一定の評価を得、固定客を獲かく得とくできれば商売が成立するのだ。

「虚獣の中には神遺物レリクイアを貯ため込む習性を持つものがおり、一いつ般ぱん的には強い奴やつほど強い神力ウイスを好む。それを分ぶん捕どるためにはその虚獣を倒さないといけない」

　安全面の理由に加え、一いつ攫かく千金を狙ねらう上でも、強い仲間とパーティーを組むのは有効な戦略となるわけだ。だから高位の探索士資格持ちは引っ張りだこになる。

「ふむ、ご主人が単独で潜るのは、第九級資格では誰だれも好んで組んではくれぬからか」

「……遠えん慮りよないね、お前。まあ事実だけど」

　低位資格しかもたず、訓練校では存在しないも同然な劣れつ等とう生。誘さそいなど、まずない。

　まあ、アルフレートのような物好きもいるにはいるが。

「俺はいいの。一いつ匹ぴき狼おおかみだから。虚獣と戦うのは避さける方針だし。──ああ、確か神姫は他者を傷つけられないんだったよな？　それは相手が虚獣であってもか？」

「うむ。強きよう烈れつな心理的制限がかかっている。防ぼう御ぎよの障しよう壁へきを張ったり、奇き跡せきの力で動きを止めたり、他の空間に跳ばしたりは可能だが──」

「それには神遺物レリクイア喰くわなきゃだめか。んー、何とかお前の能力を活用できないかと思ったんだが、やっぱ、探索向きじゃないなあ」

「だから、神姫は探索士に献けん上じようさせる立場だというに。──そういえば、基本的に強い探索士が質のよい神遺物レリクイアを手に入れるのだったな？　とすれば、昨日のあのシュテファンとかいう者は、相当に強いのか？」

「ああ、あの槍やりか」

「うむ、すごく力強い神力ウイスだった。あれなら一本で剣使徒デユエリストを召喚するだけの力を賄まかなえると思うのだが……」

「竜りゆう牙が神器だな。知ってるか？」

「知識だけなら」

　竜牙石という神遺物レリクイアがある。

　その形状、すさまじい神力ウイスを秘ひめているらしいこと、この世に一二個しか存在しないこと、『虚竜』と呼ばれる恐おそろしく強力な虚獣に守護されていること──以上が伝承によって知られるのみ。当然、入手方法は不明。

　竜牙神器というのは、この貴石を神姫の力で加工することによってのみ作られる、ほとんど伝説級に希少な神遺物レリクイアの武具だ。

　特とく徴ちようとしては異様なまでの切れ味、軽さ、頑がん丈じようさ。普ふ段だんは実体を持たず、持ち主の意思に応じて自在に姿を現すという。

　そして、そのもっとも特筆すべき性能は、《聖盾スキユータム》を切り裂さけるということだ。

　神姫や剣使徒デユエリスト、そして一部の高位の虚獣は《聖盾スキユータム》と呼ばれる不可視の防ぼう御ぎよ壁へきをまとって身を護っている。文字通り絶対の盾だ。これは相当な神力ウイスを蓄えた神遺物レリクイアでなければ突とつ破ぱできず、中でも最高の強度を誇ほこる神姫の《聖盾スキユータム》を傷つけることができるのは、ただ竜牙神器のみと伝えられている。

　剣使徒デユエリストの五人は常にこの竜牙神器を携たずさえており、余よ剰じようがあれば神姫から高位の探索士に授さずけられることもあるという。探索士にとってこれを手にすることは、能力の高さと神姫からの信しん頼らいの篤あつさを証明する、最大の栄えい誉よなのだ。

　シュテファンの槍は、おそらく《空支うる神姫》の所有物が貸たい与よされたものだろう。

　つまりそれを持つに値あたいすると神姫から認められたわけで、あのいけ好かない無表情男は正真正しよう銘めいの精鋭だということだ。

「その……やはり高いのか？　ああいうものになると」

「一等格の中でも文句なしに最上級品、値段をつけるのは不可能。そもそも所有者が売るとは思えない。うちの店のもの全部と交こう換かんでも、柄えの飾かざり房ふさ分にもならねえよ」

「むう……」

「というわけで、夢を見ず地道に稼かせぐべきだな。迷宮内にも薬草がある。高値で売れるのもな。まずはその種類と群生地を覚えてもらう。──じゃ、行くぞ」

「わ、ま、待て、ご主人」

　傍かたわらの大石に手をかけて立ち上がると、ティナはあわててユウキの後を追った。




　二人は奥へ進み、第三層から第四層へと降りる階段に到とう着ちやくする。

　と、幾組かの探索士パーティーが不ふ機き嫌げんそうな様子で戻ってくるのに出くわした。

「よお、何かあったのか？　どでかい虚きよ獣じゆうでも出た？」

　ユウキはそのうちの一つを捕つかまえて話しかけた。

　このあたりの階層では滅めつ多たにないが、大規模な迷宮内の事故、異変の情報はできるだけ共有するのが探索士間での不文律だ。

「いや、階段前でパーティー同士の戦せん闘とうだ。両方《誓約団》。しばらく通行止めだな」

「ああ、そりゃ面めん倒どうだな……」

　ユウキは立ち去る一団に礼をいい、ティナに視線を向けた。

「虚獣相手じゃなく、人間同士の争いだ。まあ、要するにケンカってこと」

「なぜ探索士同士で戦う必要があるのだ？　戦果を横取りしようとする盗ぬすつ人との類たぐいか？」

「そういうこともあるけど、多分、今回のは──」

　少し考え、ユウキは続けた。

「まあいい、行ってみるか。お前も一度くらいは見といたほうがいいだろ」

　第四層の奥へしばらく進むと、騒そう然ぜんとした気配が伝わってきた。

　先ほど聞いたとおり、二つのパーティーが一いつ触しよく即そく発はつの状態で睨にらみ合っているようだ。

　階層が浅いこともあって、野や次じ馬うまもそこそこついている。

　遠巻きに眺ながめる人ひと垣がきの隙すき間まからティナがひょいと顔を出し──そして眉まゆをひそめた。

「あれは……昨日の奴らではないのか？」

「そうみたいだな」

　当事者たちの片方は、《空の誓せい約やく団》。ユウキの店に押しかけてきたパーティーだ。

　リーダーのシュテファン、大剣のジャハル、目つきの悪いベルトルトに、神術師が二人。

「もう片方は《星の誓約団》か」

　つまり《星撒まく神しん姫き》直属の探索士たち──紋もん章しようからユウキはそう判断する。前衛が三人、後衛が二人。シュテファンたちのパーティーと同じ構成だ。

「無所属の自由探索士だとそうでもないけど、《誓約団》同士は対たい抗こう意識が強い。迷宮内には暗あん黙もくの縄なわ張ばりがあって、基本的にはお互たがい立ち入らないように、立ち入ることはあっても面倒を起こさないようにしてる。ただ、縄張りの境界付近で小こ競ぜり合いが起こるのは、決して珍めずらしくないんだよな」

「なんと、バカげた話だ……」

「その通りだと思うけど、争いはなくならないね。人の業ごうってやつかも。──このあたりは《空の誓約団》、つまりシュテファンたちの縄張りのはずなんだが、《星》のやつらが吹ふっかけてきたってところか」

　教会は協調を掲かかげるが、一方で《誓約団》同士の対立は推すい奨しようしている節もある。競い合わせて、神遺物レリクイアの回収効率を上げるためだ。

　基本的に各《誓約団》の動向を教会は把は握あくしている。つまりはベルトルトのパーティーがほぼ全ぜん滅めつし逃にげ帰ってきたことも、他陣じん営えいが少し探さぐりを入れれば知ることができるのだ。ユウキのような末まつ端たん商人にも伝わっていることを考えれば、当然ではある。

　本格的な抗こう争そうではなくとも、これを機会にからかってやろう、面目を潰つぶしてやろう、などと考える者がいることは想像に難かたくない。

　もっとも、小競り合いが珍しくないということは、たいてい小競り合いの範はん囲いを逸いつ脱だつせずに終わるということなのだ、が──

「てめえ、なんだその口の利き方は！」

《星の誓約団》の一人が怒ど鳴なり声を上げた。

「事実を言ったまでだ。その程度の腕うでで我々の邪じや魔まをされても困る、と。そこをどけ」

　冷然とした侮ぶ蔑べつを隠かくそうともせず、シュテファンが応じる。

「──ほお、んじゃ俺らの腕を試ためしてみるか？　死ぬぜ？　小こ僧ぞう」

　片側の頰ほおを吊つり上げ、相手の男は剣を抜ぬいた。

　ユウキは《星の誓約団》側にも見覚えがあることに気付いた。初等課程のチビたちを連れていたとき、迷めい宮きゆう入り口で会った大男と、そのパーティーだ。

　無責任に野次馬たちがはやし立てる中、悪い予感を覚えてかすかに顔をしかめた。

　揉もめ事の際、多くの人間は死ぬだの殺すだのと簡単に口走るが、当然小さな喧けん嘩かの度たびに殺しあっていては身がもたない。殺すのはともかく、誰だって死にたくはないのだ。

　よって、たいていはそれ以前の段階で終わる。殺し合いへの境界線をお互い探さぐり合いながら、双そう方ほう引き返せなくなる前に落としどころを見つける。それが暗黙の了りよう解かい。

　しかし──まれにではあるが、そういう考えが一いつ切さい通用しない相手がいる。

「神姫が協和するがごとく、私たちも同どう胞ほうのはずだが──あくまで敵対すると？」

　シュテファンが静かに言った。

「同胞？　知るかよ、ばーか。通りたいなら力ずくでどかせてみやがれ」

　威い嚇かくのつもりか、大男はシュテファンに向かって剣を振ふり上げた。

　しかし、振り下ろすことはできなかった。次の瞬しゆん間かん、両断されて肉にく塊かいと化したからだ。

「遅ぇよ」

　後方に控ひかえていたジャハルが大きく一歩踏ふみ込み、肩かたに担かついでいた大剣を凄すさまじい速度で振りぬいたのである。

「────っ！」

　隣となりでティナが息を吞のむ音が聞こえた。

　そう、《星の誓約団》の連中は、喧嘩を売る相手を間ま違ちがえたのだ。

「抜いたってことはぁ、当然殺される覚かく悟ごもあったんだよねー？」

　ジャハルは楽しそうに笑った。

　顔をしかめてその場を離はなれる者もいるが、大部分の見物人は興奮して声せい援えんを大きくした。探たん索さく士は『死』に慣れている。圧あつ倒とう的強者の絶技によってもたらされる、自分に関係の無いそれは、もはやただの娯ご楽らくだった。

　一瞬鼻白んだ《星》の前衛二人だったが、次々と抜ばつ剣けんした。生命の危機に敢かん然ぜんと立ち向かうのは探索士としての本能であり、選ばれし《誓約団》としての矜きよう持じだったのだろう。

　しかし結果的にはただの愚ぐ行こうだった。腕の差がありすぎたのだ。

　程ほどなく二人は絶命する。一人はジャハルに鎧よろいごと十文字に斬きられ、もう一人はベルトルトの偃えん月げつ刀とうにより両腕を落とされた後、命いのち乞ごいの最中に口のところで頭部を切断された。

　残された《星》の神術師二人が、腰こしを抜かしてへたり込む。

「おい、シュテファン、こいつらも殺すぜ。いいよな？」

　無言の小さなため息を承しよう諾だくと解かい釈しやくしたのか、ベルトルトは抜き身から血を滴したたらせながら、嗜虐的な笑みを浮うかべた。ジャハルがどちらかと言えば陽性の戦せん闘とう狂きようという印象であるのに対し、こちらはひどく陰いん湿しつなものを感じさせる。

「さあて、どっちが先だ？　おい」

　神術師たちは何とか目前の死から遠ざかろうと、石いし畳だたみの上で無様にもがいていた。術の行使が間に合う距きよ離りではなく、接近戦では勝ち目が無い。しかし、逃げようにも恐きよう怖ふで体が自由にならない。

　ベルトルトはその様子を舐なめるようにじっくりと堪たん能のうし、そして笑みを浮かべながら剣を振りかぶって──

「止やめぬかっ！　痴しれ者もの！」

「……あ？」

　その瞬間、小さな影かげが飛び出し、偃月刀の前に割って入った。

　乱入者を両断するべく即そく座ざに軌き跡せきが変化、その首筋にむかって銀光が閃ひらめく。

「──のバカッ！」

　ユウキは辛かろうじてティナの襟えり首くびを摑つかみ、引き戻もどした。同時に落ちかかる刃やいばを側面から蹴けり付け、軌き道どうを変える。ベルトルトの偃月刀は彼女の髪かみをかすめて奔はしり抜けた。

「戦意のない者を殺すことはなかろう！」

　ユウキの腕の中でじたばたと暴れながら、ティナは声を上げ続けた。

「探索士なら正々堂々と探索の成果で競きそえばよいではないか！　そなたらには誇りというものがないのかっ！」

「なんだ、このガキ。……ん、どっかで見たか、お前？」

「ガキではない！」

　ユウキの手を振り払はらって、昂こう然ぜんとティナはベルトルトを睨み付けた。

「アルベルティナはこの街を護まもり統すべる神姫だ！」

「…………」

　目を二、三度瞬しばたたかせ──そして、ベルトルトは肩を震わせ始めた。

「く、くく、くははははは……。あー、あーあー、思い出した。お前、あのガラクタ屋に居たメスガキじゃねえか。何だっけ、妄もう想そう癖へきがあるんだっけか」

「妄想では──」

　言い募つのろうとするティナを無視し、ベルトルトはユウキに歩み寄るとその胸むな倉ぐらを摑んだ。

「俺様の言葉、覚えてっか？　ガラクタ屋。ちゃんと躾しつけろって言ったよな？」

　返事をしようとした瞬間、頰を思い切り殴なぐられた。口の中に鉄の味が広がる。

「おまけに今、俺様の得え物ものを足あし蹴げにしてくれただろ？」

「あー、あれは、こいつを庇かばおうとしたら、たまたま当たっただけで……」

「当たり前だろ。狙ねらってできるかよ。意図はどうあれ、俺様のものに汚きたねえ足で触ふれたのが我が慢まんならねえんだよ」

　もう一度、拳こぶし。

「ったくよぉ。誰だれのおかげでこの街が護られてるのか、そのガキに教えとけ」

　気が済んだのか、ベルトルトはユウキを解放すると床ゆかに唾つばを吐はいて背を向けた。

「ご、ご主人──」

　ティナはユウキに泣きそうな顔を向けた後、シュテファンを睨み付けた。

「そなたがリーダーではないのか！　なぜこんな暴虐を許容する！」

　相手にしないかと思ったが、氷のような表情をした青年は短く応こたえた。

「力がすべて。──迷こ宮こはそういう世界だからだ」

　そして、興味をなくしたように歩き去る。どこか面おも白しろがるような一いち瞥べつをティナに向けてジャハルが続き、神術師の二人、最後に自分が殺した男の死体に蹴りをくれてベルトルトが下層へと姿を消した。

《星の誓約団》の神術師たちは、騒さわぎの間に逃げ去っていた。

　野次馬たちも散り、迷宮は普ふ段だんの姿を取り戻した。残された死体と血だまり以外は。

「……落ち着いたか？」

　ユウキが問うと、ティナは憤ふん然ぜんとした表情で見上げた。

「お、落ち着けるものか！　なぜ言い返さない！　あ、あ、あんな横暴な、傲ごう慢まんな──」

　怒いかりの余り言葉が出てこないようだ。

「まあ、迷宮からの神遺物レリクイアを神姫様に届けることで街が維い持じされてるからなあ。ずば抜けた成果を挙げてる《誓約団》には、誰も文句が言えない」

「ご主人は、侮ぶ辱じよくされてもなんとも思わぬのか！」

「商人は常に損得勘かん定じようで動くんだよ。下手に逆らうのは、一文の得にもならない」

「だったら！」

　ティナは小さな脚あしを踏み鳴ならした。

「せめてティナは好きにしてもいいではないか！　なぜ止めた！　どうせあのベルトルトとかいう奴やつは、この身に傷一つつけられぬのだ！」

　いかに彼が腕うで利ききの剣けん士しであっても、竜りゆう牙が神器無しでティナを負傷させることはできないだろう。偃月刀で斬りつけても、手がしびれるだけの結果に終わるはずだ。

「でも、シュテファン坊ぼっちゃんの方は竜牙神器持ってんだぜ？」

　さすがに衆しゆう人じん環かん視しの中、少女を刺さし殺すほどの考え無しだとは思わないが。

「それに剣でしっかり斬りつけられたのに無傷だったら、明らかにおかしいだろ？　人間はさ、理解を超こえたものには恐怖を覚えるんだ。お前がかつてベルトルトを助けたとき、化物扱あつかいされたように。また、そういうのを繰くり返したいか？」

「…………」

「剣を抜いた奴が殺されたのは自じ業ごう自得だけど、勝負が着いた後、さらに殺しを重ねようとしたのは、まあ確かにやりすぎだ。誰も動かないようなら、俺も何か注意をこっちに向けるとかで止めようとしたかもな。──お前はちゃんと二人の命を助けることに成功した。だったら十分じゃねえか」

「……でも」

　感情が整理しきれない様子で、ティナは言った。目に涙なみだが浮かんでいた。

「でも！　人と人とが、殺しあっていて、しかも、見ている者もそれを楽しんでいるのだ！　ティナの目の前で！　人を護るために存在している、この神しん姫きの前で！　──なあ、これが探索士の現実か？　これを、どうやって納なつ得とくすればいい？　こんなのを、当たり前のものとして受け入れなければならないのか？」

「…………」

　言葉に詰つまる。その問いにユウキは答えることができなかった。

　ややあって、ティナは小さく息を吐いた。

「……すまぬ。ご主人はティナを庇ってくれたのにな。──痛むか？」

　そっと小さな手を伸のばして、ユウキの唇くちびるの血を拭ぬぐう。

「平気だ。大したことない」

「神力ウイスがあれば、簡単に治してやれるのにな。今のティナは本当に無力だ」

　悲しそうにティナは笑った。

「……ああいう惨さん事じを引き起こしても、咎とがめられないものなのか？」

「迷宮の中ならな」

　街での殺しは当然ご法はつ度とだ。教会騎き士し団が速すみやかに捕ほ縛ばくし追つい及きゆうする。

　が、多くの場合、地下の世界に地上の法は及およばない。何が起ころうと事故に過ぎないというのが暗あん黙もくの了りよう解かいとなっている。事件があったとしても騎士団を送り込んで捜そう査さするのは難しく、また、命を落とした探たん索さく士について一人一人調べていたらきりがないためだ。

『力がすべて。──迷こ宮こはそういう世界だからだ』

　シュテファンの言葉は正しい。少なくとも、真実の一側面ではある。

「ま、俺もそういう殺さつ伐ばつとしたのには向いてないから、その周辺をうろうろして金稼かせいでるってわけだ」

　ユウキは少し自虐的に笑って見せた。

　かつては違ったのだ、が──

「……ご主人？　どうした？」

　ティナの声で、我に返る。

「あ……いや、なんでもない。先に進むか。ここで止まっていても仕方ないしな。まだ迷めい宮きゆうの上層だから、遺体はすぐに騎士団が片付けに来るだろう」

　ちなみに深層で死ねば虚きよ獣じゆうの餌えさである。

　神術でも神姫の奇き跡せきの力でも、死は覆くつがえせない。それがこの世界の理ことわり。

「その……こういう場合、人はどうやって弔とむらうのだ？」

「ん、俺も略式のしか知らないけど、まあ、やっておこうか」

　ユウキは三つの死体に向き合うと、星の形に印を切り、祈いのりを捧ささげた。

「天の主たる神よ、この勇ましき僕しもべを御み許もとに召めし給たまえ。どうか天意の書にその名を留とどめおき、安らかな眠ねむりをもたらし給え──」




　　　　＊　＊　＊




「……ああ、それは大変だったね」

　フランカは歩きながら同情を込こめて肯うなずいた。

　ティナが先日巻き込まれたという、《誓せい約やく団》同士の戦せん闘とうの話を聞いていたのだ。

「フランカも……その、ああいう危険な諍いさかいを、よくするのか？」

「まさか」

　苦く笑しようして答える。

「ユウキさんにも聞いたんでしょう？　お互たがいの対たい抗こう意識が強いのは《誓約団》の人たち。で、私たちはどこにも属さず細々とやっているだけだから。ただ、探索士同士のケンカがなくても、命を落とす可能性はあるけどね。常に危険といえば危険かな、迷宮は」

　虚獣の襲しゆう撃げき、未知の罠わな、不幸な事故──死の要因は様々だ。

　でも見返りは大きい。自分のような小こ娘むすめでも、食べていけるだけのお金を稼ぐことができるのだから。──そんなことをフランカは思う。

　二人は並んで街の大通りを歩いている。目標は街の上層、大聖堂前の大広場。

　かねてよりティナが人形劇を見たいと希望していたので、予定を合わせて見に行くことにしたのだ。今日は大広場でやっているはずだということで、のんびりと移動しているところだった。

　道は山に向けて緩ゆるやかな上りになっているが、歩くのが辛つらいというほどでもない。

「私の父さんも《誓約団》所属の探索士だったんだよ。でも、事故で探索中にね。もう三年くらい前になるかな」

「そうなのか……」

　ティナは痛ましそうな表情をみせる。言動は少し変わっているが、いい子だなと思う。

「ああ、ごめん、大だい丈じよう夫ぶ。気を遣つかわないで。思い出として語れるくらいには立ち直ってるから。そりゃそのときは、ものすごく悲しくて落ち込んだけど──ちょうどそのころ、ユウキさんに助けられたんだ、私」

「ご主人に？」

「母さんは早くに亡なくなってたし、兄弟も、その、一いつ緒しよにはいないし……たった一人になったところで、ちょっとややこしい揉もめ事に巻き込まれてね」

　まあ、秘密にするほどのことでもないから、いっか。そう思い、フランカは話を続ける。

「お父さん、借金があったの」

　フランカの父は面めん倒どう見みが良く、部下を援えん助じよしたり負ふ債さいを肩かた代がわりしたり、とにかく他者のためによく金を使った。もちろん無計画な借り方などしていなかったはずだが、突とつ然ぜんの死によってその返済は滞とどこおった。

　一方、遺のこされたフランカは借金のことなど知らず、ただひたすら悲しみにくれていた。

　そしてしばらくして押しかけてきた取立人たちに証文を見せられ、記された金額に愕がく然ぜんとすることになる。

「……利子が付いたって言われたけど、実際、公正な計算だったのかどうかはわからない。何か細工があったんだとしても、証明する手段は無かった。私はお金のことなんかよく知らないし、柄がらの悪い男の人たちは毎日やってきて怖こわいし……。で、手持ちのお金じゃ全然足りないから、家にある売れるものは全部売れって話になった」

　一応、幾いくつか父の遺した神遺物レリクイアがあった。おそらく万一のことがあってもフランカが困らないよう、備えておいてくれたのだろう。取立人はそれを売って返済に当てなければならないと主張した。形式上、フランカのものなので、鑑かん定ていには彼女も同行した。そして、店でどの品も二束三文にしかならないことを聞かされた。

「そんなはずない、と思った。父さん、優ゆう秀しゆうな探索士だったし、価値を間ま違ちがえるはずないって。でも私には神遺物レリクイアについての知識もなくて、何の反論もできなかった」

　神遺物レリクイアを売っても返済額には足りないだろう。あと売れるものといえば住んでいる家と──そしてフランカ自身。そう告げられた。

　自分が『売られる』。それが意味することを漠ばく然ぜんとではあるが理解したフランカは、足元が崩くずれ去るような感覚を覚えた。

　そのとき──




「や、いい品だなあ」

　不意に声が聞こえた。

　振ふり返ると、鑑定屋の入り口から少年が店内を覗のぞき込んでいた。フランカより二つ三つ年上に見えるが──知った顔ではない。

「それ全部、二等格以上ってところかな？　こちらさんでは、いくら値段を付けたの？　その籠こ手てなんかいいよね。戦士なら多分二〇〇〇、いや三〇〇〇ディナルは出すよ」

「な、何だお前は」

　言いながら、店主は両手で父の神遺物レリクイアを抱だきかかえた。まるで少年の視線から遮さえぎろうとでもいうように。

「あ、俺、そこの店の店員っす。ちょうど前を通りかかったら、鑑定してるのが見えたもんで。俺も目め利ききの修しゆ行ぎよう中なんで、ちょっと勉強させてもらいたいなあ……なんて」

　少年はにいっと笑った。どこか不思議な笑え顔がおだと思った。

「取り込み中だよ。出てけや、ガキ」

　大男の取立人は凄すごみを利かせながら歩み寄ると、少年の胸を小こ突づいた。すると、その体は音を立てて地面に転がった。

　──少年の、ではなく、大男の体が、だ。

「あれ、つまずいたのかな？　あんた、大丈夫？　──あ、駄だ目めだ。気絶してる」

　つまずいたようには見えなかったが、取立人は確かに意識を失っていた。

「……お前、ボリスのところの小こ僧ぞうか」

　店主は憎にく々にくしげに言った。

「だよ。あんたとも何度か会ったことあるよね。──それより、その神遺物レリクイア、いくらの値を付けたのか、早く教えてくれないかな？　俺のとあんたの目利き、どっちが正しいか組合に持ち込んで答え合わせしようよ」




「それがご主人？」

「そう、ユウキさんだった。──普ふ通つう、神遺物レリクイアの鑑定を依い頼らいするときは、何か所か回って複数の人の意見を聞くもんなんだってね」

　それをさせないために、取立人が張り付いてフランカを鑑定屋へ連れて行った。最初から金貸しと悪徳業者が組んでいたわけだ。

　借金は証文の額の六割を支し払はらう。それで今後フランカには手出しない。

　──当時存命だったボリスが、金貸しの組織とそう話をつけた。

　返済の現金は、父の神遺物レリクイアを『ボリスの店』に質入れし、貸してもらった。

　そのときにフランカは、ユウキから孤こ児じであっても探索士として身を立てるという手段があると聞いた。彼も訓練校に通っているという。迷わず入校手続きを取り、そこである程度の技術を身に付けた。そして、ユウキからアルフレートを紹しよう介かいされた。

　父の形見は少しずつ買かい戻もどし中。まだ店の方に幾つか預かってもらっている。

「で、今に至るというわけ。だからユウキさんと、もう亡くなってしまったけどボリスさんには、感謝してもしきれないんだ、私は」

「そうか……」

　神しん妙みような様子で話を聞いていたティナだったが、やがて腑ふに落ちたというように肯いた。

「それで、フランカはご主人が大好きなのだな」

「え──」

　一気に耳まで茹ゆだった。

「え、ええ？　な、ななな、なんで……」

「フランカはご主人と話をするとき、また、ご主人の話をするとき、すごく幸せそうな表情になるからだ。いい顔だぞ？　見てるとティナも幸せになれる」

「ティ、ティナちゃんは、その、ユウキさんのこと、好きじゃない、の？」

「ティナも好きだぞ？　優やさしくないけど優しいというのが最近わかってきたところだ。面おも白しろい人間だな、ご主人は」

　ああ、その表現はなかなか言い得えて妙みようだな、とフランカは思う。

　それはそうと──

（ティナちゃんの言う『好き』は、私のとは少し意味が違ちがうのかな？）

　もっと幼くて未分化な感情のような気がする。

　──なんとなくほっとするような、罪悪感を覚えるような。

　まあ、彼と一つ屋根の下というのは、無条件に羨うらやましいのだけれど。

「……住み込み店員の枠わく、余ってないかなあ」

「む？　フランカも商人になりたいのか？　あれは大変そうだぞ。ご主人は夜になると帳ちよう簿ぼを見ながら、金が、とか、税が、とかずっとブツブツ言っておる」

「共に苦労を分かち合うという幸福もあるんだよ」

　悪いな、不自由させて──と、あの人が言う。

　気にしないで、あなたさえいれば幸せなんだから──と、私は笑って答える。

　──うん、いいな。

　これは、すごくいい。短いやり取りの中に、確かな愛情が根を下ろしている。過去に何度となく行ってきた『彼と私の幸せ未来予想図』の中でも、三指に入る出で来き栄ばえだろう。しっかり記き憶おくに刻み付けておかなければ。

　フランカはうふふふふと笑った。

「──なあ、探たん索さく士というのは……楽しいものなのか？」

「……え？」

　不意に問われ、意識を現実に引き戻もどす。

「えーと、んー、趣しゆ味みでやってるわけじゃないから、特別楽しいとは言いがたいけど……どうして？」

「その、フランカは、父ちち御ごの死でほとんど選せん択たくの余地無く探索士になったようなものなのだろう？　運命を──神しん姫きを呪のろったりしないのか？　もしかしたら迷めい宮きゆうなどに潜もぐらなくて済む生き方もあったかもしれないのに」

「いやいや、自分で選んだんだよ、これでも。お金は稼かせがないといけないし、父さんの生き方を追いかけてるようで嬉うれしかったし、その、他にも色々、ね」

　フランカは笑って見せた。自分の選択を悔くやんではいないのは確かだ。

「迷宮に潜るのがもう仕事というか、生活の一部になってるからね。神姫様、迷宮も含ふくめて私たちの暮らしをお守りください──って、そんな感じ」

「……人それぞれ、様々なのだな」

　ティナは呟つぶやくように言った。

《空の誓せい約やく団》と《星の誓約団》の殺し合いを見て、色々と思うところがあったのだろうな、とフランカは考えた。自分だって、人死にを目にすれば憂ゆう鬱うつになる。あんなことは、起きないに越こしたことはないのだ。

（《誓約団》──か）

　ふと、気分に影かげが差したのを感じる。

　このところ──《誓約団》という語を聞くと、思い出されるのだ。思い出したくもない考えたくもない、あのことが。疑念と不ふ信しんと怒いかりと悲しみと、その他判然としない色々な負の感情を伴ともなって。

（だめだめ、今日はティナちゃんと人形劇を楽しまないと）

　自分にそう言い聞かせ、フランカは口を開いた。

「あ、ほら、大広場見えてきたよ」

「おお。……店のあるあたりとは、だいぶ景色が違うのだな、このあたりは」

「あ、記き憶おく喪そう失しつなんだっけね。大広場のそばにあるのが大聖堂。その向こうの、さらに山の上にあるのが、神姫様たちのいらっしゃる聖せい殿でん。五つあるでしょ？」

「ふむ、あれが……。フランカは神姫に会ったことがあるのか？」

「まさか。神姫様はもちろん、剣使徒デユエリスト様にもないよ」

　思わず笑う。

　神姫を見た経験のある人間など居ないだろう。剣使徒デユエリストは迷宮に現れるというが、目にしたことはない。多分、高位の探索士や迷宮のずっと深層にしか関係のない話なのだ。

　しかし、彼らの存在は身近に感じることができる。

　結界によって食い止められている《大おお喰ぐらい》、安定した気候、作物の十分な供給など──いずれも神姫の奇き跡せきなくしてはありえない。聖殿に神遺物レリクイアを奉ほう納のうすれば、褒ほう賞しようとしてそれに応じた奇跡を願うことも可能だと聞く。

　この街の民たみの生活は、神姫と共にあるのだ。

「おお、まだ始まってないな！」

　ティナが声を弾はずませて早足になった。

「午後の回は昼一時の鐘かねが鳴ってからだから、急がなくても大だい丈じよう夫ぶだよー」

　フランカはそう言って、後を追った。
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「あー、かったりぃー」

　大聖堂を出るなり、ジャハルが大声で言った。

「なーんだよ、あれ、書類、書類、判子、判子、手続き、手続き──なんで迷宮に潜るのに、あんなバカげた量の申しん請せいが必要なの？」

「私たちが《空の誓約団》だからだ」

　シュテファンはそう答えた。

　現在確かく認にんされている迷宮の最下層は第六二層。《空の誓約団》の持っている記録である。

　次の探索では、その付近にまで進む予定であることを、五聖教会に申告してきた。表向きの目的は下層の地図作成を進めること、そしてベルトルトが目もく撃げきした人型虚きよ獣じゆうの確認。

《誓約団》の精せい鋭えいは、街の人的資産でもある。少しでも有効に使い損失を防ぐため、大おお掛がかりな探索計画は教会にも連れん絡らくすることになっているのだ。協力を依頼しておくことにより、消息が絶えたり、その場では手当て不能な怪け我が人が出たりした際などに、速すみやかな支し援えんが受けられる。

「勝手にだーっと潜ってさ、勝手にばーっと探索すりゃいいじゃん。教会の奴やつらなんて結局は俺ら頼だのみなんだから、頭下げて協力してもらう必要なんかねーんじゃね？」

「今回は目的が目的だからな。成功の可能性が上がるなら手間は惜おしまん」

　地図の作成や虚獣の確認というのも噓うそではないが、《空の誓約団》としての最大の目的は他にある。

　──この世でもっとも貴重な神遺物レリクイアの一つ、《白雪の竜りゆう牙が石せき》を手に入れることだ。

　一人生きて帰ってきたベルトルトの証言の中に、その存在が報告されたのである。

　シュテファンは、彼をパーティーに加えてこの最高級神遺物レリクイアの取得に向かうことを団に願い出、そして許可を受けた。必要な措そ置ちとしてベルトルトは《空支うる神姫》の奇跡により傷と失った腕うでを癒いやされ、シュテファンの下につくことになった。

　なお、竜牙石のことは厳重に秘ひ匿とくされている。他の《誓約団》の横よこ槍やりを防ぐためだ。

「ってかさー、あんた、あのベルトルトの言うこと信じてんのー？　竜牙石とかさあ、ほとんど伝説の神遺物レリクイアだぜ？」

「保身に長たけた男だ。噓ならもう少し信しん憑ぴよう性せいのあるものをつくだろう」

　それに彼の報告を聞いて信用に値あたいすると判断を下したのは、遥はるか上層部である。自分は実行部隊として名乗り出たにすぎない。

「そんなもんかねー。……あー、なんかすげー時間無む駄だにした感じ」

「退たい屈くつだからついて行くと言ったのは貴様だろう。──宿舎に戻るぞ」

　この大剣使いは、つい最近まで無名の自由探索士だった。それが細身の体に似合わぬ豪ごう快かいな剣けん術じゆつで試験試合を連戦連勝。まさに強さのみでのし上がってきたのである。現在は第三級探索士・戦士に認定されている。

　一方で気き性しようにはかなり問題があり、しばしば暴力事件を起こしている。喧けん嘩かっ早ぱやいというより、人並みはずれた喧嘩好きなのだ。しっかり手た綱づなを握にぎっておく必要があった。

　昼過ぎの大広場は賑にぎわっている。大聖堂を出た目の前には、人形劇のものらしい演台が設置されていた。人の集まりを見るに、これから上演されるところなのだろう。
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　結局、フランカとティナは演台のほぼ正面に陣じん取どることができた。

　演目は『《雪せつ刃じんの王》と《暗黒鬼き》』。

「ご主人から、フランカはこういうのに詳くわしいと聞いたが……」

「ん、詳しいかどうかはわかんないけど、好きなのは確か。お芝しば居いとかも良く行くしね」

「これはどういう話なのだ？　この間は途と中ちゆうからちらっと見ただけで、よくわからなかったのだ」

　そう言ってティナは、はっと何かに気付いたように目を見開く。

「いや、物語の中身を知ってしまっては、楽しめないのではないか？　いい。やっぱり聞かないことにする」

　フランカは思わず微び笑しようを誘さそわれた。記憶喪失それ自体は笑い事ではないのだろうが、見るものすべてを新しん鮮せんに感じているようで、実に可愛かわいらしい。

「そうかもね。じゃあ、簡単に《雪刃の王》の予備知識だけ」

「うむ、頼む」

「大体一〇〇年弱くらい昔の方だって言われてる。小こ柄がらで、常に軽装。見た感じ、幼い少年みたいだったって記録には残ってるね」

　だから、芝居では若くて中性的な役者が演じることが多い。若じやつ干かん、フランカの好みからは外れるのだが。

「で、全然強そうに見えないんだけど、ものすごく強いの。目にも留まらぬ速さで、気付いたときには虚獣が細切れになってたっていうくらい。その彼の使っていたのが──」

「あ、それは知ってる。真っ白な刀」

「そう。神姫様に剣使徒デユエリストとして任じられて、すぐに《白はく雪せつの虚きよ竜りゆう》を倒たおし竜牙石を手に入れたんだね。そして、竜牙神器として《白雪大刀ニクス》と呼ばれる刀を携たずさえるようになった」

「ふむふむ」

「剣使徒デユエリスト様は年を取らないから、何十年も活かつ躍やくし続けることも珍めずらしくない。生しよう涯がいを全部演じてたら時間がいくらあっても足りないよね。中でも《雪刃の王》のお話はたくさんあって、特に有名なものだけ挙げても十は下らないんだけど、今回のは彼の後期の説話だね。好敵手との戦いを描えがいた、緊きん迫ぱく感のある物語！　多分、今知られている剣使徒デユエリスト様の中でも、一、二を争うくらい人気があるだろうし、同じ話でも様々な劇作家が手がけてたりするから、切り口の違ちがいを楽しむのもいいかも」

「なるほ──」

「ただ、実際の《雪刃の王》の最さい期ごはちょっと悲劇的だって言われてる。神姫様のお怒りを買って、失意のうちに命を落としたって。だから、このあたりのことはあんまりお芝居にはなってないかな。観みても悲しくなるだけだろうしね。そういえば、今も神姫様のお傍そばにはそれぞれの剣使徒デユエリスト様がいらっしゃるはずだよね。一度くらい見てみたいけど、多分、一生お目にかかる機会もないんだろうなあ。第一級の探たん索さく士が束になってもかなわないくらい強くて、どこから来てどこへ去るのか誰だれも知らない、正体不明の英えい雄ゆう。だからみんな魅み力りよくを感じ、物語にして後世に伝えたくなるんだ──って、どしたの？」

　ふと気付くと、ティナは複雑な表情でフランカを見ていた。

「いや……謙けん遜そんせずとも、そなたは十二分に詳しいと思うぞ」

「そ、そうかなあ。そもそも、私は──」

　フランカの言葉をさえぎるように、荘そう厳ごんな鐘の音が響ひびき渡わたった。

「あ、始まるね」

　余よ韻いんが消えぬうちに、人形師の男が出てきて前口上を述べようと口を開く。

　その瞬しゆん間かん──

　剣撃の銀光が凄すさまじい勢いで、落ちかかってきた。

　──ティナの頭部を目め掛がけて。
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　昼一時の鐘が鳴る。

　シュテファンは何の気なしに周囲を見み渡わたし──ふと気付いたときには、ジャハルの姿が消えていた。

「……どこにいった、あの男」

　ここは迷めい宮きゆうならぬ街中だ。さすがに面めん倒どうは起こさぬだろうが──と思ったシュテファンだったが、すぐに自分の考えが甘かったことを痛感する。

　複数の悲鳴に視線を向けると、今まさにジャハルが愛用の大剣を抜ぬき放はなって、人ごみの中に飛び込んだところだった。

　信じられない大きさの風切り音が響く。舞まい上がる土ぼこり。

　視界が晴れたとき、そこには大剣を振ふりぬいた姿勢のジャハルと、火の出そうな視線で彼を睨にらみつけている小柄な少女の姿があった。

「ほっほー、わずかも顔を背そむけないとは、やっぱいい度胸してんな、嬢じようちゃん。あー、ティナっていったっけかー？」

「……何のつもりだ、そなた」

「いや、単なる挨あい拶さつだよ。俺、勇ましい奴が大好きなんだわ。ベルトルトの阿あ呆ほうに食くって掛かかってたときから、ちょっと気になってたもんでさー」

　粘ねばりつくような口調に、少女が嫌けん悪おの表情を浮うかべる。

　シュテファンも思い出した。あのガラクタ屋が連れていた娘むすめだ。

「……街中で抜くな、ジャハル。帰るぞ」

　はいよ、と言って、ジャハルは素す直なおに従った。

「ま──」

「待って下さい！」

　そのとき、ティナの言葉を打ち消し、もう一人がシュテファンたちを呼び止めた。

　──よく知っている声だ。先ほどまでは意図的に意識の外に追い出していたのだが、向こうから接せつ触しよくしてきたか。

　声の主はゆっくりと歩み出て、進行方向に立ちふさがった。

「あなたの部下は、私の友人を傷つけようとして謝罪もしないんですか？」

　傷はつけてねーからいいじゃん、というジャハルを無視し、フランカは視線をシュテファンに向けている。

「被ひ害がいがない以上、謝罪の必要もないと判断した。そこをどけ」

「どきません」

　普ふ段だんの彼女らしからぬ強い口調だった。

「──この機会に、もう一つお尋たずねします。あのベルトルトという彼を、仲間としてパーティーに加えたのはあなたの意思ですか？」

「…………」

「なぜ？」

　沈ちん黙もくを肯こう定ていだと正確に解かい釈しやくし、フランカは続けた。今度は応じた。

「その必要があったからだ」

「────！」

　フランカの顔が涙なみだを堪こらえるように歪ゆがんだ。怒いかりと悲しみに彩いろどられた瞳ひとみが、シュテファンを射貫く。

「……あなたと疎そ遠えんになったことは、仕方ないと思っています。住む世界が違うんでしょうから。──これまで、私は前を向いて生きていこう、恨うらみ憎にくしみは持たないようにしようと、自分に言い聞かせてきました。でも、これは理解できません」

「…………」

「あなたは、なぜ彼を仲間として認めるんです？　どうして命を預けるパーティの一員として迎むかえられるんですか？」

　フランカはゆっくりと、しかし強い口調で続けた。

「やっぱり、あなたと彼が共きよう謀ぼうして、私の父さんを殺したからですか？　──兄さん」

「告発はなされていない。である以上、私の口から言えることはない」

「告発権を持つリーダーは父さんだったじゃないですか！　死者がどうやって告発できるんです！　兄さんは──兄さんはどうして動いてくれなかったんですか？　あなたの先生だったのに、あんなに仲良かったのに、何とも思ってないんですか？」

　それに対しての回答は、一つしかない。

「……死因がどうあれ、迷宮で命を落とすのは弱いから。それが全すべてだ」

　感情を交えない声で言い、シュテファンは絶句するフランカの横を通り過ぎた。
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「あ、きたきたー。ユウキさん、こっちでーす」

　迷宮入り口の鉄門前でフランカが元気よく手を振った。

　訓練校の雑用仕事を終え帰ろうかというとき、教官の一人からアルフレートの伝言を聞かされたのである。で、店で退屈そうに待っていたティナを伴ともない、やってきたのだ。

「二人ともすまんね、わざわざ」

　アルフレートが言った。

「仕事ってことだしな。報ほう酬しゆうもらえるんなら、文句はないよ。──で、何なんだ？　おっさんから呼びつけるなんて、珍しい」

「鑑かん定ていしてもらいたいのを、迷宮で見つけちゃってさ」

「ああ、だったら店の方に持ってきてもらったら……」

「それが、無理なんだよ。ちょっと運べなくて」

「運べない？　何だそりゃ」

「見てもらったほうが早いね。中まで付き合ってくれるかい？　手間賃払はらうから。場所は三層の──どのへんだっけ？」

「上り階段の近くです」

　フランカが地図を確かく認にんしながら言った。

「ユウキさんたちも、そこまでお願いします。あ、もちろん迷宮内では私たちがちゃんとお護まもりしますから、安心してくださいね」




「昨日はごめんね。……また日を改めて行こうか」

　フランカが歩きながらティナに話しかけている。

「そなたが気にすることはない。悪いのは全部あいつらだ」

　ティナは腹立たしげに言った。

　結局、揉もめ事が起きて人形劇は見られなかったらしい。

《空の誓せい約やく団》のジャハルとかいう男がティナに向かって剣けんを抜き、暴れたのだ。大広場は混乱に陥おちいり、人形劇の昼の部は中止となったそうである。

　怒り心頭の様子で帰ってきたティナから聞き出したところによると、責任は全面的に向こうにありそうだったが……やはり、自分もついていくべきだったかもしれない。

　フランカはシュテファンと何やら険悪な雰ふん囲い気きで言葉を交かわし、そして『具合が悪くなったから先に戻もどる』と一人で立ち去った──そう聞いている。

「もう動いて平気なのか？　フランカ」

「あ、は、はい。ご心配おかけして、すみません。もう大だい丈じよう夫ぶですよ。ほらほらー」

　フランカはその場で踊おどるようにクルクルと回って見せる。

「浅い階だからって油断しない。今回は護衛でもあるんだから」

　そしてアルフレートに注意されていた。

　少し違い和わ感を覚える。はしゃぎすぎというか、わざと明るく振ふる舞まっているような感じ。

　──気のせいだろうか？

　しばらく歩き、特に虚きよ獣じゆうに襲おそわれることもなく、一行は第三層に到とう着ちやくした。

「で、何を見ればいいんだ？」

「これこれ、この石せき碑ひ──と言っていいのかな？」

　アルフレートが指したのは、壁かべ際ぎわにある細長い大石だった。高さは大人の身長くらい。何十年、あるいは何百年ここに鎮ちん座ざしているのか、表面がびっしりと苔こけで覆おおわれている。

　形としては確かに碑のように見えるが、特に碑文らしきものが刻まれているわけではないようだ。

「私が気付いたんです」

　フランカが小さく手を上げた。

「ちょっとそれに触さわってみて下さい」

　ユウキは言われるままに手を触ふれ、そして軽く目を見張った。

　冷たい石の感かん触しよくではなく、温ぬくもりがある。加えて小さく振しん動どうしているような気配。

「……なんだ、これ」

「妙みようだよねえ。これが何なのか、伝承とか伝説とかないかな？　君なら何か知ってるかもと思ったんだけど」

「んー、今、思い当たるのは、ちょっと……。もう少し調べてみていいか？」

　お願いするよ、と言って、アルフレートは脇わきへどいた。

「なんか、わくわくしますよね、こういうの。未知の発見って感じ」

「まあ、新発見なら褒ほう賞しよう金くらいは出るかもな」

　迷宮内で何かの仕し掛かけや設備などを新たに発見したときは、教会から幾いくばくかの金の出ることがある。共有すべき情報は共有したほうが、探たん索さくが進むためだ。

　もっとも、報告するのは、まずこれがどんな代しろ物ものなのか調べてからの話だが。

　ユウキはティナを呼び、石碑の前に片かた膝ひざを突つく。

　アルフレートたちには、何が起こるかわからないからと言って、少し離はなれてもらった。

「……神力ウイスが感知できるか？」

　ユウキは小さな声でティナに囁ささやいた。うむ、と肯うなずきが返ってきた。

「かなり強いな。しかし──」

　ティナは首をかしげた。

「この間来たときは、こんなもの感じなかったぞ？」

「この間？」

「ご主人と迷宮に来たではないか。あの忌いま々いましい《誓約団》どもと揉めた日だ」

　ああ、とユウキは肯く。数日前に薬草を採りに来たときのことだ。シュテファンたちの揉め事にティナが割って入り、結果、ユウキがベルトルトに殴なぐられる羽目になった。

「まったく、あやつらの非道と暴ぼう虐ぎやくは思い出すだけでも腹が──」

「いや、今はそれより、この石碑の話」

「む。そうだった。──記き憶おくにないか？　ここでティナたちは休きゆう憩けいを取っただろう」

　そういえばそうだったか。ティナがばてたので、一度休ませたのだ。

「で、ティナが腰こしを下ろしていたのは、確かこの辺」

　細い指で石碑の隣となりを指す。

「こんな近くに神力ウイスを備えたものがあったなら、絶対に気付いていたはずだ」

「お前がうっかり見過ごしたって可能性は？」

「ご主人は耳の横一メテルで打ち鳴らされた鐘かねの音を、聞き逃のがしたりするか？　今もわんわんと神力ウイスを感じるのだ。こんなの無視しようと思っても、できるものか」

「となると……つい最近、俺らが立ち去った後で稼か動どうし始めたってことかな？」

　浅い階層の階段付近。探索士が頻ひん繁ぱんに通る場所である。もしずっとこんな妙な状態だったなら、ティナのように神力ウイスを感じられなくとも誰だれかが気付いていただろう。

「そもそも何だろうな、これ。神力ウイスが宿っているなら、何らかの機能があるとみて間ま違ちがいなさそうだが……心当たりは？　ティナ」

「んむ……見覚えがあるようなないような……」

　難しい顔で神しん姫きは考え込む。

「神力ウイスは一定の流れを作っているようだな。地中の深いところからこう、湧わき出してこの石に到とう達たつしているような感じが……」

「到達──？」

　その言葉にふとひらめくものがあった。

「ティナ」

「な、何だ、ご主人」

「よーく思い出してくれ。お前、この前ここに来たとき、この石に触れたか？」

「え、えーと……」

　ティナは呟つぶやきながら石碑の側面に回って、しゃがんだ。

「そう、ティナはここに座って、そしてご主人が出発すると言うから、こう、慌あわてて立ちあがって──あ」

　その左手が無意識のうちに石碑に触れていた。

「なるほどな。起動させたのは、多分お前だ。思い出せないか？　お前の生まれた部屋か、その近くにこれと似たようなものがあるんじゃないかと思うんだが」

「あ──ああ、そうだ！」

　ティナはぽんと手を打った。

「ティナの生まれた部屋、その壁かべ際ぎわだ。そうか、だから見覚えがあったのか」

「おそらく転移装置だな。対ついになっていて、お前が生まれたあと街の近くまで直通で上がってこられるよう設置されてるんだ。──もう少し奥まで神力ウイスを探さぐれるか？」

「うむ、任せるがよい！」

　張り切った様子で肯くと、ティナは石碑に手を添そえた。

「大きな流れが下から上へ。ここに到達すると散ってゆっくりと下へ。下の方には特に基点がなく、ぼやけた印象だ。──ああ、情報が読み取れた。これは転移装置の出口だな。起動条件は、適格者が触れること。転移させる人数や範はん囲いの指定も可能なようだ」

「両方起動させれば、下から第三層へ転移することができるんだろう。神力ウイスの流れを考えれば、ここが一方通行の終点かね。まあ、今は何の役にも立たなさそうだが」

「ティナが行って、下のこれも起動させないといけないということか？」

「多分な。お前の生まれたところにあったのが本体で、そっちを起動すれば分体のこっちも自動的に起動するって感じか。で、街近くまで一気に移動できる、と」

「……もしかしてティナは、ひどく遠回りをしたのか？」

「おそらくな」

　生まれてすぐ剣使徒デユエリストを召しよう喚かんし、転移装置経由で街に上がる。これが本来取るべき経路だったのだろう。ティナの場合、ベルトルトたちを救ったりユウキに拾われたり、色々と回り道をしている。まあ、彼女が悪いわけでもないが。

「迷宮をさまよったのは、文字通りのくたびれもうけか……いやまあ、よかろう。神姫は過去を振ふり返らぬのだ」

「神姫というより、お前個人の性格だよな、それ」

「褒ほめるがよい」

　何でだよ、と言い返しかけ──ふと、ユウキは石碑の一部に目を留めた。

「……何だ、これ？」

　側面の低い位置に、傷がついている。短刀か何かで彫ほったもののようだ。まだ新しい。よく見ると──《空支うる神姫》を表す紋もん章しよう、か？

「どうだ、何かわかったかあ？」

　少し遠くから、アルフレートが声をかけてきた。

「ああ、終わった。近づいても大丈夫」

　二人がやってくると、ユウキは転移装置の一部であること、ここのもの単体では無意味なことを説明した。

「もっともっと深いところにあるのと、対になってるわけか。そりゃ僕らにはどうにもならんなあ」

「ちょっと残念ですね」

　フランカが苦く笑しようした。

「とはいえ、教会の調査対象にはなるだろうし、謝礼も出ると思うけどな。──ところで、おっさん。これ、おっさんたちの仕し業わざじゃないよな？」

　石碑に刻まれた傷を見せる。アルフレートは眉まゆをひそめた。

「こんな無作法な真ま似ね、しないし、させないよ」

　調査の済んでいない『未知なるもの』には、極力手を触れないのが通例である。価値を損そこなう可能性があり、そうでなくとも、うかつに触ると何が起こるかわからないからだ。

「この石碑の異常に気付いたときは、確かにこんなのなかったけどねえ。上に戻る探索士捕つかまえてユウキへの伝言を頼たのんで、軽く調べた後、僕たちも地上に出て君たちを出で迎むかえて……あ、まさか──」

　アルフレートが何かに気づいたように顔をしかめたとき、複数の足音、次いで冷ややかな声が聞こえた。

「そこをどいてもらおう。ここは我々の管かん轄かつ下に入る」

　シュテファンが無表情でこちらを見ていた。ベルトルトたちパーティーの一行に加え、さらに幾人かの探索士を従えている。

「…………」

　フランカの顔から表情が消えた。

「僕たちが先に見つけたんだけどね」

　アルフレートが控ひかえめに抗こう議ぎする。

「迷宮のものは、先に見つけた者に権利があるんじゃなかったかな？」

「いやあ、残念だが、先に見つけたのはこっちなんだよなあ、アルフレートさんよ」

　答えたのはベルトルトだった。胸の悪くなるようなにやにや笑いを浮うかべている。

　ユウキは舌打ちした。何があったのか理解できたのだ。

「──ああ、やっぱりネズミか」

　アルフレートは呟いて、シュテファンたちの背後に控える貧ひん弱じやくな装備の探索士たちに視線を向けた。彼らはたじろいだように一歩下がる。

『ネズミ』というのは、他人のおこぼれにあずかったり、成果を横から掠かすめ取るようなまねを専門とする低位探索士を指す隠いん語ごである。金で雇やとわれ、他の探索士の動向を探ったり、妨ぼう害がい工作をしたりもする。

　彼らはアルフレートたちのパーティーを発見、その様子から石碑の異常に気付き、そして二人がこの場を離れた後に目印を刻み、雇い主にご注進に及およんだというわけだ。

「残念だったなあ。その刻まれた紋章が何よりの証しよう拠こだ。おとなしく引き上げな」

　ベルトルトは得意満面だった。

「あ、あまりに横暴ではないか！」

　憤ふん然ぜんと怒ど鳴なってティナが前に出た。止める間もなく言い募つのろうとする。

「そなたらは、いったい何の権利あって──」

「やあ、やっぱりいいねえ、嬢じようちゃんの怒いかりに燃えた顔」

　ジャハルが歪ゆがんだ笑いを浮かべる。

　う、と言葉を吞のみこんで、ティナは後ずさった。この手の男は苦手であるらしい。

　ユウキは彼女を後ろにかばって、ため息をついた。

「そう、脅おどかさないでくれるかなあ。俺たち、依い頼らいされて調べに来ただけのしがないガラクタ屋なんだからさ」

「ああ、聞こえてた。転移装置だそうだなあ。手間が省けたぜえ」

　ベルトルトが嘲ちよう笑しようする。別にこいつのために調べたわけではないのだが、結果的にそうなってしまったようだ。

「だから、お前らなんぞにこれ以上いじらせるわけにいかねえんだよ。とっととその口閉じて帰れや」

「でもなあ、これじゃ俺、タダ働きだろ？　せめて──」

　その瞬しゆん間かん、ユウキの左耳から血が弾はじけた。

「ご主人！」

「ユウキさん！」

　二人の悲鳴が重なった。ベルトルトが得え物ものの偃えん月げつ刀とうを抜ぬき打ったのだ。

「口閉じろって言ったよな？　覚えの悪い犬にはお仕置きだぜ？」

　言葉は通じないか。ユウキはため息をついて諦あきらめた。

「お、弱いと見た犬には強く出られるんだなー、負け犬」

「んだと？　手前から死ぬか？　ジャハル」

「やめろ」

　静かな声でシュテファンは二人を黙だまらせ、そしてアルフレートに視線を移した。

「いずれにしても、この種の装置が新たに発見されれば、まず一帯を封ふう鎖さして安全確保し、その後緻ち密みつな調査を行わなければならない。それはあなたたちのような自由探たん索さく士には不可能。力ある我々《誓せい約やく団》の仕事だ。──お引き取りを」

　腹立たしいが、事実ではある。

　発見者だとはいえ、アルフレートたちだけではその後の処理を滞とどこおりなくこなすことができない。教会か《誓約団》に報告して、調査を引き継つぐ必要がある。

　要は第一発見者としての名めい誉よや褒ほう賞しよう金にあくまでこだわるか、という問題になるが──

「……ま、横取りの可能性を考えなかったのは、僕の落ち度だな」

　ふう、と息を吐はいてアルフレートは肩かたをすくめた。

「今回は引き下がるとしよう。争っても仕方ない」

「感謝します」

　感情を交えない声でシュテファンは言う。

　判断としてはやむをえないところだろう。《空の誓約団》と泥どろ沼ぬまの争いをしたところで得るものは少ない。不満そうなティナを抱かかえ、ユウキも踵きびすを返して歩き出そうとする。と、そのとき──

「力、ですか」

　声がした。

「あなた、その言葉大好きですよね。力がそんなに大切ですか、シュテファンさん」

　フランカだった。

　ユウキは思わず息を吞んだ。一行の中でもっとも争いごとを嫌きらうはずの彼女が、今は強きよう烈れつな敵意を相手に向けている。

　シュテファンも眉をひそめた。この男が表情を動かすのは、極きわめて珍めずらしい。

「──ここでは力がすべて。以前にも言った通りだ」

「では、あなたを叩たたき潰つぶせば、その馬ば鹿かげた認にん識しきを改めて下さるわけですか？」

「私が倒たおれたのなら、それは単に私が弱かったからだ。力を求めることが否定されるわけではない。──しかし、いずれにせよ、お前には無理だ」

「無理だなんて、そんなの、やってみないと……」

「ひとつ、教えておいてやる」

　シュテファンはフランカの言葉を強ごう引いんに遮さえぎった。

「明朝、私のパーティーは第六〇層、そしてその先を見み据すえた探索行に出発する。お前が挑いどむことすらできない領域に、私はいるのだ。身の程ほどを知れ」

「…………」

　フランカはきつい目でシュテファンを睨にらんでいるが、反論の言葉はないようだった。

「探索士でいる限り、お前は常に私の下だ。比ひ較かくされるのが不満なら、さっさと廃はい業ぎようすることだな」




「……どうも、居い心地ごこち悪いな」

「まあ、そう言うなよ。ほら、食った食った」

　酒場の一角である。目の前には大皿の料理が並んでいる。

「──おお、この串くし焼やきはおいしいぞ、ご主人！　家で食べるものより、ずっとだ！」

　遠えん慮りよとは無む縁えんのティナは、既すでにガツガツと貪むさぼるように食べていた。さっきまでシュテファンたちに腹を立ててぶつぶつ言っていたのだが、調子の良いことだ。

　どうでもいいが行ぎよう儀ぎ悪い神しん姫きだな、とユウキは思う。礼れい儀ぎ作法も教えるべきだろうか。

「払はらいは心配しなくていいよ。全部、僕の奢おごりだ」

「奢られた後に何が待ってるのかが怖こわいんだよ。差し引きで得になるのか、損になるのか、それが心配だ。商人としてはな」

「今日は無む駄だ足あし踏ふませてしまったしね。まあ、そのお詫わび的なものだよ」

「ありがたいけど、単にそれだけならフランカ外したりしないよな」

　ユウキたちが徒労感を覚えながら店に戻もどったところにアルフレートが一人で訪おとずれ、夕食に誘さそったのだ。単純な残念会というわけでもないだろう。

　アルフレートは少し考え、そして唐とう突とつに問いかけた。

「ユウキさ、君、『復ふく讐しゆう』についてどう思う？」

　ユウキは眉をひそめてアルフレートの表情を窺うかがった。普ふ段だん通りのすっとぼけた顔からは、何も読み取ることができない。

「いきなり何だよ、おっさん。殺したい奴やつでもいるのか？」

「んー、仮に僕が身内を殺されて復讐を考えてたとしたら、君は止める？」

「止めない。周りに被ひ害がい出さない範はん囲いで勝手にして勝手に捕まれ、と思う。そして、客が一人減ると売上げがその分下がるな、と考える」

　らしい返答だねえ、とアルフレートは苦笑する。

「でも、ちょっと真ま面じ目めな話なんだよ、これ。──んじゃ、正せい攻こう法ほうで訊きく。ユウキの価値観が知りたい。身近に復讐を考えている人間が居たとしたら、どう思う？」

「……殺意や憎ぞう悪おがあるってんなら、それはそいつ自身のものだし、それを消せるのも抑よく制せいできるのも結局は本人だけだ。少なくとも俺は止やめろとは言えない」

　うーん、と唸うなってアルフレートは頭を搔かいた。そして続ける。

「ところでね、フランカって、可愛かわいいと思わないか？　性格もいいし料理も上う手まい。ああいう子に好かれる男ってのは、さぞかし幸せだろうねえ」

「あんたが話をどこに持って行きたいのか、さっぱりわからないんだが」

「心が本人だけのものだとしても、影えい響きよう力のある人間が関かかわれば、何かしらの変化はもたらせるんじゃないかってこと」

「……復讐を考えてる奴ってのはフランカのことか？」

「そこまで思い詰つめてるかどうかは、まだわからないけどね」

　そう言って一口果実水を飲む。酒はやらないと以前に聞いたことがある。

「あの子の親父おやじさん、迷めい宮きゆうで事故死ってことになってるだろう？　実は殺されたって話があるんだよ」

　迷宮内で起こったことに対して、街の治安維い持じをあずかる五聖教会は介かい入にゆうしない。命を落とした探索士の中には、事故や虚きよ獣じゆうの仕し業わざを装よそおって殺害された者もいるだろう。

「犯人は？」

「不明。少なくとも明確な証拠はない。ただ当時、同じパーティーにシュテファンとベルトルトが居た」

　ユウキは無表情な槍やり使いと、悪相の偃月刀使いの顔を思い浮かべる。まあ、虫も殺さぬ善人には見えない。

「特にベルトルトってのは当時から評判悪くてねえ。剣けんの腕うでは悪くないんだが、むしろ神遺物レリクイアの横取り、他パーティーの妨害など、手段を選ばないことでのし上がってきた奴だ。今日の『ネズミ』も、多分彼の手の者だろうね。街にも迷宮にも広く根を張ってるから。もっとも、僕たちに監かん視しされるような価値があるとは思えないし、石せき碑ひのことに気付かれたのは偶ぐう然ぜんだろうけど」

「ずいぶん詳くわしいな」

「ん、隠かくしてるわけでもないから白状するけど、僕も元《空の誓約団》だから」

　苦笑を作ろうとして失敗したような顔で、アルフレートは言った。

「色々ついていけなくて、辞やめちゃった口。在ざい籍せきしていたときは、フランカの親父さんにも世話になった。師し匠しよう役を引き受けてるのは、そういう縁えんもあってのことなんだ」

「フランカには、事故だって伝えられてたんだよな？　その、殺された可能性や容疑者を、どっかから知ったってことなのか？」

「多分ね。知った方法や、それがつい最近なのか、もっと前なのかはわからない。ただ、このところ、少しずつ様子がおかしくなってたから。今日もシュテファンにつっかかるような言動を見せたり。──ここしばらく親交なかったはずなんだけどなあ、あの二人」

「──ってことは昔は付き合いがあったのか？」

「兄妹きようだいなのだろう？」

　鶏にわとりの焼き串ぐしを頰ほお張ばりながら、ティナが口を挟はさんだ。

「フランカ、昨日確か、あの男を兄と呼んでいたぞ？　ひどく険悪な様子だったが」

「そう、シュテファンはフランカの父親違ちがいの兄だ。確か二つほど上。あの子たちの母親がクローゼ家先代の妾めかけで、その後フランカの親父さんと結けつ婚こんした。ずいぶん前に病気で亡なくなったけどね」

「へえ……」

「シュテファンはクローゼ家で育てられてたけど、母親が存命だったころはときどき会いに行ってたから、フランカとも顔を合わせてる。その頃ころは普ふ通つうに仲が良かったはずだよ」

「なのに、あの反発具合？」

「だから、ちょっとおかしいんだよね。前に君の店でシュテファンに会ったときはそこまででもなかった。訓練校でも顔を合わせることはあるはずだけど、特に何か揉もめたという話は聞かない。今は角つの突つき合わせるほど近い関係じゃないんだ。──ずっと不安定な感じだったとはいえ、今日に限って、なんであんな攻こう撃げき的な態度に出たのか？」

　確かに。あれはもはや詰きつ問もんを超こえて、断罪にすら見えた。

「んー……」

　ユウキは思考を巡めぐらせる。

「シュテファンが父親殺しに関わってる確証を、最近つかんだとか？」

「まあ、確かに彼は怪あやしいんだよね。『事故死』のときそばに居たし、《碧ア水ム長ニ槍ス》の前の持ち主はフランカの親父さんだった」

　あの槍──シュテファンの竜りゆう牙が神器のことだ。

「あれ、《空の誓約団》の共有財産みたいなもんで、代々の持ち主は探索士の中から選んで神姫様が指名することになってるんだ」

「持ち主が死ねば、次の候補に順番が回るわけか。で、奴は有力候補だった、と」

「そう。つまり動機的にも疑われる立場にある。やっぱり確かな証しよう拠こはないんだけどさ。──ただ、フランカがあそこまで感情をむき出しにするということは、シュテファンに対して単に『怪しい』にとどまらない何かを確信したのかもね。普段は不安覚えるくらい、闘とう争そう心に乏とぼしい子だから」

　やはりごく最近、何かを知った、か。しかし、何年も前の事件の情報がそう簡単に手に入るものだろうか？　調べる方法があるか？

　そう考えて──思い浮うかぶ。ある、かもしれない。

「……まあ、とりあえずそれはおいといて、だ。俺は何を期待されてるんだ？　『親が死んだのとか犯人が誰だれだとか、もう気にするな』とでもあいつに言えばいいのか？」

「鎖くさりになれないかな？」

「鎖？」

「君の得意な損得勘かん定じようだよ。復讐だとか殺したり殺されたりだとか、そういう殺さつ伐ばつとした世界に突とつ入にゆうしちゃうとまず戻ってこられない。だから『失うと損だ』というものが、繫つなぎとめる何かが、こちら側にあればいい。──まあ、あれだ。君は微び妙みように距きよ離りを取ってるけれど、もう少し仲良くなれないかな？　あの子、惚ほれてるよ。気付いてるでしょ？」

「…………」

　踏ふみ込んできた。見み透すかされているのは、以前から感じていたのだが。

　適当にごまかすことも考えたが、ここはそうするべきではない、と思い直した。

「まあ……断る、というしかないかな」

「どうして？」

「客の一人としては大切にするし、もちろんフランカは嫌きらいじゃない。でも、そこまで立ち入る理由がない。つまり、俺にとっての『得』がない」

「──ご主人っ！」

　アルフレートが何か言うより先に、ティナが反応した。

「その言い草は、ひどいというか……あまりに冷たいのではないか？」

「何と言うかね、人の心や生き方ってさ、お前が考えてるより重いんだよ、ティナ。フランカが父親を殺された恨うらみに燃えてるとして……俺はそれを帳消しにするだけの何かを責任もって提供できるのかと問われれば、自信がない。そうするだけの理由もない」

「で、でも──」

「いや、いいよ、ティナちゃん。これは僕の言い分の方が無理筋なんだ」

　苦く笑しようを浮かべてアルフレートは言った。

「誰かに誰かの心を受け止めてやれなんて、本来、他人が強要すべきことじゃない。まあ、それを承知の上でのお願いだったんだけどね。──僕も彼女と話してみたけど、『何でもないですよ』の一点張りだった。だから、君に頼たのんでるわけだ。あの子、もう妙みような覚かく悟ご決めちゃってる気がするんだよ」

「…………」

「で、妥だ協きよう案なんだけど──せめて説得くらいは、協力してくれないかな？」

　段階を踏んだ、上手い交こう渉しようだと思った。ティナも厳しい目で睨にらんでいる。

　ユウキは小さくため息をついた。
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　夜明け前の迷宮通りを、一人歩く。

　シュテファンたちは朝に出発すると言っていた。この時間なら先に迷宮に入れるだろう。

　フランカは──兄に直じか談判し、同行を願い出るつもりだった。

　自分の力を証明し、自分を認めさせるために、だ。

　シュテファンにしてもベルトルトにしても、力の信しん奉ぽう者であり一流の探たん索さく士でもある。今の自分では歯し牙がにもかけられないだろう。

『お前が挑いどむことすらできない領域に、私はいる』と、兄は言った。

　ならば挑んでやる。そして彼らと同じところに立って、対等に語り合うのだ。

　──と、フランカの行く手に数人の人ひと影かげが立ちふさがった。

　反射的に身構える。が、そのとき、影の一つが聞き覚えのある声を発した。

「ほら、来た。僕の言ったとおりだったでしょ？」

　アルフレートだった。その傍かたわらには──ユウキとティナの姿もある。

「あの、みんな、どうして……」

「師匠にはお見通しだってことらしいよ」

　ユウキが肩かたをすくめて言った。

「なあ、フランカ、そなた、無茶なことを考えているのではあるまいな」

　ティナは不ふ機き嫌げんそうな、それでいて心配そうな表情をしている。

「え、あ、あの、その……」

　予想外の展開にどう反応していいかわからず、フランカは視線をさまよわせる。

「……ごめんなさい」

「で、どうするつもりだったんだ？　シュテファンたちに同行を願い出るか、あるいは、後をつけていくつもりじゃないかってのが、おっさんの予想だったけど」

「えっと、両方です。頼んでダメなら、つけていこうかと──」

「責任上、止めさせてもらうよ。今の君にはまだ、彼らについていけるような力は無い」

　ため息混じりにアルフレートは言う。

「親父さんの件、話し合って決着をつけたいんだね？　なら、今後いくらでも機会は持てるだろうし、対等でないとダメだというならもっと強くなればいい。フランカにはその素質があるよ」

「ありがとうございます、師匠。──でもね、もう耐たえられないんです」

　フランカは少し苦い笑えみを浮かべた。

「父さん、私にとっては大切な人でした。強くて、優やさしくて、たくさんの思い出をくれました。迷宮探索で家にいないことも多かったけど、帰ってきたときは大きな手でしっかり抱だきしめてくれて。すごく幸せでした。だから──」

　自分の顔が歪ゆがんだのがわかる。

「それを奪うばわれたことは許せないし、思い出を穢けがされるのも耐えられない。知ってしまった以上、私は、どうしても今すぐ──」

「やっぱり、神しん姫きに頼たよったんだな」

　ぼそりとユウキが言った。フランカは弾はじかれたように顔を上げ、彼を見た。

「昨日は妙に攻撃的に……というか、確信を持って責め立てるような態度になってたからな。基本的にはお前、何か問題が起こったとしても直情的に動かず、あれこれ自分の中で悩なやむ性格だろ？」

　──当たっている。

「それが、ああも奴やつに嚙かみ付くに至ったってのは、そうするだけの結論を手に入れたってことだ。それも、ごく最近」

「…………」

「神姫に神遺物レリクイアを捧ささげるのは基本的に《誓せい約やく団》の仕事だが、別に他の者がそうすることを禁じられてるわけじゃない。誰でも聖せい殿でんに神遺物レリクイアを納めれば、報ほう酬しゆうがもらえる。銀貨か、もしくは納めた神遺物レリクイアに応じた奇き跡せきを、な。──犯人教えろ、と願ったな？」

「……正確には、『父さんが死んだときの様子を見せてください』ですね。一昨日おととい、人形劇を見み損そこねて、ティナちゃんと別れた後です」

　フランカの父は、シュテファンにとって槍やりの師に当たる。

　疎そ遠えんになっていたとはいえ、兄は、その死に関して自分と誠実に向き合ってくれると、真しん摯しに言葉を交かわしてくれると、一いち縷るの期待を持っていたのだ。

　あのとき──シュテファンがベルトルトを仲間として肯こう定ていし、父の死を弱さゆえと断じたとき、その想おもいを裏切られた。

　そしてフランカは《空支うる神姫》の聖殿に父の遺品を一つ捧げ、奇跡を願った。

　冷静さを欠いていたのは確かだろう。が、それで一度見てしまったことが、取り消せるわけもない。知ってしまった以上、決着をつけずにいるわけにはいかない。

「何を見た？」

「……見たくなかった光景ですよ。意外なものではなかったですけど」

「今からお前が何をしても、それが変わるわけじゃない。危険を冒す見返りは何もない」

「──私の気が済みます。ユウキさんは、父さんを殺された人間の気持ちって、わかりますか？」

「…………」

「すみません、通して下さい」

　ユウキは諦あきらめたように息を吐はいて道を空けた。

　ここで別れたら、もう縁えんが切れるのかもしれないな──そんな予感がした。

　この人は、これ以上踏み込んでこない。何となく、そのことがわかる。

　ほっとすると同時に、たまらない寂さびしさも覚えたが──そのままフランカは足を進めた。
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「義理は果たしたかな。ま、結果は予想通り」

　ユウキは呟つぶやく。そもそも、行こう為いの無む謀ぼうさも自己満足であることもしっかりと自覚して、なお進もうとする人間を止めるすべなどないのだ。

　アルフレートは、手間かけさせて悪かったね、と言い残して、フランカを追っていった。もう少し説得を試みつつ、付き合ってみるとのこと。

「さて、ティナ、帰──」

「こんの馬ば鹿か者ものおおぉぉぉぉぉぉっ！」

　声と同時にすねを蹴けられた。

「痛ぇよ」

「何か考えでもあるのかと見ていれば──何が予想通り、だ！　ご主人には人の心がないのか！　この冷血人間！」

「しょうがないだろ。説得はした。でもフランカは止まらなかった。なら、それ以上俺にできることはないさ」

「……もういい。見損なったぞ」

　ティナはきつい目でユウキを睨み付け、そしてくるりと背を向けて歩き出した。

　──迷めい宮きゆうの方へ。

「どこへ行くつもりだ？」

「フランカを追いかけて止める。止まらないなら、深層へ進むために協力する」

「神姫であることを、ばらすつもりか？」

「必要があればな。神しん珠しゆを借りて奇跡の一つも起こせば納なつ得とくさせられよう。最悪、神力ウイスが尽つきても盾たてにはなれる。虚きよ獣じゆう程度にティナは傷つけられぬからな」

「契けい約やく違い反はんだぞ。神姫であることは口外しない約束だっただろう」

「契約？」

　足を止め、ティナは振ふり返った。

「知ったことか！　──いいか、ご主人、ティナは神姫であり、神姫であり続けるためにここにいる。その存在意義は街と人々を護まもることだ。目の前の一人くらい助けられないで、どうして神姫などと名乗れる！　自分を否定するくらいなら、寝ね床どこや食事など投げ捨ててしまった方が遥はるかにマシだ！」

　一気に言い切って、はあはあと息を荒あららげる。

「困るな、それは」

「……迷めい惑わくはかけぬ」

　いくらか落ち着いた声でティナは続けた。

「これまでのことには感謝しよう。だからもう──」

「そうじゃない。商売には投資という概がい念ねんがあってだな、使った金はそれ以上にして取り戻もどすもんなんだよ。俺はまだお前から何も取り戻してない。神姫様ってのは、借金を踏ふみ倒たおすような真ま似ねをするもんなのか？」

「で、では、どうしろと……ティナは金など持っていないし……」

「だから今、契約解消されると俺が困るんだ。よって、譲じよう歩ほせざるを得ない。いいか？　あくまで仕方なくだ」

「え？　──え？」

　ティナは何度かぱちぱちと目を瞬しばたたかせ、首を傾かしげた。

「つまり……手伝ってくれるということか？」

「利益を上げるための妥だ協きようだ。ま、フランカを助ける方策も思いついちまったしな」

「なんだ、やはり考えがあったのではないか！」

　神姫の顔がぱっと明るくなった。

「さすがはご主人だ！　冷血などと言ってすまなかった！」

　そうだな、とユウキは思う。冷血なのではない。

　単に臆おく病びようなのだ。何かを口実として利用しなければ、他人に踏み込めないくらいに。

「それでそれで？　方策とは何だ？　早く教えるのだ」

　身を乗り出すティナに苦く笑しようし、ユウキは口を開く。

「フランカはシュテファンに自分の力を認めさせたい。だけど、奴は第一級、フランカは第四級。手を貸すにしてもアルフレートのおっさんは第三級で、俺に至っては第九級でしかない。あのパーティーと同じくらい深く潜もぐって成果を挙げるのは難しいだろうな。──だから弱者の特権として、姑こ息そくな小細工をする」

「小細工とは……どうするのだ？」

「お前の力を使って、フランカに手て柄がらを立てさせるんだよ、神姫様」

　ティナはきょとんとした顔で、ユウキを見た。
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　シュテファンは全員の準備が整っているのを確かく認にんし、一つ肯うなずいた。

「では、出発だ」

　パーティーは迷宮の中へと降りていく。前衛がシュテファン、ベルトルト、ジャハルの三人、そして後衛に神術師二人の計五人だ。

　今回の探たん索さくの目的はいくつかある。

　現在の到とう達たつ記録である第六二層から、さらに下層に進む地図を埋うめていくこと。

　ベルトルトが遭そう遇ぐうしたという人型の虚獣を確認、可能なら討とう伐ばつすること。

　そして、最大の目標──《白雪の竜りゆう牙が石せき》を見つけ、持ち帰ること。

　加えて、出発直前にさらに一つ追加された。

　昨日発見された石せき碑ひ、その対ついとなるものを探すこと、だ。

　あの石碑を《空の誓せい約やく団》の方でも調べた結果、やはり転移装置である可能性が高いということだった。この種のものは大たい抵てい複数が一組となり、その装置間を転移するという形になっている。

　過去に発見された転移装置は、すべてが同階層内の隠かくし部屋、隠し通路等、近きん距きよ離りへ移動するものだ。しかし、今回の石碑の片割れらしきものは、第三層はもちろん、迷宮上層部においても確認されていない。

　もしこれが別階層への転移を可能とするものなら、画期的な発見である。探索士が上層から下層へ、あるいは下層から上層へ一いつ瞬しゆんで移動できれば、探索効率が大きく高まることになるからだ。優先順位を高くして調査するべき事案だった。

　と、そのとき、シュテファンは合図を送ってパーティーの足を止めさせた。

　第一層から第二層に降りる階段の手前、一行の行く手をふさぐように見覚えのある人ひと影かげが立っていたのだ。

「や、おはよう、シュテファン」

「……なんの真似です、アルフレート。妨ぼう害がいですか？」

　どうも待ち受けていたようだ。迷宮入り口は複数あるが、第一層と第二層を繫つなぐ階段は一つしかなく、すべてのパーティーはここを通ることになる。

「まさか。《誓約団》の探索を邪じや魔まするほど無む謀ぼうじゃないよ、僕は。──この子がちょっと話あるみたいだから、聞くだけ聞いてあげてくれないかな？」

「ざけんな！　さっさとそこをどいて──」

　シュテファンは軽く右手を上げて、ベルトルトを黙だまらせた。

　少女が前に進み出る。フランカだ。

「私を──同行させて下さい」

「理由は？」

「私が……あなたに言葉を届かせるだけの力を持っていると、証明するためです」

「論外だ」

　シュテファンは冷ややかに切り捨てた。フランカが息を吞のむ。

「《誓約団》の役目は、神姫様をお支えし、また迷宮を踏とう破はしてこの閉じた世界から新たな世界への道を拓ひらくこと。私たちの力は、そのためのもの。たかが自由探索士風ふ情ぜいが、私的な目的のために何かを証明できるなどと思い上がるな」

「──っ！　だ、だったら、私は勝手に深層までついて──」

「はいはい、ちょっと失礼」

　不意にのんびりとした声が割り込んだ。

「──お、ちょうど交こう渉しよう決けつ裂れつってところかな」

　隣となりに立っていたベルトルトを押しのけるように、二つの人影が姿を現す。

　迷宮通りのガラクタ屋と、その助手の少女だった。

「ユ、ユウキさん？　ティナちゃんも……」

「何の用だ？」

　シュテファンが問うと、ユウキはへらへらした笑えみを浮うかべた。

「いやー昨日、ものの見事に手柄を横取りされただろ？　さすがにちょっと悔くやしかったから、今日はこれから頑がん張ばってみようと思ってさ。具体的には──あの転移装置のもう片方を、フランカが見つける。お前らより先に」

　シュテファンは、眉まゆを寄せた。何を言い出すのだ、こいつは。

「《誓約団》でも調べたんだろ？　おそらく、あれは深層と第三層を結ぶ転移装置だ。もし発見し起動させることができたら、革命的だよな。それこそ、表ひよう彰しようものだ」

「…………」

「さて、シュテファン坊ぼつちゃん、お前はさっき言ったよな？　《誓約団》の力は神姫を支え迷宮を踏破するためのもんだって。なら、お前たちがそんな重要な案件でフランカに後おくれを取ったとしたら──お前の力は、フランカの下ということになる」

「不可能だ。フランカには深層に到達するだけの力はなく、第九級に過ぎない貴様が加わったところで何の足しにもならないだろう」

「おや、俺の級位をご存じで？」

「……高等課程において、飛びぬけた劣れつ等とう生として有名だからな」

「なら、逃にげたりはしないよな。この勝負、受けるか？」

「勝負も何もない。私は探索士の探索を制限する権限を持たないし、成果を否定する権利もない。仮に私たちを上回ったという事実があるなら、ただ、それを認めるだけだ」

「それで十分だよ。引き留めて悪かったな」

　そう言うと、ユウキは脇わきへ下がる。

「悪かったな、じゃねえよ、おい、ガラクタ屋ぁ」

　ベルトルトが不ふ機き嫌げんそうに進み出、その肩かたを摑つかんだ。

「てめえ、なに場ば違ちがいにもしゃしゃり出て、俺様たちの邪魔をしてんだよ。こないだからやたら目に付くんだよなあ。気に障さわってしょうがねえ」

「ベルトルト、構うな」

　シュテファンは制止して、足を進める。

「けどよお──」

「命令だ」

「…………」

　舌打ちをし、ベルトルトはユウキを放した。

　一行はそのまま下に続く階段へと足を進めた。視界の端はしに何か言いたげなフランカの姿が映ったが、シュテファンは意図的にそれを意識から追い払はらった。

　今回の探索行には、自分のすべてを懸かけている。いらぬことを考えている余よ裕ゆうはない。

「……よお、シュテファン」

　階段の途と中ちゆう、ベルトルトがそばに来て囁ささやいた。

「俺様はよ、お前には感謝してるんだ、一応な。自分のパーティーに加えるよう計らってくれたおかげで、腕うでが治ったし、汚お名めい返上の機会も持てたんだからなあ。実際、俺様の前のパーティーの役立たずどもより、お前らの戦力は格段に上だ。だがな──」

　声が一段低くなる。

「命令とか何様のつもりだよ。あんまり不ふ愉ゆ快かいにさせんじゃねえぞ。俺様とは仲良くしといたほうがいいのは、身に染しみてるだろ？　ああ？」

「……覚えておこう」

　シュテファンはそう答えた。




　　　　＊　＊　＊




　シュテファンたちの姿が見えなくなると、ユウキはふう、と息を吐はいた。

「言げん質ち取れたな。じゃあ、俺たちも行くか」

「い、行くって……ユウキさん、そもそも、どうして……」

「どういう風の吹ふき回しだい？」

「諸事情あってね」

　二人に簡潔すぎる答えを返し、歩き出す。

「まあ、成算が立ったんだよ。だから一口乗らせてもらおうかと。道々説明するさ」

「でも……あの、危ないですよ、ユウキさんもティナちゃんも」

「たった一人であやつらをつけていこうとしてたそなたが、何を言っておる」

「まったくだな」

　う、とフランカは返答に窮きゆうした。

「で、成算というのは？」

　アルフレートが尋たずねた。

「俺は、あの転移装置のもう片方がある場所を知ってる」

　二人は揃そろって目を見張った。

「あの……本当に？　いえ、疑うわけじゃないんですけど……」

「ボリスじいさんの残した書付の中に、そういう記述があったんだ。あのじいさんがいい加減な情報を大切に取っておくわけないから、かなり期待できる。ただ──辿たどりつくまでにちょっと複雑な手順を踏ふむ必要があるんだよ。まあ、それは俺たちがやるけど、道中の護衛はお願いしたいところだな」

「で、でも……」

　フランカは助けを求めるようにアルフレートを見る。

「どうだ、おっさん。やるだけやってみる価値はあると思うんだが」

「ふむ……。いいんじゃないか？」

「師し匠しよう!?」

　フランカは驚おどろいたように声を上げた。

　問題の要点は、フランカが気持ちの整理をつけられるかどうかだ。

　実際にシュテファンの鼻を明かすことができるかどうかは置いておいて、とにかく彼女がやれるところまで頑張る必要がある。

　その過程でユウキやティナという『護まもるべき対象』を伴ともなうことは、フランカを冷静にさせる効果が期待できるはず。勝手な暴走を、ある程度抑おさえられる。

　──アルフレートはそう考えたのだろう。的確な判断だとユウキも思う。

「決まりだな。まあ、ティナも居るし、急ぐ必要はない。手がかりの近くまで来たら教えるから、のんびり行こうか」




　話は少し前に遡さかのぼる。

　ユウキとティナは、夜明け前の迷めい宮きゆう通りをいったん店まで引き返した。

「で、手て柄がらを立てさせるとは、どうするのだ、ご主人」

　ティナは目をキラキラさせながら尋ねた。

「どうすればいいと思う？」

「む？　むー……そうだな、《誓約団》はティナを虚きよ獣じゆうと勘かん違ちがいして探しているのだろう？　だったら、彼らの目の前で、ローブをまとって顔を隠したティナがフランカにわざと倒たおされるとか……」

「不自然すぎるだろ。傷一つ負わない体のくせに、どうやって倒されるんだ」

「それは……その、死んだふり？」

「死体を検あらためられたらどうする？　そもそも、戦せん闘とう能力ってのは、ごまかすのが難しい。神術にしろ剣けんにしろ、訓練でも見りゃ相手のおおよその腕うで前まえはわかるもんなんだ。大したことない攻こう撃げきで強力なはずの虚獣が倒れたら、絶対怪あやしまれる」

「なら──迷宮に深く潜もぐるとかは？　奴やつらを抜ぬき去るくらいに。もちろん、ティナたちが手を貸すのだ」

「成功したとして、それをどう証明する？　一流の探たん索さく士ならともかく、第三級と第四級と第九級とちっこい子供が記録更こう新しんしましたって言って、説得力があるか？」

「むう……」

　黙りこむティナ。

　店に着くと、ユウキは倉庫に向かった。神遺物レリクイアを幾いくつか取り出し、選別する。

「……では、どうすればいいのだ？」

　くっついてきた神しん姫きは、途と方ほうに暮れたように言った。

「──の前に訊きくけど、なんでそんなにあいつに肩かた入いれする？」

　ユウキは作業の手を止めずに問い返す。

「言ったであろう。ティナが神姫だからだ。街人、特に探索士が報むくわれて欲しいと願うのは、当たり前の──いや」

　言葉を切って、そしてまた続ける。

「少し違うかも……。多分、見知った人間が顔を曇くもらせたり、肩を落としたり、そういうことが嫌いやなのだ。傷つくのを見たくないのだ。フランカは──ティナの友人だ」

「なら、あいつのために頑張れるな？」

　ティナはこくんと肯うなずく。

「じゃ、方策を教えてやる。転移装置を見つければいいんだ」

「あの第三層のとかか？　でも、あれはもう──」

「奴らに押さえられてるな。ただ、転移の石せき碑ひはおそらく二つで一組であることがわかっている。二つそろえば起動させて活用する可能性が拓ひらけるから、片割れを見つけることは大きな手柄になる。おそらく《空の誓せい約やく団》でも探しているはずだ。──お前は、その残りの一つがどこにあるのか、探すまでもなく知っている」

「あ……」

「それをフランカたちに見つけさせればいい。場所はボリスじいさんが手がかりを残していたとか、適当にでっち上げればすむ。それでシュテファンは無視できなくなるだろ」

「そうか！　すごい！　すごいぞ、ご主人！　──あ、でも……」

　少女の整った顔が曇る。そう、問題は山積みなのだ。

「ティナは自分が生まれた部屋が第何階層なのか知らぬ……」

「ま、探索時みたいに一つ一つ数えながら下りていかないと、調べようがないからな。でも、探さぐる方法はある。──お前は目覚めた後、探索士の助けを求める声を聞いた。そしてその切実な祈いのりの位置を目標に定め、神姫の奇き跡せきの力で跳とんだ。そうだな？」

「うむ」

「で、以前に言っていたが、転移するには転移先までの方角、距きよ離りがわからないといけない。つまり『祈りの声』という目印があったから、そこまでの方角と距離が判断できた」

「その通りだ」

「それは、どのくらいだったか覚えてるか？」

「えーと、こう……」

　ティナはほぼ真上の角度で天てん井じようを指差した。

「上に、六〇から七〇メテルというところだろうか」

「迷宮も上層の方は正確に測量されてるんだ。それによると、迷宮の床ゆか面めんから次の階層の床面までの平均は、約一五メテル。これをあてはめると、お前の生まれたところから、ベルトルトたちがやられたところまで、およそ四から五階層離はなれていると推測できる」

　おお、とティナは声を上げ、目を見張った。

「で、アルフレートのおっさんが言ってたように、奴らが『人型の新種虚獣』──お前を目もく撃げきしたのは、第六〇層付近。つまり、お前の生まれた部屋は、おそらく第六四か六五階層あたりだろう。ま、その間に特別でかかったり小さかったりする階層が挟はさまってないってのが前提だけどな」

「す、すごいなあ、ご主人は」

「ただの算術の問題だ。あと、感心すんのはまだ早い。難問が残ってる」

「あ、そうか。そうだな。えっと、場所だけわかっても──」

「そう、行く方法がない。それを考えないといけない」

　精せい鋭えいの探索士パーティーが壊かい滅めつするような階層の、さらにその下にティナの誕生した部屋はあるわけだ。普ふ通つうに進んでいてはまず辿り着けないだろう。

「あー、一応聞くけど、神力ウイスが十分あれば直接そこへ転移することは可能か？」

「……いや、目印がないから無理だ」

　転移には転移先までの方角と距離が必要。以前にベルトルトを救ったときは彼の祈りを、この店で転移の奇跡を披ひ露ろうしたときは枝の上に置いた神しん珠しゆの神力ウイスを目印にした。

「祈りは明確に神姫へ向けられていたから、ティナに届いた。神珠はあらかじめ観察し、その神力ウイス固有の気配を覚えていたから、離れていてもそれを感知することができた」

　つまり、誰だれかがその深層の『誕生の間』に行き強くティナを求めるか、『誕生の間』にティナのよく見知った神遺物レリクイアが置かれない限り、転移はできないというわけだ。

「あの部屋の転移装置が起動していたのなら、神力ウイスを感知できる可能性はあったかもしれぬが……ティナはそれをせぬまま、街に上がってきてしまった。目印にはならぬな」

「だろうな。──なら、仕方ないか」

「あ、諦あきらめるのか？　ご主人！」

「諦めねえよ。あんまり使いたくなかった手を使うってこと。──ほら、これ」

　ユウキは倉庫の荷物の中から小箱を一つ取って、掲かかげてみせた。

「それは──先日の神珠だな？　ティナの力を試ためすのに使った」

「そ、二つあったうちの高級品の方な。この店唯ゆい一いつの一等格。──実はこれ、フランカの親父おやじさんの遺品なんだけど」

　借金を返済するときに質しち入れされたもので、店頭には出さず、ずっとしまってある。値が張るため、まだフランカが買い戻もどせていないのだ。

　箱から出す。わずかに縦長の球形。大きさは親指の半分ほど。

「これ、目印になるか？」

「この神力ウイスなら十分だ。相当の距離があっても感知できるはず」

「では、これを『誕生の間』まで運んでもらうことにする。それで、そこへの転移が可能になるだろ」

「それはそうだが──運んでもらうとは、誰に？」

　ユウキは、にいっと笑ってみせた。

「シュテファンたちに、だよ」




　先刻、第一階層の下り階段前でシュテファンとフランカが会話していたとき、ユウキはベルトルトの腰こしの小物袋ぶくろにこの神株を滑すべり込ませた。別に誰でもよかったのだが、たまたま彼が目の前にいたのである。

　これで彼らの動きをティナが追つい跡せきできるようになった。

　途と中ちゆうで気付かれても問題はない。見覚えがないとしても、迷宮内で未使用の神珠を投げ捨てるようなバカはいないからだ。上物であればなおさらである。切り札として温存するか、あるいは売り払はらうために懐ふところに入れるか……いずれにしても持ち歩かれることになる。

　あとは彼らが地上から一〇〇〇メテル程度──六四、五階層付近に到とう達たつするのを待つ。

　真ん中に大樹の生えた奇き妙みような部屋を発見すれば、彼らは何のための施し設せつなのか確かく認にんしようとするだろう。移動しているのが狭せまい通路か一定の空間のある部屋なのかは、神珠の動き方から判断できる。

　そして──ティナの力でそこへ跳ぶ。

　第三層の転移装置はティナが触さわるまで石と変わりなく、起動もしなかった。

　ということは、下のものも同じだろう。シュテファンたちには、それが大きな石碑ではなく転移装置だと確認する手段がないのだ。

　そこへ現れたティナが装置を起動させ、第三層へ帰き還かんすればこの作戦は完かん了りよう。

　ティナが石碑に触ふれたとき読み取った情報によれば、転移の効果範はん囲い、人数は調節できるそうだから、シュテファンたちを置いてユウキたちだけ戻って来られるだろう。

　現在、第三層の石碑には《空の誓約団》の探索士たちが警備についているはずだ。彼らと、そして深層に取り残されたシュテファンたちが、転移の証人となるわけである。

　とはいえ──不安要素がないではない。

　まず、シュテファンたちが目的の部屋に辿たどり着かなければ、どうにもならない。準備は万ばん端たんのようだったから、これは祈るしかないだろう。

　そしてティナの能力の限界。店にあるめぼしい品をかなり大量に喰くわせたが、さほどの神力ウイスにはならなかったのだ。遠距離の転移にはかなりの神力ウイスを使うそうで、念のため二回、つまり往復分の転移を想定すると、四人全員を運ぶのは無理とのこと。

　こちらはユウキとティナの二人のみが転移することにして、解決した。可能ならフランカに転移装置を発見させてやりたいが、探索成果はパーティー単位で記録されるので、まあ、問題ないだろう。

　ユウキたちが行方ゆくえ不明になれば、アルフレートは素す早ばやく地上に引き返し救きゆう援えんを呼ぶという判断を下すはずだ。それを第三層で出で迎むかえ、『迷めい宮きゆう内の仕し掛かけで六十何階層だかに飛ばされて、そこで転移装置の片割れを見つけ、ここに帰還した』と説明すればいい。

　計画は、フランカたちには明かさないまま進行させている。すべて説明しようとすると、ティナの能力、正体に触れざるをえないからだ。それは避さけたかった。




「下がってください！」

　フランカは鋭するどく言う。同時に虚きよ獣じゆう──牙きばの生えたウサギの姿が燃え上がった。

　アルフレートが最前線で剣を振ふるい足止め、その隙すきにフランカが神術で止とどめというのが基本の戦術だ。連れん携けいには遅ち滞たいがなく、呼吸がぴったり合っている。

　誰かと力を合わせて戦った経験がほとんどないユウキは、素直に感心した。

　今のところ、ユウキとティナは戦闘に参加せず、護られているだけだ。強しいて言えば背後の警けい戒かいが役目ということになるだろうか。

　現在、迷宮第一五層。

　一〇層を越こえたあたりから探索士の姿は少なくなり、反比例するように虚獣の危険度は増してくるのだが──このあたりならまだまだ余よ裕ゆうだろう。

　あっさりと数すう匹ひきの虚獣を撃げき退たいし、一行は迷宮行を再開した。

「……いいか、お前はくれぐれも前線に出るなよ？」

　ユウキは隣となりに小さく囁ささやきかけた。

「今は神力ウイスも溜たまっているから、まったくの役立たずではないぞ？　神しん姫きの制約上、攻こう撃げきは無理だが、敵の動きを止めるくらいはできる」

　ティナは不本意そうに言った。少し息は上がっているが、まだ余裕はありそうだ。三人が彼女のペースに合わせて歩いているため、どうにかついてこられている。

「やる気があるのは結構だけど、傷を負わないのがばれたら面めん倒どうなんだよ。それに──いいのか？　こんなところで神力ウイス浪ろう費ひすると、剣使徒デユエリストの召しよう喚かんが遠ざかるぞ？」

「言ったであろう。目の前の一人を助けられないで何が神姫か、と。フランカもアルフレートも、いい奴やつだし、ティナは彼らが好きなのだ。力を回復し、剣使徒デユエリストの召喚に成功したあかつきには、直属探たん索さく士にしてもいいくらいだぞ。──ああ、望むならご主人も」

「何だそのオマケっぽい扱あつかいは。……ってか、形ある謝礼なら受け取るけど、俺のことはほっといて欲しいね」

　とりあえずはこの計画を成功させて、五聖教会から褒ほう賞しよう金をせしめないといけない。ティナに喰わせた神遺物レリクイアの分だけでも、大きな支出なのだ。

　しばらく行くと、アルフレートがこちらを振り向いた。

「まだ先かな？　ずーっと進んじゃっても大だい丈じよう夫ぶかい？」

「ん、とりあえず第二五層くらいまでは。でも──」

　ユウキは横目でティナの様子をうかがった。そろそろ休んだほうがいいだろう。

　そもそも、目的地に着けるかどうかはシュテファンたち次し第だいなので、こちらが焦あせって進む必要もない。

「そうだね、じゃ、休きゆう憩けい」

　指示と同時に、ティナは座り込んだ。苦く笑しようするアルフレートから、干した果実などをもらっている。酸味と甘味は疲ひ労ろう回復に効果があるのだ。

「──大丈夫かな、ティナちゃん」

　フランカがユウキの隣にやってきた。アルフレートは当然だが、彼女もまだまだ疲つかれた様子は見せない。

「自分の意思でついてきてるんだ。気にすることない」

「そう、でしょうか」

　フランカは、一つため息をつく。

「私、わがままなのかな。自分の都合で皆みんなをひっぱり回して……」

「わがままだろうな」

　あっさりとユウキは肯こう定ていした。

「自分勝手に自分のやりたいことを通そうとするのが、わがままじゃなくて何なんだよ。後こう悔かいしたり迷ったりするくらいなら、最初から動かなきゃいいんだ」

「そう……ですよね」

「ただな、皆、自分がそうしたいと思ってるから、お前についてきてるんだ。それは忘れんなよ。もちろん、俺もだ」

　驚おどろいたように、フランカは顔を上げた。やがて囁くような声が聞こえてくる。

「……ありがとうございます」

　ユウキは小さく息をついた。どうも柄がらでもないことをやっている気がする。ティナの気質に引きずられているのかもしれない。

　──ま、お節せつ介かいついでだ。溜まったものを吐はき出させるには、いい頃ころ合あいだろう。

「結局、親父さんを殺したのは誰だったんだ？　シュテファンだったのか？」

　ユウキの問いにフランカは軽く目を見張り──そして、ゆっくりと語り始めた。

「……探索士になってしばらくして、同業の人たちと接点ができるようになったころ、ある噂うわさが耳に入ってきたんです。『《空の誓せい約やく団》に、竜りゆう牙が神器の持ち主を殺したと自じ慢まんしている人間がいる』って。もちろん証しよう拠こは何一つない、与よ太た話としてですけどね」

　フランカの父親が、先代の《碧ア水ム長ニ槍ス》の持ち主だったことはユウキも聞いた。

「父さんは第五二層で亡なくなりました。当時、五、六人のパーティーのリーダーを務めていたそうです。そのなかで、最さい期ごを看取ったのは、ベルトルトさんと、兄シュテファンの二人。──ああ、兄だってことはご存じです？」

「おっさんから聞いた。父親違ちがいだって？」

「そうです。母さんはクローゼ家の元使用人で、先代当主のお妾めかけさんだったそうで。先代さんは兄さんが生まれたときすでに結構なお年で、間もなくお亡くなりになりました。兄さんはお屋や敷しきで育てられることになりましたが、母さんは追い出されました。そこをクローゼ家の武術指南役だった父さんに助けられて、で、色々あって私が生まれたと」

「シュテファンとは、昔は仲がよかったのか？」

　フランカは小さく笑って肯うなずく。

「父さんがときどきこっそり私の家へ連れてきて、母さんと会わせてたんですよ。私もよく遊んでもらいました。愛あい想そはなかったけど、優やさしかったです。あのころは、まだ」

　あの男が幼い妹の遊び相手を務めるという図は、ちょっと想像できなかった。現在の鉄仮面のような顔しか知らないからだろうか。

「まあ、兄さんは昔からあんなでしたから、ちょっと見ただけじゃ内心がわからないんですけどね。実は喜き怒ど哀あい楽らく全方向に結構感情的な人ですよ」

　一いつ瞬しゆん、懐なつかしそうな目をしたフランカだったが、すぐにその表情を改めた。

「さて、『父さんを殺した』と自慢していた人物は、調べるまでもなくわかりました。いつでもどこでも、お酒が入るとすぐにその話を始めるそうで。まあ、兄さんは性格的にそういうことを吹ふい聴ちようする人じゃないですから、残りは一人ですよね」

　ユウキは視線を上げる。アルフレートもティナもおそらく耳をそばだてているのだろうが、会話には加わってこない。聞き手役を任されているようだ。

「……だから、神姫の奇き跡せきの力によって、確証を得たいと思ったのか？」

　尋たずねると、フランカは首を小さく横に振った。

「いいえ、違います。噂を知ったのは今から二年以上も前ですし。──えーと、ほらよくお芝しば居いとか物語で言うじゃないですか。『復ふく讐しゆうは何も生まない』とか『死んだ人だってそんなこと望んでいない』とか」

　ユウキはわずかに眉まゆをひそめた。安っぽく、空くう虚きよなきれいごとだ。

　それを見て、フランカはくすりと笑った。

「ユウキさん、こういう言葉、嫌きらいなんですね。気持ちはちょっとわかります。感情なんて、そんなに簡単に割り切れるものじゃないですもんね。でも──」

　ぽつりと言葉が発せられた。

「私は、そのきれいごとを信じてみようと思った」

「…………」

「そりゃあ、苦しかったし、自分の感情が抑おさえきれなかったし、すんなり現実が受け入れられたわけでもないですけど、それでも努力しようと思ったんです。恨うらまないよう、憎にくまないよう──そして、過去よりも、今の幸せに目を向けられるように」

　ユウキは無言で続きを促うながす。

「そのことは間違ってなかったと思います。ユウキさんに助けられ、ボリスさんのお世話になって、アルフレート師し匠しように教わって……知ってましたか？　辛つらさや悲しさが消えたわけじゃなかったですけど、私、結構幸せだったんですよ」

　フランカはわずかに口元を緩ゆるめた。

「ただ、兄さんとは疎そ遠えんになっちゃいましたけどね。訓練校ですれ違うときも気まずくて、どうしようかと思いました。──さて、そんなある日、私はユウキさんの店で偶ぐう然ぜん兄さんと顔を合わせます。彼は、ベルトルトという人を仲間として伴ともなっていました」

　──ああ。それで色々と合が点てんが行った。

　父を殺したと自慢する男と、父の弟で子しにして優しかった兄が、仲良くパーティーを組んでいたわけだ。確かに動どう揺ようするだろう。

「個人的感情を抜ぬきにして果たさなければならない任務というのもあるでしょう。でも兄さんは、自ら願って彼を仲間にしたそうです。私は兄さんが何を考えているのかわからなくなった。問い質ただしたら、言われました。父さんが死んだのは、弱かったからだ、と。──真実を見せてもらうため神姫様のところに向かったのは、そのすぐ後です」

「……そこで、何を見た？」

　フランカは大きく息を吸って、吐いた。そしてユウキをまっすぐに見つめた。

「第五二階層。パーティーを分割し、三人の班で探索をしていた父さんたち。少し進んだところで虚獣の不意討うちを受け、仲間を庇かばって父さんは負傷しました。重い傷を負いながらも虚獣を倒たおしたんですが──当の、庇った仲間に剣で刺さされました」

　かすかにその声が震ふるえた。

「彼は嘲あざけるように何か言いながら、更さらに何度も何度も刺しました。そして、楽しそうに嬉うれしそうに、大笑いしました。父さんのことが嫌いだったんでしょうね。臭においも音も肌はだの感覚もない、ただ視覚だけの情景でしたけど──それでも吐きそうになりました」

「そいつは……？」

「ベルトルトさんでした。思った通り。何の意外性もなく」

　声はすでに落ち着きを取り戻もどしている。

「でもね、私はわかりきっていた犯人を知りたいんじゃなかった。兄さんが、そのとき何をしていたのか知りたかったんです。兄さんはね──」

　フランカは心の中の何かを切り離はなしたように、にっこりと笑った。

「何もせずにただ眺ながめてました。その場に居たのに、武器も持っていたのに、止めるそぶりを見せず、指一本すら動かさず、ただ刺し殺される父さんを眺めていたんです」
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「ほいよっと」

　軽い掛かけ声とともに、犬に似た四つの首が飛んだ。同数の毛皮に覆おおわれた胴どう体たいが血を撒まき散らしてどうと倒れる。

「──んだよ、手て応ごたえねーな」

　ジャハルは大剣を肩かたに担かつぐと、つまらなさそうに鼻を鳴らした。

　第四〇層付近の虚きよ獣じゆう程度なら、多少数が多くても一人で片付けてしまう。飛びぬけた強さによって《誓約団》に選せん抜ばつされただけのことはある。

「……いきがんなよ、小こ僧ぞうが」

　ベルトルトが舌打ちした。パーティーの壊かい滅めつという憂うき目を見た彼を、ジャハルはよく負け犬と言って嘲ちよう弄ろうする。二人の仲は極きわめて悪い。

　とはいえ、ベルトルトの腕うでもなかなかのものだ。破は壊かい力や攻こう撃げき範はん囲いこそジャハルに一歩譲ゆずるが、偃えん月げつ刀とうを変へん幻げん自在に操り獲え物ものを追い詰つめる、ねちっこい剣けん筋すじである。

　問題は他人を利用したり犠ぎ牲せいにしたりすることをなんとも思っておらず、リーダーとしての資質に著いちじるしく欠けることだ。そのパーティーが深層で失敗したのは彼の責任が大きいのだろう、とシュテファンは推測している。

「で、あの石せき碑ひを探しながら行くの？」

　ジャハルが話しかけて来た。

「いや、後回しだ。可能な限り一気に下りる」

　第五〇層のあたりまではそれなりに探たん索さくが進んでおり、細密な地図も《誓約団》には保管されている。一通り目を通したが、転移装置のもう片方が第三層のと似たような姿をしているとすれば、それに該がい当とうするようなものは報告されていなかった。

　なので、この付近で時間を浪ろう費ひする意味はあまりない。慎しん重ちように調べるのは、地図に漏もれがあるような深さまで降りてからでいいだろう。そして深層を探索するなら、体力や道具類は温存した方が望ましい。よって前進を優先とする。

　勇ゆう往おう邁まい進しんはクローゼ家の家訓だ。男子は産まれ落ちた瞬間からそれを叩たたき込まれ、厳しい競争の中に放ほうり込まれる。末っ子で妾しよう腹ふくのシュテファンであっても例外ではなかった。

　そう。何ものも恐おそれず、ひたすら強く、ひたすら前へ。

『私を──同行させて下さい』

　そのとき、不意に異父妹いもうとの姿が脳のう裏りに浮うかんだ。

　──ばかばかしい。あれは勇気ではなく蛮ばん勇ゆうというのだ。

　ガラクタ屋は転移の石碑を先に見つけるとか言っていたが──そんなことが可能だとでも思っているのだろうか。あのパーティーでは、第三〇層に到とう達たつするのも難しいだろう。気にする価値もない。

「ち、また出やがった」

　ベルトルトが吐き捨てるように言った。

　双そう頭とうの巨きよ大だいな蛇へびに昆こん虫ちゆうのような細い肢あしが八本、そんな姿をした虚獣だった。個体数が多いらしく、このあたりでは何度も数すう匹ひき単位の群れで現れる。

　シュテファンは細く長く息を吐くと、《碧ア水ム長ニ槍ス》を手元に出現させた。

　神器の意思が心に流れこんでくるのを感じる。自分を使いこなせ、敵を屠ほふれ、と。

　鋭するどい呼気と同時に、突つきを繰くり出す。刹せつ那なに六撃。

《碧ア水ム長ニ槍ス》はまるでそれが柔やわらかい粘ねん土どでもあるかのように、虚獣の鱗うろこを貫つらぬく。あっというまに目の前の蛇もどきが原形をとどめなくなった。

　もう、第四〇層や五〇層程度の虚獣では相手にならない。

　いや、もはや自分の前に敵はないような感覚すらある。

　シュテファンに少し遅おくれて、仲間たちもそれぞれの受け持ちの虚獣を倒したようだった。

「よし、では先へ進む。少し速度を上げるぞ」

　歩き出しながら、シュテファンは小さく呟つぶやく。

　──私は強くなった。

　そう、昔より──あのときより、ずっとずっと強くなったのだ。
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　迷めい宮きゆうの第三一層から第三五層までは、少し特とく殊しゆな構造になっている。

　五層分をぶち抜いて、巨大な円えん筒とう形の岩山が屹きつ立りつしているのだ。

　第三一層にたどり着いた探たん索さく士たちは、このほぼ垂直に切り立った岩がん壁ぺきを約七五メテル、降りていかなければならない。

「……大だい丈じよう夫ぶ？」

　フランカに気き遣づかわしげな視線を向けられているのは、ティナである。

「へ、平気だ。まだ、まだ、行けるぞ。この、程度の、崖がけ、何でも、ない！」

　苦しそうに喘あえぎながら、無理やり強がっている。休み休み来たものの、さすがにそろそろ限界が近そうだった。

「まあ、パーティー組んでここまでこられれば中ちゆう堅けん探索士って言われてるから、素人しろうとさんにはちょっと辛つらいだろうねえ」

「無理そうなら俺が背中に縛しばり付けて降りるよ、おっさん」

「ユウキさんはそれで平気なんですか？　疲つかれとかは……？」

「ここまでずっと護まもってもらってたから怪け我がはしてないし、体力にもまだ余よ裕ゆうがある。俺も薬草採りに崖登ったりするから、こういうのは専業探索士にも引けを取らないと思うぞ。それに、一応、道もついてるんだろ？」

　長年積み重ねられた探索の成果として、岩山の下、つまり第三六層への階段にたどり着くまでの経路はかなり固まっている。目印兼けん手すり代わりに取り付けられた鎖くさりを辿たどっていけば、比ひ較かく的容易に降りられるはずだ。

　一見攻こう略りやく不能なほど険しく見えるが、階段状になっていたり体を休める岩いわ棚だながあったりで、そこまで超ちよう人じん的体術を求められるような地形でもないのである。

「……断念するのも勇気だと思うけどねえ」

「目標地点までもうすぐなんだ。あと少し付き合わせてくれよ」

　ユウキはアルフレートにそう答えた。

　噓うそではない。先刻、シュテファンたちが第五〇層代の後半をすごい勢いで通過しているとティナから知らされたのである。もう時間の問題のはずだ。

「そう？　じゃあ、ティナちゃんはユウキに任せるよ。頻ひん度どは高くないはずだけど、虚獣も出るから気を抜かないこと」

　アルフレートの言葉とともに、一行は降り始めた。

「……おぶってくれるのではないのか、ご主人」

「無理そうならって言っただろ。まだ少し余力がありそうだしな」

「優やさしくないな。──ま、仕方あるまい」

　不満げな表情を作りながらも、ティナは崖道に足を踏ふみ出した。

　難度的に言えば、五層あるうちの最初の一層分は大したことないだろう。最大の難所は三層目にあり、ほぼ垂直の崖を四し肢しを使って上り下りしなければならない。熟練の探索士でもときどき事故を起こすと言われている。

　さすがにティナには無理だろうから、そこに行ったら背中に負ってやるつもりだったのだが──

「む、むむ、無理、無理無理無理無理無理無理無理無理むりむり……！」

　ティナは涙なみだ目めでがくがくと震えていた。

「三層どころか三歩目で挫ざ折せつかよ。早いな」

「だ、だだ、だだだだ、だって、た、たたたた、たか、高……」

「五層分だから、そりゃ高いに決まってるだろ。まあ、そこらの山と違ちがって垂直だから、迫はく力りよくはあるけどな」

　というか、落ちても怪我しないくせに高いのが怖こわいんだな。

「し、ししし、下、み、見え、じ、じじ、じめ、地面、と、遠……」

「見るから怖いんだよ。地面に視線向けんな」

「……よく言ってることわかりますねえ」

　フランカが感心した。

　結局、ユウキがアルフレートに細ほそ綱づなを借り、ティナを背中に縛り付けて下まで降りることになった。

「し、下に着いたら教えるのだぞ、ご主人」

「はいはい。背中で暴れるなよ」

「大丈夫だ。しっかり目を瞑つぶっているからな。──そう、視覚を遮しや断だんすればいかなる地じ獄ごくの光景もティナを恐きよう怖ふさせることあたわず。ふふふ、あとは己おのれの認にん識しきさえ欺あざむけば完かん璧ぺきだ。さあ、ティナよ、脳裏に描えがくがよい。ここは平地、ここは平地、ここは平地、平地ったら平地平地平地平地……」

　まあ、気の紛まぎらせ方は個人の自由だろう。

　ふと気付くと、フランカがどことなく羨うらやましそうな顔で、ユウキの背中に密着してしがみ付くティナを見ていた。

「フランカは高いところ、平気なのか？」

「あ、はい。残念ながら」

「残念？」

「え、いえ、その……え、えーと、ここも、何度か行き来したことあるんですよ。だから、全然気にならなくて」

　確かに足取りは危なげない。一いつ般ぱん的に神術師にはそこまで体力は必要ないとされているが、少なくとも彼女の運動能力はかなり優ゆう秀しゆうなようだった。

　先刻、父親の死の光景について話をしたときの不安定な様子は、今はもう見られない。普ふ段だん通りの、真ま面じ目めで少し控ひかえめな少女だ。

　とはいえ何が解決したわけでもない。

　仮にシュテファンやベルトルトと対等に向き合う機会を得たとして──フランカはどうするのだろう。どうやって自分の心に折り合いをつけるのだろう。

（いや──これ以上深入りしないほうがいい）

　ユウキは自分に言い聞かせた。現状でさえ、少し踏み込みすぎているのだ。

　忘れるな。勘かん違ちがいするな。自分にその資格はない。

　──と、そのとき、くいっと後ろから髪かみを引かれた。

「どうした？　地面まではまだまだ遠いぞ」

「ご主人……《誓せい約やく団》の移動が止まった」

　ティナが耳元で囁ささやいた。ユウキは表情を引き締しめる。

「距きよ離りは？」

「ここから下に五〇〇メテルほど。おそらく第六四階層だ」
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　虚きよ獣じゆうの大きさと獰どう猛もうさは、ほぼ迷宮の深度に比例している。

　第三〇層の後半あたりから人間の大きさを越こえるものが出始め、第四〇層、五〇層代ともなると、見上げるようなものも珍めずらしくない。

　このくらいになると《誓約団》の精せい鋭えいと言えど、対処するのは難しくなるのだが──

「フッ！」

　槍やりの一いつ閃せんが三つ目トカゲの頭部に大穴を穿うがつ。巨きよ体たいは力を失い、ゆっくりと地面に横たわった。

「おっほ、やるねー、シュテファン。一人で三体か」

　ジャハルが楽しげに口笛を鳴らした。

　竜りゆう牙が神器の破は壊かい力は、他の神遺物レリクイアをはるかに凌しのぐ。このトカゲのような装そう甲こうの硬かたい虚獣は、神術師に援えん護ごさせた上で、シュテファン一人で相手取るのが一番効率的なのだ。

　ジャハルと対照的にベルトルトが不ふ機き嫌げんそうなのは、自分との力の差を見せ付けられたからだろう。彼のパーティーが到達した第六〇層、そしてこれまでの記録である第六二層も越え、パーティーは今、第六三層の下り階段の前に立っていた。

　特に感かん慨がいはない。他者と比ひ較かくするな。重要なのは、己の限界にどこまで迫せまれるか、だ。

　──そう教えてくれたのは、自分の槍そう術じゆつの師を務めたあの男だったか。

「竜牙石の気配はあったか？」

　シュテファンはベルトルトに問いかけた。

「……さてな。ここまで見かけてないのは確かだ」

「頼たよりねえなー、唯ゆい一いつの目もく撃げき者様が。つーかお前の目、ホントにあてになんの？」

　ジャハルが茶々を入れる。

「竜牙石の行き先は竜牙石に聞けよ。どこに移動したかなんて、俺様が知るか」

「ならいい。──先を急ぐぞ」

　シュテファンは四人に言い、階段へと足を進めた。

　が──次の階層に進んだ彼は、立ち止まりわずかに表情を動かす。

「なんだ、ここは……」

　背後からベルトルトの呟きが聞こえた。

　奇き妙みような光景が広がっていた。

　階段を降りた先にあったのは、大きな部屋。入り組んだ迷めい路ろのような他の階層とは明らかに雰ふん囲い気きが違う、不思議な空間だった。

　床ゆかや壁かべのヒカリゴケの勢力が強いらしく、光石なしでも視界が十分に確保できる。その他の植物も繁はん茂もしており、壁や床を覆おおいつくしていた。虚獣の姿は見えない。

「……全員、離はなれるな」

　警けい戒かいを促うながしつつ、部屋の中央に足を進める。

　そこには大きな木がどっしりと根を下ろしていた。地下深くにありながら、まるで陽光をいっぱいに浴びて生長したかのごとく太い幹に力強く広がった枝、そして青々とした葉をつけている。

　幹の大人の腹くらいの高さのところに、大きなうろがあった。用心しつつ覗のぞいてみたものの──中には何もない。

「おい、シュテファン、あそこ」

　神術師の一人が壁かべ際ぎわを指差した。

　縦に長い、大きな石があった。碑ひを思わせる形──そう、あの第三層の転移装置によく似ている。

　シュテファンは歩み寄り、そっと手を触ふれた。

　──冷たく硬い、ただの石の感かん触しよくだった。あの石碑のような妙みような振しん動どうや、不自然な温かさは感じられない。

「動いてねーの？」

　ジャハルが尋たずねた。

「ああ、違うようだ。──しかし、この部屋は調べる必要があるな。その壁際に拠きよ点てんを作った後、探たん索さくを開始する」

　シュテファンはそう指示を出した。
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「──目的の部屋に着いた、か。思ったより早かったな」

　崖道を慎しん重ちように降りながらユウキは呟つぶやく。

　自分たちがこの岩山を降りきるのと同時くらいかと予想していたが、どうやら彼らは想定より優秀であるらしい。

「どうするのだ？　ご主人」

「とりあえずはこの崖道に集中。一層分降りたら休きゆう憩けいできる地点があるはずだ。そこで第六四層に跳とぶ。おっさんたちにはそれとなく地上に戻もどるよう、伝えておこうか──」

　ふと気付くと、ティナの不思議そうな顔が肩かた口ぐちから覗いていた。

「なんだ？」

「ご主人は前にもこの階に来たことがあるのか？　妙に詳くわしいが」

「…………」

「その、第九級探索士というのは、技量的に言えば、もう少し上のほうで活動するものなのではないのか？」

「この階のことは、話に聞いただけだよ」

　んー、と納なつ得とくいかなさそうな声を出し、ティナはさらに続ける。

「実はな、迷宮について色々考えていて、気になったことがあるのだ。──ティナは休みをとらず必死に走り、そして力ちから尽つきて気絶したところをご主人に拾われたわけだな？」

「そうだな」

「正確にどれだけの階層を移動したのかは覚えておらぬが──以前ご主人と潜もぐったとき、ティナは第三層の辺りで体力が尽きて休憩した。だから限界までがんばったとしても、倒たおれるまでせいぜい六から七層程度だと思う。で、あのベルトルトのいたのが第六〇層。そこからだいたい七層上がったところで、ティナは倒れたとして──そうすると、ご主人はたった一人で、いったい第何層まで潜っていたのだ？」

「…………あー、それは──」

　ユウキが口を開きかけた──その瞬しゆん間かん、声が響ひびいた。

「左方警戒！　虚獣！　三匹びき！」

　警告すると同時にアルフレートは剣けんを抜ぬき、斬きり払はらった。一匹が首を失い落ちてゆく。

　鳥型の虚獣だ。翼よく長ちよう、およそ三メテル。鋭するどい鉤かぎ爪づめ、そしてくちばしからも無数の細かい牙きばが覗いていた。

　足場の悪い中、アルフレートの判断は速かった。

「移動する余よ裕ゆうはないな。落とせ、フランカ！」

「はいっ！」

　支えの鎖くさりを握にぎりつつ、フランカはもう片方の手で神しん珠しゆを二粒つぶ取り出す。

　ほとんど間をおかずに二個の火球が発生、それぞれ虚獣に襲おそい掛かかった。

　一つは胴どうに命中。虚獣は炎ほのおに包まれながら落下。

　もう一つは体の中心を外れて翼に命中。虚獣は平へい衡こうを失い──ユウキの方に飛んできた。

「──っとぉ！」

　とっさに崖がけを蹴けり、頭上に突つき出ていた岩を摑つかむ。振ふり回されたティナが抗こう議ぎの悲鳴を上げるが、無視。そのまま体を持ち上げ、小さな岩場に飛び乗った。

　虚獣は足元をかすめて岩がん壁ぺきに激げき突とつした。間かん一いつ髪ぱつだった。

「よ、よかった──ごめんなさい！　当てそこないました！」

　と、フランカ。アルフレートもほっとした表情を見せている。

　──と、そのとき、二つの想定外の事態が起きた。

　まず、手すりとして壁へき面めんに張り渡わたされていた鎖、これが虚獣の衝しよう突とつの衝しよう撃げきでちぎれた。

　そして、焼けた翼と激突した頭の苦痛に暴れた虚獣が、岩壁を思い切り蹴りつけた。

　ずしんと岩山が揺ゆれ──フランカが足を踏ふみ外す。

　ユウキは反射的に手を伸のばした。超ちよう人じん的な反応速度だったが、それでも間に合わず摑み損そこねた。そのまま自分も大きく平衡を失う。

　──落ちれば確実に命はない。

　刹せつ那なの判断だった。自ら宙に身を躍おどらせ、ユウキは背中の神しん姫きに命じる。

「ティナ、三人で跳べ！」

　瞬間、景色が歪ゆがんだ。
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　人生を有意義に過ごす秘ひ訣けつは二つある。

　まず、好きなものを徹てつ底てい的に楽しむこと。そして、嫌きらいなものを徹底的に排はい除じよすること。

　──それが《空の誓せい約やく団》所属、第一級探索士・戦士、ベルトルトの信条だ。

　彼は人間が肉を裂さかれ血を迸ほとばしらせる光景が好きだった。

　そして強く優ゆう秀しゆうな人間や、まっとうに生きている人間が嫌いだった。

　だから殺しは彼にとって一挙両得の快楽なのだ。




　標的は三〇メテルほど前方。街中に居るのと変わらない、緊きん張ちよう感のない様子で歩いている。こちらに気づいた様子はない。

　これ以上ない好機だ、とベルトルトは思った。

　──そう、この生意気なリーダー気取り、シュテファン・クローゼを殺すための。

　ベルトルトは彼が十代半ばで《空の誓約団》に入ってきたときから知っている。当時は年の割に出来がいいというだけで、探索士としては平へい凡ぼんで経験の浅い小こ僧ぞうでしかなかった。

　それがいつの間にか第一級探索士で、パーティーのリーダーとは。

　しかも、ベルトルトにまで指示や命令を出してくるときた。

　これが許せるか？　──ああ、許せるものか。

　とはいえ、あの権力あるクローゼ家の息子むすこを直接手に掛けるのは、大きな危険を伴ともなう。

　粗そ暴ぼうさと同時に計算高さも持ち合わせているベルトルトは、保身のことも忘れていなかった。手を下すにしても、慎重を期さねばならない。苛いら立だちの限界に来たら、代わりにジャハルあたりをバラして我が慢まんするか。そう思っていたのだが──

（この好機は逃のがすわけにいかないだろ）

　内心でほくそ笑えむ。

　ほとんど実りのなかった部屋の探索を終え小休止となったとき、どういうわけかシュテファンは一人でそっと拠点を離はなれ、人ひと気けのないこの通路へと向かったのである。

　この第六四層には、なぜか虚きよ獣じゆうの姿がない。全面積の三分の二ほどがあの大部屋、あとは部屋を取り巻くように配置されている通路。比ひ較かく的単純な構造だ。自生している植物群のおかげで身を隠かくす場所は豊富だったため、尾び行こうするのにそれほど苦労はなかった。

　適当なところで忍しのび寄って、背後から手足をぶった切る。口には奴やつ自身の手首でも突っ込んで声を出せなくしておいてから、ゆっくり解体する。

　死に際の表情を想像すると胸が躍った。もう殺すことしか考えられなくなった。

　しかし、ベルトルトはふとそこで疑念を覚える。

　用を足すとかいうわけでもなさそうだ。いったい奴はどこへ行こうというのだろう。

　──まあ、何でもいいか。

　死に行くものの目的を考察しても意味はない。

　拠きよ点てんからは十分離れた。多少騒さわぎを起こしても気付かれないだろう。

　ベルトルトは舌なめずりしながらゆっくりと偃えん月げつ刀とうを抜いた。距きよ離りを詰つめようとする。

　そのとき──

「兄さん、危ない！」

　そんな声が背後から聞こえた。
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　崖がけ道みちを踏み外し死の恐きよう怖ふを覚えたことは、はっきりと記き憶おくしている。

　そして次の瞬間、視界に映る景色が歪んだと思ったら……もうここに居たのだ。

　足元にはしっかりとした地面の感かん触しよく。

　そして目の前には──剣を抜き、シュテファンの背後に忍び寄ろうとしている男の姿。

　気付いたときには、思わず警告の声を上げていた。

　シュテファンと、そしてベルトルトの視線がこちらを向いた。

「……お前、フランカとか言ったか、シュテファンの妹だよなあ」

　ベルトルトは疑わしそうに眉まゆをひそめた。

「いつからそこにいた？　おい」

　多分、転移といわれる現象なのだろう。確証はないが、何らかの理由であの岩山からこの階層に跳ばされたのだ。

　──いや、そんなことを考えている場合ではない。

「あなた、今──あの人の背中から襲い掛かろうとしましたね？」

「さて、なんのことだ？」

　ベルトルトはわけがわからないという表情で肩かたをすくめた。

「とぼけないで下さい！　ならその刀は──」

「我らがリーダー殿どのが一人で出歩ていったんで、護衛の必要を感じたまでだ。迷めい宮きゆうに居る以上、虚獣に対する警けい戒かいを怠おこたらないのは当然だろうが。俺様はシュテファンのように出し入れ自在な便利な武器は持ってないしな」

「────っ！」

　とっさに反論もできず、フランカは兄に目を向けた。

「……何をしにきた」

　シュテファンは無表情に問いかけた。ベルトルトへではなく、フランカに向かって。

「転移の仕し掛かけか何かで……いえ、それよりこの人が刀を抜いて兄さんを──」

「護衛だと本人が言っている」

　感情を見せず言うシュテファン。かっと頭に血が上った。

「なぜ、その人を庇かばうんですか！　彼は私の、私の父さんを……」

　感情が溢あふれて声が詰まる。そんな様子を見て、ベルトルトは唇くちびるを歪めつつ笑った。

「あーあーあー、思い出した。そうか、お前、奴の娘むすめでもあるんだよなあ」

「……あなた、私の父も、そうやって笑いながら殺したんですか？」

「さあて、何のことだか？　──まあ、一つ言えることはあるな。いつだって優先されるのは『死んだ探たん索さく士』より『生きた探索士』だ。俺様は神遺物レリクイアを持ち帰り神姫に届けることができる。だから、今は死んだお前の親父おやじなんかより価値がある。──お前も無価値な奴のことなんか、忘れちまったらどうだ？」

「────ッ！」

　一いつ瞬しゆん、怒いかりで我を忘れた。反射的に神珠を取り出し攻こう撃げき神術を発動させようとする。

　──しかし、フランカはその途と中ちゆうで動きを止めた。

　シュテファンの《碧ア水ム長ニ槍ス》が自分の喉のど元もとに突きつけられていたからだ。

「兄……さん？」

　大きく目を見開いて立ちすくむ。

　邪じや魔まをされたことより、兄が自分に刃やいばを向けたということに衝撃を受けていた。

　彼の不器用な優やさしさを、味方で居てくれることを、フランカはまだ心のどこかで信じていたのかもしれない。それが今、粉々に砕くだけ散った。

「お前が何をどう思おうが、知ったことではない。迷宮では力が全すべてだと言ったはずだ。主張を押し通すだけの強さが、お前にはあるのか？」

「…………」

「私の方には、お前と語るべきことなど何もない。去れ」

「……嫌いやです」

　フランカは目に涙なみだが浮うかぶのを自覚しながらも、きっとシュテファンを睨にらみつけた。

「兄さんだって、父さんを尊敬してたじゃないですか！　それが、どうして──」

　言葉を遮さえぎるように槍が鋭するどく突つき出された。フランカは思わず目を閉じる。

　さすがに手加減はしていたはずだ。あるいは、最初から当てるつもりのない威い嚇かくだったのかもしれない。

　しかし──いずれにしろ穂ほ先さきがフランカの肌はだに到とう達たつすることはなかった。

「──もういいだろ、シュテファン坊ぼつちゃんよ」

　ユウキが横合いからその柄えを摑つかみ止めていた。
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　崖がけから落ちたあと、ティナは三人をこの第六四層に跳とばした。

　ただ、正確に狙ねらいを調整する余よ裕ゆうはさすがになく、ティナを背負ったユウキと、フランカが距離を置いて出現することになったのだ。おかげで合流に手間取ってしまった。

「何苛立ってんだよ。相手が弱いってんなら、そこまでいたぶる必要もないじゃねえか。一流の探索士様は弱い者いじめしかできないのか？」

　無視されるかと思ったが、シュテファンは強い視線をユウキに向けた。

「貴様はどうなのだ、ガラクタ屋。戦せん闘とうに割って入り、その自分の言葉に意味を持たせられるほど、強いのか？」

　ユウキは眉をひそめた。この無感情男らしくなく、妙みように意固地になっているように思われたのである。

「──いいぜ、試ためしてみろよ」

「…………」

　ユウキの言葉に応じて、相手の殺気がふくれあがる。そして──

「心配ないぞ、シュテファンとやら」

　意外な声が割り込んだ。ティナはてくてくと二人に歩み寄ると、無む邪じや気きな顔で続けた。

「ご主人もティナもフランカの味方だ。だから──何が起こっても、フランカを護まもってやれる。警戒するには及およばない」

　何とも表現しようのない沈ちん黙もくが、場を支配した。

「……いや、お前、何を言ってるんだ？」

「ご主人こそ何を言っている？」

　んむ、と唇を曲げ、ティナはユウキを見た。

「まさか、気付いていないのか？　そもそも争う必要などないであろう。このシュテファンとやらが、どうしてそこの下げ劣れつな探索士に手を出せなかったのか、そして腕うで利ききであったフランカの父ちち御ごがどうしてなすすべ無く殺されたのか、考えればすぐにわかるではないか。答えは目の前にある」

　目の前？　ユウキが眉をひそめると、ティナはため息をついた。

「先ほどのやりとり、ご主人にはシュテファンがフランカを攻撃したように見えたのか？　ティナはむしろ、彼が妹を護ったように感じられたが」

「護ったって……何から？」

「その男からだ」

　ティナは非友好的な視線をベルトルトに向けた。

「ああ？　んだよ、このガキ」

「……そうか、そういうことか」

　ユウキはようやくティナの言葉を理解した。

　どんな理由であってもフランカが手を出せば、否いな、手を出す素そ振ぶりさえ見せれば、それはこいつにとって攻撃の口実になる。だからシュテファンはそれ以前に止めたのだ。

「であれば、簡単であろう？　なぜこの男が放置されてきたのか」

　物理的な手段によらず誰だれかの行動を制限するためには、心理的に圧あつ迫ぱくすればいい。簡単に言えば、弱みを握にぎって脅おどすのだ。

「ああ──例えば、こう言えばいいわけだよな。『自分に何かあれば、自分にとって不利な動きがあれば、お前の大切な人を殺す。自分が拘こう束そくされたり処しよ刑けいされたりしたら、手下がそいつを殺す。何年つけねらってでも、必ず殺す』」

　ユウキの言葉に、ベルトルトは小さく舌打ちした。

　必ずしも実際にそういう態勢を整えておく必要はない。こいつならやりかねない──そう思わせるだけで十分に効果はある。九割九分噓うそかはったりだと思っていたとしても、残りの一いち分ぶに大切な誰かの生命が懸かかっているなら、敢あえて賭かけに出るのは難しいだろう。

「うむ。その男は『ネズミ』とかいう手下を大勢飼っておるのだな？　全員の動向を把は握あくするのは難しかろう。一方、防ぐ手だてがない以上、狙われた本人に知らせてもいつ終わるともわからない恐怖に晒さらし続けるだけだ」

　そして、シュテファンとフランカの父に共通する『大切な人』とは──

　ユウキたちの視線が、一人に集まった。

「え……？」

　フランカの口から声が漏もれた。

「もしかして、私、が──？」

「…………」

　シュテファンは無言。

　フランカの父が殺されたのは三年前。彼はまだ一四か、一五だ。

　すでに《誓せい約やく団》の一員だったとはいえ、目もく撃げき者も無い中で自分の先せん輩ぱい格を告発し、その罪を立証し、かつ万が一にも妹に危害が加えられないよう完かん璧ぺきに保護することは──果たして可能だっただろうか。

「おーいおい、根も葉もないことを言わんでくれよ。俺様とシュテファンは固い信しん頼らい関係で結ばれてる。──なあ、シュテファン。信頼を裏切ればどうなるかわかるだろう？」

　抜ぬき身の偃月刀を肩に担かついで、笑うベルトルト。

　シュテファンは小さく息を吐はき、口を開いた。

「……根こん拠きよはない。そもそも貴様らには関かかわりのないことだろう」

「兄さん！」

「そういう言い方はよろしくなかろう。ティナたちはともかく、そなたもフランカも傷つくだけではないか？」

　珍めずらしく困こん惑わくしたような表情を作るシュテファンにお構いなく、ティナは続けた。

「なので、ティナはお節せつ介かいを承知で口を出す。シュテファン、そなたが結果や実績を強く求めた理由はわかるぞ。まず第一に、神遺物レリクイアを捧ささげて貢こう献けんすれば神しん姫きから奇き跡せきを賜たまわることができるからだ。そなたは神姫の力を借り、自分に必要なある情報を求めた」

　フランカは父の死の光景を知ろうとした。

　ならシュテファンが手に入れようとした情報とは──

「ベルトルトと『ネズミ』のつながり、か」

　ユウキの言葉に、ティナは肯うなずいた。

「であれば、説明がつくな。そして彼が実績を積み重ねた第二の理由。《誓約団》の中で立場を強めれば、多くの人員を動かすことができる。──以上二点により、ベルトルト配下の『ネズミ』を全て把握、一いつ斉せいに捕ほ縛ばくして憂うれいを断たつことが可能になる」

　ベルトルトの顔から表情が消えた。

　シュテファンは槍を握ったまま、否定も肯こう定ていもしない。

「だとすれば、シュテファンが過か剰じようなまでに強さを求めた理由も単純だろう。──迷宮にその男を連れ出し、自分の手で裁くつもりだったのだ」
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　──あのときのことは、今でも鮮せん明めいに思い出せる。

　師は虚きよ獣じゆうの不意打ちを受けたベルトルトを庇かばい、負傷した。戦闘が終わると、ベルトルトは師に歩み寄った。介かい抱ほうするのかと思った。しかし──

『俺様さあ、てめえのことがずっと目め障ざわりだったんだよなあ』

　ベルトルトは、愛用の偃月刀を師に突き刺さした。

『団にはひいきされてるし、口うるせえし』

　何度も何度も突き刺した。

『あ、抵てい抗こうする？　いいぜ、ただし、俺様が地上に戻もどらなかったら、俺様の仲間が、お前の娘を殺しにいくことになってっから。フランカちゃんだっけ？　今、一二、三歳かな？　可愛かわいい年とし頃ごろだねえ。──いやさ、俺様、実は今回の探索でお前、殺やっちゃうつもりだったから、ちゃんと手を打っておいたんだよねえ』

　師の腕うでが、力なく地面に落ちる。シュテファンはそれを絶望的な思いで見ていた。

　当時一五歳。その腕は師どころか、ベルトルトにもまだ遠く及ばなかった。

　それでも『助けてくれ』と言われたら、戦っただろう。おそらくベルトルトに惨ざん殺さつされただろうが、それでも必死で挑いどみかかっただろう。

　しかし、師はそう言わなかった。殺されながらシュテファンに視線を向け、『お前は、手を出すな』とだけ呟つぶやいた。

　ベルトルトは師に止とどめを刺し、返り血の跳はねた顔でシュテファンに笑いかけた。

『弱いから死ぬんだよ、なあ？　お前もそう思うだろ？』

　クローゼ家の息子むすこまで殺せば、さすがに事が大きくなる。だから、恐きよう怖ふによる口くち封ふうじを目もく論ろんだのだ。今ではそのことがわかる。また共犯という意識を刷り込んで心理的に縛しばる意図もあったかもしれない。

　実際、そのときのシュテファンは恐怖した。死をこうも軽く扱あつかえる人間のいることが怖こわくてしかたなかった。

　地上に戻った後、師の娘むすめにして自分の妹にその死を伝えた。

　彼女は言葉を失い、しばらくしてからようやく口を開いた。

『……どうして、なの？』

　どうして、父さんは死んだの？

　どうして、兄さんは助けてあげなかったの？

　どうして、兄さんは見殺しにしたの？

　どうして、どうして、どうして、どうして……

　罪悪感による幻げん聴ちようだ。フランカはそこまで問責の言葉を発したわけではない。それがわかっていても、その声はずっとずっと彼の耳の奥で鳴り響ひびいていた。

　このときから異父妹いもうとは、自身の罪と弱さの象しよう徴ちようとなった。見るたびに、思い出さなければならなかった。だから、近寄ることができず、距きよ離りを置いた。

　仇かたきを討うちたかった。討たなければいけないと思った。

『弱いから、死ぬ』──それは真実の一面ではあるのだろう。

　だから、それを奴やつ自身に叩たたきつけてやる。そう誓ちかった。

　そのためにひたすら鍛たん錬れんした。手の皮が破れ血が滲にじんでも、槍やりを握った。皮ひ膚ふが再生して以前に倍する厚さとなっても、それがまた破れて血が滲むまで槍を振ふり続けた。

　ベルトルトを、師と同じようにするために。この手で、敗北感と惨むごたらしい終しゆう焉えんをくれてやるために。

　身勝手な復ふく讐しゆう心なのは百も承知だ。もっと早期にベルトルトを捕縛したり、償つぐなわせる方法があったのかもしれない。それで運命の変わった人間も居たのかもしれない。

　それでも──奴を自分の手で殺してやりたかったのだ。




　シュテファンは襲おそい掛かかってきた銀色の軌き跡せきを槍で打ち払はらった。

「なるほど。なめられたもんだな。なんで一人でふらふらしてんのかと思えば──俺様を誘さそい出してたわけか」

　打ち込んできたベルトルトは偃えん月げつ刀とうを構え直す。シュテファンも重心を落とした。

「兄さん……本当なんですか？　殺すつもりだったんですか？」

　フランカの動どう揺ようした声。

「そんな──だめです！　そんなの、父さんを殺したその人と同じじゃないですか！」

「だから何だ？」

　シュテファンはベルトルトから目を離はなさないまま言った。妹は絶句した。

「覚かく悟ごなどとうに済ませている。私は血の罪を背負ってでもこうすることに決めた。お前はどうだ？　この男を、どう裁くつもりなのだ？」

「私、は……ち、ちゃんと、地上で裁判を……」

「誰が法ほう廷ていに引きずり出し、どうやって罪を認めさせる？」

「…………」

　フランカは言葉を失った。

「父が殺されたのは許せない。しかし、自分の手を汚よごすつもりもない。裁判に掛ける方法についても考えたことがない。結局、お前には何の決意も覚悟もない。感情のままに駄だ々だをこねているだけだ。──ならば、そこで黙だまって見ていろ！」

　シュテファンは、師の仇に向かって鋭するどく突つき込んだ。
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（──くそっ）

　ベルトルトは顔をしかめた。

　初撃はどうにか受け流した。しかし続く連撃に後退を余よ儀ぎなくされる。

　シュテファンを甘く見ていた。覚悟も、そして腕うで前まえも、だ。

　ガラクタ屋たちとフランカは大した障害にならない。シュテファンを殺した後、さっさと始末して口を封ふうじてしまえばいい。そう思って殺し合いに持ち込んだのだが──シュテファンの強さはベルトルトの想定を上回っていた。一方的に攻せめ立てられる。

（俺様にも、竜りゆう牙が神器があれば──！）

　歯は嚙がみしつつ、防ぼう御ぎよに集中する。そう、これは腕の差ではない。武器の差だ。そうに決まっている。

　とはいえ、現状、分が悪いのは事実。何とかして撤てつ退たいする隙すきを作らなければ──

「──やめて下さい！　兄さん！」

　そのときフランカが再び声を上げた。

「くどい！　邪じや魔まをするな！　そんなに法や道徳が大事か!?」

　シュテファンの手はまったく緩ゆるまない。横に回り込もうとしたベルトルトを、鋭い穂ほ先さきが追い詰つめる。

「こんな奴に、公正な裁きを与あたえる価値など──」

「違ちがいます！」

　フランカは怒ど鳴なった。

「私は──こんな人のために、兄さんが人殺しになるのが嫌いやなんです！」

「────っ！」

　シュテファンにわずかな隙ができた。

　その瞬しゆん間かん、ベルトルトは動いた。正面の敵に向かってではなく──右手側へ。

「え──」

　そこには目を見張って固まるフランカ。

　人ひと質じちに取ろうなどと生ぬるいことは考えない。腹でもぶった切って瀕ひん死しの重傷を負わせれば、必ずシュテファンの動きが止まる。その間に斬きりかかるか、最低でも逃にげるだけの時間は確保できるだろう。

（なんだかんだで、妹思いの甘ちゃんなんだよな、てめえは）

　兄妹きようだい揃そろって愚おろかなことだ。内心で嘲あざ笑わらい、偃月刀を振り抜ぬく。肉を切り裂さく手て応ごたえと、愕がく然ぜんとするシュテファンの顔を想像しながら。だが──

　キンという小さな金属音とともに、刀はフランカの体に届く寸前で停止していた。

「……思考が下げ種すだよな。お前」

　ガラクタ屋が言った。

「ま、それが読めちまう俺も人のことは言えないか」

　あの一いつ瞬しゆんの間に割り込み、フランカの腰こしにあった短たん剣けんを引き抜いて偃月刀の鍔つば元もとを受け止めたのだ。一命を拾ったフランカは、蒼そう白はくな顔でぺたんと尻しり餅もちをつく。

　ベルトルトも歴戦の剣士である。驚おどろくより先に体が反応した。

　わずかに下がって剣を引くと、ユウキの斜ななめ上からすさまじい速度で斬りかかる。

　否いな、斬りかかると見せて、瞬間、ぐにゃりとその軌き道どうを変化させた。

　肩かた、肘ひじ、手首の関節を柔やわらかく駆く使しすることにより、剣筋を千変万ばん化かさせる。それがベルトルトの持ち味だ。初見でかわしきれる者など、第一級探たん索さく士の中にも居ないだろう。

　果たしてユウキは反応すらできなかった。切っ先が蛇へびのように喉のど元もとへと伸のびる。

　こいつを殺せば、逃とう走そうする経路が開ける。

　ベルトルトは血を噴ふん出しゆつして倒たおれるユウキの姿を確信した。

　──その瞬間、一いち陣じんの風が彼の腕を薙なぐ。切断された肘から先が偃月刀を握にぎったまま宙を飛び、そして石いし壁かべに当たって地面に落ちた。
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「……あ？」

　ベルトルトは状じよう況きようを理解できないといった顔で、半分になった右腕に視線を向けた。

　フランカとシュテファンも啞あ然ぜんとしている。

「ああ……ああああああああああああああああああ、う、うで、おお、俺様の、腕があああああ！　て、てめぇ何を、いったい何をおおぉぉぉ──！」

「うるせえよ」

　ユウキは怒いかりを込こめて左の掌てで顎あごを突き上げた。ベルトルトは壁に頭を打ちつけ、無様に地面へはいつくばる。

「何をもクソも、踏ふみ込んで斬った。それだけだ。たかが腕一本。お前がやってきたことに比べりゃ、なんてことねえだろ」

　そしてシュテファンに顔を向けた。

「お前らの因いん縁ねんになんかに俺は興味ない。──ただ、うちのパーティーを巻き込んでこんなとこで殺し合い始めんな。迷めい惑わくだ」

「……そこをどけ、ガラクタ屋」

「だ、そうだが？」

　ユウキはフランカを見る。

「あ、その……」

　神術師の少女は、ようやく自分を取り戻もどしたようだった。ゆっくりと立ち上がる。

「ありがとう、ユウキさん。──兄さん、ごめんなさい、どきたくありません」

「…………」

「別に彼に同情したとか、殺さなくても、とかじゃなくて……兄さんが、彼と同じになってしまうのが──嫌なんです。遠くに行ってしまうようで」

「そして奴はこのままのうのうと生き続けるのか？」

「それは……」

「お前は単にすべてを忘れて、なかったことにしようとしただけだ。──責めはしないが、私の邪魔をする権利も認めない。そこをどけ」

「──どきません。多分、私は順序を間違えたんです。疎そ遠えんになったとか考えがわからないとか嘆なげくまえに、兄さんが何を考えているのかどうするつもりなのか、それを聞くべきだった」

「もう遅おそい。これが最後だ。──そこをどけ、フランカ」

「私は──！」

「ああ、一つ疑問なのだが」

　そのとき緊きん迫ぱくした空気を気にした様子もなく、ティナが口を挟はさんだ。

「シュテファン、そなたが怒りや悲しみを覚えるのは当然だとして──なぜ、それをフランカと分かち合わなかったのだ？」

「…………」

「まず、フランカと共に怒り、フランカと共に泣けばよかったではないか。そなたの思いが師を殺されたところから始まっているのなら、強さの意味も、復讐の意味も、共に考えることができたではないか。──なぜ、フランカを拒きよ絶ぜつしたのだ？」

　ティナの声に責め立てるような響きはない。むしろ何か諭さとそうとでもするような、不思議な威い厳げんがあった。

　シュテファンがいくらか気け圧おされた様子で、口を開く。

「拒絶など──したつもりは……」

「だとしても、遠ざけたには違いなかろう。結局、そなたもフランカと変わらぬ。自分の中だけで考え、自分だけが満足を覚えるやり方でことを解決しようとした。──ティナは部外者だし、非難するつもりもない。しかし、彼女の父ちち御ごを護まもれなかったことに罪悪感を覚えるなら、なおさらフランカと共にあるべきではないのか？」

「…………」

「まだ間に合うと、ティナは思うぞ？」

　フランカは何も言わず、兄の言葉を待つ。

「私、は──」

　迷いを隠かくせない口調でシュテファンが何か言いかける。と、そのとき──

　ユウキの視界に〝それ〟が映った。
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　もはや立ち上がる力すら残っていなかった。

（くそ、くそっくそっ！　畜ちく生しよう──っ！）

　朦もう朧ろうとした意識の中でベルトルトは毒づく。

　こんなことはありえない。何かの間違いだ。シュテファンの竜牙神器に後おくれを取ることはまだ説明がつく。しかし、あのガラクタ屋に右腕を奪うばわれ、圧あつ倒とう的な敗北を喫きつしたなどと──認められるものか。

　間違いは正さなければならない。復ふく讐しゆうしなければならない。力が、欲ほしい。

　そう、あのシュテファンの竜牙神器のような力が──

　と、そのとき、ベルトルトは小さな生き物が自分を見上げていることに気付いた。

　姿形は小さなげっ歯類──リスに近い。しかし、明らかに普ふ通つうの生物ではない。

　──その額のところに大きな純白色の石が嵌はめこまれているのだ。

「おお……」

　ベルトルトは思わず声を漏もらした。

　自分はこれを知っている。第六〇層、パーティーが壊かい滅めつする直前に目もく撃げきした。

　そして、その額の宝玉も書物で見たことがある。

　リスに似た〝それ〟は、面おも白しろがるように、また、何かを問いかけるように目を細めた。

「よこせ──」

　ベルトルトは答える。

「その力を俺様によこせ！　《白雪の竜牙石》！」
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「──そいつを押さえろ！」

　ユウキは叫さけぶ。だが、遅かった。小動物はベルトルトの胸に融とけるように潜もぐり込む。

　そして──その体が変化し始めた。

　異常を察知し、シュテファンが素す早ばやく《碧ア水ム長ニ槍ス》を突つき込んだ。しかし、紫し電でんの一いつ閃せんとも言うべきその攻こう撃げきはあっさりと摑つかみとられていた。

　ユウキが斬り落としたはずの、ベルトルトの右腕によって。

「か、ははは、ははははは──はあ。いーい気分だ」

　幾いく分ぶんくぐもったような、変質した声で彼は笑い、そして槍を摑んだ手を無造作に振ふる。

「────っ！」

　決して小こ柄がらではないシュテファンが宙を飛んで、壁に叩たたきつけられた。

　いまやベルトルトは、半はん竜りゆう半人を思わせる姿へと変化を遂とげていた。

　良く見れば、人体を素体とし、そこに鎧よろいのような外骨格が加わることでこのような形状になっているのだとわかる。

「軽いなあ、おい。もっと肉食えよ、シュテファン」

　右手に残った《碧ア水ム長ニ槍ス》を掲かかげ、竜人は嘲あざける。

「ご主人、あれは──」

「虚きよ竜りゆうだ」

　苦々しい口調でユウキは言った。

「虚竜って──竜りゆう牙が石せきを守っているという、虚きよ獣じゆうですか？」

「正確には、生物化してる状態の竜牙石を指して『虚竜』というんだ。あの石は単なる鉱物じゃない。自我を持って、気まぐれに動き回る。そして、人間を『試ためす』んだよ。自分の主にふさわしいかどうか」

「じ、じゃあ、彼が、竜牙石の主として認められた、と？」

「いや、奴やつらはそう簡単に心を許さない。一時的に力を貸して試験してるってとこだろ」

　服従させれば、竜牙石は竜牙神器となることを受けいれる。例えばシュテファンの《碧ア水ム長ニ槍ス》は、おそらく《空支うる神しん姫き》の剣使徒デユエリストが屈くつ服ぷくさせたものだ。

　逆に言えば、相手の力を認めない限り、この最高級の神遺物レリクイアは道具として使われることを良しとしない。

　武器形ではなく融ゆう合ごう状態であることから判断すると、ベルトルトの力を求める声に反応し、気まぐれを起こしたというところか。どうあれ、厄やつ介かいなのには違ちがいないが。

「……戻れ、《碧ア水ム長ニ槍ス》」

　血を吐はき、咳せき込みながらシュテファンが言う。声に応じて槍はベルトルトの手から消え、シュテファンの手元に現れた。

「おお、さすが竜牙神器。見事なもんだなあ。だが、今の俺様も負けちゃあいねえぜ？」

　ベルトルトは言って、わずかに腰こしを落として構えを取る。と、そのとき──

「おお？　なんだこりゃ？」

　足音と共に、三人の男が姿を現した。驚おどろきの声を上げたジャハル、そして神術師二人。

　異形がそちらを向いて、口を開く。

「よーお、ジャハルぅ」

　大たい剣けん使いは眉まゆをひそめた。

「……お前、負け犬ベルトルトかよ。何だその、イカれた格好は」

「そういや俺様、お前にもムカついてたんだよなあ。どうせ全員殺すんだし、前座にはちょうどいいか」

「…………」

　本気の殺意を感じ取ったのは、さすがだったというべきか。ジャハルは無言のまま、すさまじい速さで大剣を抜ぬき放ちベルトルトに斬きりかかった。が──

「な、に──？」

　対人武器としては過か剰じようなほどの重量と切れ味を持つ大剣は、ベルトルトの首元で止まっていた。やや硬かたい衝しよう突とつ音を響ひびかせたのみで、傷一つつけられていない。

　くふ、と笑い声を漏らし、ベルトルトは短く言った。

「死ね」

　同時にすさまじい音が響いた。常人には視し認にんできないほどの速度でジャハルが迷めい宮きゆうの石いし壁かべに激げき突とつしたのだ。半球状の衝しよう突とつ痕こんを残し、ずるりとその体が滑すべり落ちる。原形を留とどめているのが奇き跡せき的なほどだった。もちろん、ピクリとも動かない。

　ベルトルトは右みぎ拳こぶしでただ殴なぐっただけだ。その速さと力が常じよう軌きを逸いつしていたのである。

「さあ、次は誰だれだ──」

「う──わあああああああああああああああああ、ああああああああぁぁぁっ！」

　恐きよう慌こうに陥おちいった背の低い神術師が、攻撃神術を乱打した。火花が散り火か炎えんが躍おどる。

「バカ、やめろ！」

　ユウキは怒ど鳴なったが遅かった。彼はその心臓をベルトルトの腕うでに貫つらぬかれていた。

　攻撃神術の嵐あらしの中を、まるで春の陽光を浴びながら散歩するように歩き、無造作に手を突き出したのだ。

　もう一人の神術師が背を向けて逃にげ出そうとする。

「のろまだな、おい」

　が、人には不可能な速さで追いすがったベルトルトが、今度は背中から胸に穴を開けた。

　返り血をたっぷりと浴びた竜人が、ゆっくりと振り返った。

「見ての通りだ。お前ら、逃げ切きれると思うなよ？　さあ、もっと俺様を楽しませろ」

「……お前たちはさっさと行け。奴の第一の標的は私だ」

　シュテファンが槍を構えて進み出た。しかし足取りは覚おぼ束つかない。

　兄さん！　とフランカは声を上げた。どう見てもまともに動ける状態ではなかった。死ににいくようなものだ。

「ご主人……」

　ティナが何かを願うように、あるいは期待するように見上げてきた。

　考えていることはわかる。おそらく、フランカはシュテファンを置いて行けない。

　であれば──仕方ないか。ユウキはため息をつく。

「……奴を倒たおす手なら、なくもない」

　むしろその後が問題だと思いながら、ユウキは言った。
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　ベルトルトは力に酔よっていた。

　腕を軽く振るだけで人体を破は壊かいできる。そして神遺物レリクイアや神術でも傷ひとつ付けられない。

　もはや自分はこの世で最強の存在となったのだ。

　生き残りは四人。シュテファン、フランカ、ユウキ、ティナ。

　何か相談しているようだったので、あえて攻撃はしないでおいた。

　特にシュテファンとユウキは主菜だ。すぐに食べてしまってはもったいない。

　さて逃げ出すか、向かってくるか。

　──どうやら後者らしいと彼らの表情を見て見当をつける。

「やれ！」

　ユウキの号令でフランカが神術を行使した。

　無む駄だなことを、と唇くちびるを歪ゆがめるが──彼女が狙ねらったのはベルトルトではなく周囲の壁かべや地面だった。煙けむり、土つち埃ぼこり、木々の破は片へんなどで、すぐに視界が塞ふさがる。

「なあるほど、な。視覚を封ふうじるか」

　ベルトルトは余よ裕ゆうを持ってやらせておいた。

　この隙すきに逃げるつもりなら、追いかける。すぐに目くらましの有効範はん囲いを抜けて追いつけるだろう。もし、攻撃してくるようなら──

「迎むかえ撃うつだけだ」

　言うと同時に煙の中から短たん剣けんが伸のびてきた。ベルトルトは拳で払はらいのける。

　神遺物レリクイアとしてはせいぜい四等格か三等格というところ。ガラクタ屋だろう。

　神術は間断なく打ち込まれており、視界は悪いままだ。姿を隠かくしつつ、一撃離り脱だつを繰くり返す作戦か。

　無駄なことを、と思う。この装そう甲こうならおそらくシュテファンの槍にだって耐たえられる。短剣でちまちまつつかれても、蚊かに刺さされたほどにも感じない。

　目の前にユウキの姿。拳を振るう。かわされた。離はなれ際ぎわ、短剣を胸に突きこまれるが、かすり傷もつかなかった。

「無意味だぜ、そんな──」

　嘲ちよう笑しようの途と中ちゆうでまた攻撃。今度は二刺さしほど喰くらった。

　ベルトルトは舌打ちした。どこで覚えたのか知らないが、あのガラクタ屋、体たい捌さばきがやたらと速く流りゆう麗れいだ。

　しかし、竜牙石の鎧を突とつ破ぱできないのは変わらない。先に奴の体力が尽つきるだろう。

　またユウキが目の前に現れる。右拳をかわされ、その隙に二刺し。左拳をかわされ、その隙に三刺し。いずれも表面を引っかいた程度だが、不快感を刺し激げきされた。離脱前に摑つかまえようと手を伸ばしたところ、さらに白はく刃じんの閃ひらめき。今度は五か所を斬りつけられる。

「──の野や郎ろう！」

　さすがに苛いら付ついて大きく前に踏ふみ出す。その瞬しゆん間かん──シュテファンの槍が伸びてきた。

　ガラクタ屋は囮おとり。最初からこれを狙っていたのか。だが──

「く、くはははははぁっ！」

　ベルトルトは笑う。

　胸を目め掛がけて鋭するどく突き出された《碧ア水ム長ニ槍ス》の穂ほ先さきは、先せん端たんをわずかにめり込ませただけだった。竜牙神器すら脅きよう威いではないことが、証明されたのだ。

　神術も止まり、煙が晴れる。逃げもせずたたずんでいる四人の姿があった。

「もう終わりか？　じゃあ俺様の番だな」

「終わりだ、が──」

　ユウキが口を開いた。

「いや、終わりだからこそ、と言うべきかな。お前の番はねえよ」

　その物言いにベルトルトが眉をひそめたとき──異変は起こった。
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「な、あ──？」

　啞あ然ぜんとするベルトルトが本来の人間の姿を取り戻もどし──どさりと腰を落とした。

　竜牙石によって形成されていた外骨格が溶とけ出していた。後に残るのは右みぎ腕うでを失い、力を使い果たして立つこともできなくなった男の姿。

「つまり失格ってことだ」

　短剣をフランカに返しながら、ユウキは呟つぶやいた。

　竜牙石は持ち主たろうとする人間の資質を測る。シュテファンやユウキを害そうとするベルトルトの強い意志、追い詰つめられた殺意は、確かに竜牙石の興味を引いたのだろう。

　さて、この男は自分が力を貸すに値あたいするか否いなか──と。

　そして結果は不合格。ベルトルトは石を失望させた。竜牙石を使いこなし更さらなる力を引き出そうとはせず、ただ頼たよるばかりだったからだ。それでいてユウキに傷一つつけられず、シュテファンにも一いち撃げきを入れられた。議論の余地なく不適格である。

　ユウキの狙いは、状じよう況きようをそこに持っていくことだった。ベルトルト本人を打だ倒とうせずとも、決着はつく。かくして思惑おもわく通り一つ片付いた、が──問題はもう一つ。

「よし、大部屋だ！　行け！」

　ユウキは事前の打ち合わせ通り指示を出した。フランカが兄を支えつつ、走り出す。

　一方、溶け出した竜牙石はベルトルトから独立し、巨きよ大だいな形をとりつつあった。

　ゆっくり三つ数えるほどの間に変態は完かん了りよう。その姿は、純白の──竜りゆう。

「あ、あ──」

　床ゆかを這はって逃のがれようとしていたベルトルトだったが、ずしんと響く足音とともに、その声が途と絶だえた。

「……むう、でかいな」

「《白雪の虚きよ竜りゆう》本来の姿だ。感心してないで、早くやれ。俺らも死ぬぞ」

「任せておけ。──落ちよ！」

　ティナの声と同時に虚竜の足元が大きく陥かん没ぼつした。数メテルの深さだが、この巨きよ体たいの動きを止めるには十分だろう。いずれ抜け出してくるだろうが、時間稼かせぎにはなる。

　虚竜は怒いかりの咆ほう哮こうを上げた。声に応じ、これまでは王を畏おそれるように身を隠していた虚きよ獣じゆうたちがその姿を現し始める。

「──やばいな。急ぐぞ！」

　ユウキとティナは、フランカたちの後を追って走り出した。

　ティナにはもう全員を転移させるだけの神力ウイスは残っていない。なので、余力は虚竜の足止めに使い、別の方法で脱だつ出しゆつする作戦である。

　そう──この階層には、一気に地上近くまで帰れる手段があるのだ。虚獣も虚竜も置き去りにして、引き上げてしまえばいい。

「転移装置の神力ウイスを感じるぞ。──あそこだ！」

　ティナは大部屋へ駆かけ込み、壁の一角に取りついた。

「な、何が、あるんですか？」

　息を切らせたフランカが尋たずねた。

「例の転移装置の片割れだ。ほら、その石せき碑ひ」

「……私が調べたときは、妙みような部分はなかったが」

「使うには条件があるんだよ。──ティナ、頼たのむ」

「うむ。とりあえず起動させて、この階層の人間を全員第三層に跳とばすよう設定する」

　ティナがそう言った瞬間、ユウキはふと違い和わ感を覚えた。

　何か──何かが、おかしくないか？

　そしてすぐにその答えに気付く。こちらの転移装置は休きゆう眠みん状態のはず。

　なのに先刻、ティナは『神力ウイスを感じる』と言っていた。つまり──

「……バカな」

　ティナが呟いた。

「どうしたの？　まさか、動かないとか……」

　フランカが不安そうに眉まゆを曇くもらせた。

「違ちがう。転移は可能だ、けど──なぜかティナが触ふれる前から既すでに起動されていた。設定も固定されている」

　やはりそうか。ユウキは努めて冷静さを保ちながら、問いかけた。

「なぜそんなことに──と訊きいても無駄だろうな。このままだと俺たちはどうなる？」

「設定の通りに転移される。転移先は第三層。転移範囲は──この階層の人と虚獣全て」

「…………」

　その意味を理解すると同時に、すうっと腹の底が冷えるような気分を覚えた。

　自分たちに加え、この深層の虚獣と《白雪の虚竜》を、第三層──つまり、街にほど近く、新米を含ふくめた多くの探たん索さく士がうろつく階層へ。

「……大惨さん事じになる」

　シュテファンがぼそりと言った。

　同時に虚獣たちが部屋になだれ込んできた。虚竜の足音であろう地じ響ひびきも、徐じよ々じよに近づいてきている。

「ティナ、転移の中止か、設定の変へん更こうは!?」

「無理だ！　もう間に合わ──」

　瞬間、ぐらりと景色が揺ゆれ、部屋が強い光に包まれた。
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　視界はすぐに戻ってきた。

「────っと」

　一、二歩たたらを踏んで、ユウキはすぐに体勢を立て直した。

　手を突ついた石いし壁かべには光石の照明が取り付けられている。間違いなく第三層。

　通路の形状から判断して、上り階段、そして例の転移の石碑の近くだ。

　目の前に驚おどろいた顔の男の子が立っていた。

「え、え？　ユウキ先生……？　今、どこから──」

「よけろ！」

　ユウキは飛びついて引きずり倒たおした。そのすぐ上を巨大な蛇へびの頭が通過する。

　一瞬でも遅おくれていれば、彼はその上半身を失っていただろう。

「な──なに、あれ……」

　通路の奥に視線を向けた男の子は、驚きの声を上げた。

　巨きよ木ぼくほどもある胴どうから無数の頭を生やした蛇が、ゆらゆらと揺れている。もちろん、第三層に生息しているような虚獣ではない。

「エドガー、お前、ここで何やってんだ？」

　敵から目を離さず、ユウキは見知った初等訓練生に問いかけた。

「え、あの、今日は迷めい宮きゆうの中を見ることになってて……ボクは、三階に降りる階段見つけたから、一人で、た、探検に……」

「他の奴やつらも、上に居るんだな？」

「う、うん」

「なら、第二層へ戻って、すぐに皆みんなと迷宮を出ろ。そして入り口の騎き士しに化物が出たと連れん絡らく。　──よし、行け！」

　エドガーは駆けて行った。

「……さて、俺はどうしたもんかね」

　ユウキは呟いて、多頭蛇に相対する。

　騒さわぎはすぐに地上へ伝わる。《誓せい約やく団》や、場合によっては剣使徒デユエリストも出張ってくるはず。事態の収拾自体は不可能ではない。ただ──それまでにどれだけの犠ぎ牲せいが出るか。

　損得でいえば、余計なことを考えず脱出するのが一番いい。しかし、ユウキはためらいを覚えていた。

「──む、そこに居るのは、ご主人か！」

　そのとき、背中から聞きなれた声がした。

　ユウキは振ふり返り──そして、げ、とうめきを漏もらす。ティナが興奮した虚獣を引き連れてパタパタと走ってきたからだ。数は三頭。見た目は大きな牛に似ているが──

「わ、ひゃっ！」

　ティナが悲鳴と共に飛び上がった。

　──そう、牛はこんな風に炎ほのおを吐はいたりはしないだろう。これも深層の虚獣だ。

　小さな獲え物ものの落ち際ぎわを別の一頭が角で引ひっ掛かけ、さらに空中高く放ほうり投げた。

　ユウキは落下点に入って、神しん姫きの体を受け止めた。

「おお、上う手まいぞ！」

「……お前な、走って逃にげ切れるわけないだろ」

「襲おそわれてるパーティーが居たのでな、ティナの方に引きつけたのだ。《聖盾スキユータム》に護られたティナは、囮おとりには最適だからな！」

　確かにあれだけの攻こう撃げきを受けても、傷一つついていない。

「…………」

　囮、か。

　こいつは当たり前のように、他人を救おうとする。迷いなどなく。損得抜ぬきで。

　──ああ、くそ。何だろう、この感情は。

「さて、この状況、神姫としてなんとかせねばならん、が……え──？」

　ユウキはティナを抱かかえたまま、前方に向かって走り出した。獲物を横取りされた火か炎えん牛たちは、怒りの唸うなり声とともに追ってくる。

「ご、ご主人、前にも虚獣が、わわ──！」

　腕うでの中のティナが悲鳴を上げるのを無視し、加速する。

　多頭蛇はなぜか自ら飛び込んできた人間を捕ほ捉そくするべく、頭の一つを襲いかからせた。

　カッと開いたその口と毒どく牙がが眼前に迫せまり、そして閉じられる直前──ユウキは横に跳とんだ。そのまま壁面を数歩蹴けり、通路に座した多頭蛇の脇わきの、わずかな隙すき間まを駆け抜ぬける。

　全力で獲物を追っていた火炎牛も、多頭蛇が勢いよく伸のばしていた首も、それについて来ることはできなかった。

　凄すさまじい衝しよう突とつ音。続いて熾し烈れつな殺し合いを始めた虚獣たち。

　背後の気配が遠ざかり、安全圏けんに抜けるまで、ユウキは走った。

「すごい身のこなしだな！　かっこいいぞご主人！」

「……そりゃ、どうも。とりあえず、この階層の転移の石碑を見に行くぞ」

　十分な距きよ離りを取ったのを確かく認にんし、ようやく足を緩ゆるめる。

　ほとんどの虚きよ獣じゆうには、人間だけを選んで襲う習性も知性もない。強力な虚獣が多数集まれば、当然争いや共食いが起こるわけだ。

　二人は第二層へ上る階段の前にやってきた。

　既に強力な虚獣があちこちで目もく撃げきされているのだろう。引き返す探索士が殺さつ到とうして、かなり混雑している。エドガーたちはもう避ひ難なんできただろうか。

「──そういや、俺たちや虚獣は、この階層全体に拡散して転移されたのか？」

「拡散というか……転移先の物体に重ならぬよう、再実体化の際に配置し直されるのだ。だから壁かべに埋うまって出現したりはせぬわけだな。原理はティナも知らぬが」

　肩かた車ぐるまでユウキの上に乗っかったティナが答えた。

「今回は数が多かったから、結果的に広こう範はん囲いにばらけたのだろう」

　とすると、フランカやシュテファンもこの階層のどこかに居るわけだ。

　階段を通り過ぎ、ようやく辿たどり着いた転移の石碑には大きな布が掛けられていた。おそらく、人の手に触れさせないためだろう。周辺には虚獣の姿も見張りの人ひと影かげもない。

　肩かたから降りたティナが布を捲まくり上げ、ぺたぺたと石に触さわって調べ始める。

「どうだ？　虚獣だけを第六四層に送り返したりできないか？」

「むー、やはり無理だな。起動はしており神力ウイスも通っているが──こちら側は受け取るだけで、送り出す機能はついておらぬ」

「やっぱ、一方通行か──。結局、人間が退治していくしかないんだな」

「それよりも生存者の救出だ。フランカたちも気になる」

「ま、な」

　ふう、と息をつく。

「──とりあえず、方針を立てるぞ。まずティナ、お前、その石せき碑ひを喰くえ」

「え……？」

　意味がわからなかったのか、ティナはぱちぱちと目を瞬またたかせた。

「神力ウイス空っぽの神姫が何の役に立つんだよ。神力ウイスが通ってるなら、それも神遺物レリクイアとして取り込めるはずだ。違ちがうのか？」

「あ……そうか、そうだな！　賢かしこいぞ、ご主人！」

　神姫が手を触ふれると、大きな石碑が光の粒つぶとなって消しよう滅めつする。

「ふむ……大量転移でほとんどを消費しているが──それなりのことはできそうだな。うむ、力が湧わいてきた！　次はどうするのだ、ご主人！」

「この階層にある神力ウイスを探さぐれるか？」

　ユウキは石碑に掛けられていた布を取り、二つに裂さきながら言った。

「可能だが……探ってどうする？　探たん索さく士は大たい抵てい神遺物レリクイアを持ち込むし、壁の光石も反応するから、無数に感知されるだけだぞ。あ、もしやこの隙すきに売り物として回収──」

「違ちげぇよ。できればやりたいけどな。──拾うのは、特大の反応だけでいい。おそらく、圧あつ倒とう的てきにでかい神力ウイスがあるはずだ、それも二つ」

「む……」

　ティナは軽く目を閉じ、集中する。

「た、確かに。そうか、一つはあのシュテファンの竜りゆう牙が神器だな。もう一つは──」

「《白雪の虚きよ竜りゆう》だよ。あれ、要するに竜牙石の別形態だからな」

　ユウキは布の一枚をティナに手て渡わたした。すっぽりと彼女の体を包めるくらいの大きさだ。

「フランカの捜そう索さくを優先する。でも《誓約団》の手には負えないだろうから、《白雪の虚竜》も俺たちで何とかする。ここから上に向かわせるわけにはいかないしな」

　ひどく懐なつかしい感覚だった。もう忘れてしまったかと思っていた。

　心が澄すんでいく。フランカを、子供たちを、弱き者たちを──ただ護るために。

　許してくれよ、と、ユウキは小さく呟つぶやいた。普ふ通つうに生きる方法を教え、最さい期ごに自分を解放してくれた〝彼女〟に向かって。

　──この一度だけ、俺は昔の俺に戻もどる。
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　ベルトルトは歯を食いしばりながら、壁にすがって歩を進めた。

　圧死は何とか免まぬかれたものの、虚竜に右足を踏ふみ潰つぶされていた。竜牙石が離はなれてみれば、右みぎ腕うでは失われたまま。そして武器もない。

「ああ、くそ、いてえいてえいてえいてえいてえよ畜ちく生しよう死ね死ね死ね死ね……」

　呪じゆ詛その言葉を吐きながらも移動をやめないのは、のんびり救きゆう援えんを待っていられるような状じよう況きようではなかったからだ。

　周囲が危険な虚獣で溢あふれかえっている。

　先ほどまで自分が居たのは第六四層だった。それは間ま違ちがいない。

　しかしここはかなりの上層。地形から判断しておそらく第三層だ。どういう理由かわからないが、虚獣たちごと跳ばされてきたらしい。

　こんなところで死んでたまるか、とベルトルトは思う。

　まだまだ金を稼かせぎ、美う味まいものを喰い、上等な酒を吞のみ、いい女を抱だきたい。

　そう、自分はこの街有数の探索士。こんなところで終わっていい存在ではないのだ。

　自らを鼓こ舞ぶしながら、角を曲がった瞬しゆん間かん──壁を這はっているムカデと目が合った。

　無論、深層の虚獣の一種だ。体長はおそらく三メテルを軽く超こえている。

「ひ──」

　ベルトルトは飛び退すさろうとして、尻しり餅もちをついた。

　大ムカデは獲物を認識したようだった。大きく体を持ち上げ、覆おおい被かぶさってくる。死に物狂ぐるいで暴れるが、無数の脚あしでがっちりと押さえ込まれた。

「ひぃ、ひぁああああああああああああああぁぁぁっ！」

　迫り来る毒牙に悲鳴を上げたとき──周囲を強きよう烈れつな冷気が包んだ。

　大ムカデは一瞬体を硬こう直ちよくさせ、動きを止めた。脚の力が緩む。

「早く抜け出して！」

　女の声が聞こえた。言われるまでもなく、ベルトルトは必死で這い出している。

　同時に虚獣の姿が燃え上がり、あっという間に炭と化した。

「怪け我がは──」

　救いの神は二、三歩駆かけ寄り──なぜか目を見張って言葉を途と切ぎれさせた。

「ああ、助かったぜえ。お前、神術師か。できれば治ち癒ゆを……」

　と、そこでベルトルトも気付く。壁の光石に照らされた顔は──あの娘むすめだった。

　心臓が縮みあがった。

　自分は丸まる腰ごしで、しかも尻餅をついている。そして娘むすめは一〇歩を置いて正対している。

　消し炭にするのも、首を捻ねじ切るのも、足だけ切断したうえで放置するのも──神術ならば自在にできる距離だ。

「な、なあ、お前、えっと、フランカだったか？」

「…………」

「ち、ちょっと、落ち着いて話し合おうぜ。ほら、お、俺様、大おお怪け我がしてるしな」

「……黙だまって」

「俺様さあ、後こう悔かいしてるんだよ。ほ、ほんと、調子に乗ってた。そ、そうだ！　俺様を裁きにかけたいんだろ？　や、約束する、ここを出られたら自分から出頭して──」

「黙ってって言ってるでしょう！」

　ベルトルトは沈ちん黙もくする。

　しばらく険しい視線を向けながら歯を食いしばっていたフランカだったが、やがて天を仰あおぎ──

「あ、あああああああああああああああああああああああああぁぁぁっ！」

　慟どう哭こくするように、自分の感情すべてを吐はき出してしまうかのように、叫さけんだ。

　そして──再び口を開く。

「……怪我は？」

「え、あ？」

「場所です。怪我したのはどこですか？」

「こ、この腕うでと、右の足だ」

　フランカは神しん珠しゆを取り出して大おお股またで歩み寄る。一瞬体を緊きん張ちようさせたベルトルトだったが、彼女は事務的な手つきで治癒神術による処置を施ほどこしただけだった。

「……出血を止め、痛みを消しました。応急手当てですが、とりあえず動くことはできるはずです。階段の方に避難して下さい」

「あ、ああ。──あ、いや、ちょっと肩を貸してくれねえか？　足の感覚が無くて、頼たよりねえし、俺様、丸腰だから、虚獣に出くわしたら無む抵てい抗こうで殺されちまう。それじゃ、せっかく治ち療りようしてくれた意味もねえだろ？　な？」

「…………」

「階段近くまででいい、頼たのむ、この通り」

　大げさな仕草で拝んでみせた。虫がよすぎるという自覚はある。ただ、この状態で一人で行動するのは、危険が大きすぎる。ダメでもともとだ。

　無言だったフランカだが、やがて小さくため息をついた。

「……わかりました。摑つかまって下さい」

「お？　おお、悪いな」

　いささか拍ひよう子し抜ぬけした気分で、ベルトルトは少女の肩に手を回す。

　頼んでおいて何だが──この娘、もしかしてバカなのか。下層で自分が殺されかけたのを忘れたのだろうか。この状態なら、左手一本でも首をへし折れる。無防備すぎるだろう。

　──あ、いやいや、落ち着け。とりあえず、この階層から脱だつ出しゆつする方が先決。小娘の処しよ遇ぐうは生せい還かんの目め途どを立ててからだ。

　お互たがい無言のまましばらく歩く。

　ところどころ壁の照明が破損しているせいで、妙みように薄うす暗ぐらかった。あらかた避難したのか、他の探索士の姿はない。やがて、十字路が見えてきた。

「……止まって」

　フランカが言う。ベルトルトも察した。角の向こうから何かが来る。

　足音、声──発する気配が明らかに人間のものではなかった。虚きよ獣じゆうだ。おそらく大きい。

　こいつの神術で倒たおせるだろうか？　ベルトルトは横目で娘を見る。

　腕は悪くないようだが、もし一いち撃げきで葬ほうむり去されなかった場合死ぬのはこちらだろう。であれば、囮おとりとしてこいつを残し、一人で逃にげたほうがまだしも得策かもしれない。相手の腹が減っていれば、多少の時間稼かせぎにはなるはずだ。

「……時間を稼ぎます。一人で逃げてください」

　フランカは短たん剣けんを抜ぬいた。

　聞き間違いかと思った。自分からそんなことを言い出す奴やつが居るか？

「あなた、戦えないんでしょう？　だったら他に道はない」

「い、いいのか？」

「仕方ないでしょう！」

　フランカは泣きそうな顔で怒ど鳴なった。

「あなたは許せないけど、でも、ここであなたを見捨てたら、兄さんに何も言えなくなるんです。──行ってください。それから、さっき、自ら出頭すると言いましたよね。もし、生き延びられたのなら、その言葉を守ってくださると嬉うれしいです」

　守るわけないだろう、バカが──そう嘲ちよう笑しようを叩たたきつけてやろうとしたが、なぜか、ためらいを覚えた。

　ベルトルトは物心ついたときから一人だった。裏通りで泥どろをすすりながら生き延びてきた。彼の灰色の世界にはただ彼一人しか存在しておらず、自身を護まもるためなら何でもやった。それが当たり前で、疑ったこともなかった。

　しかし、このフランカとかいう娘は違うらしい。色いろ鮮あざやかな世界で大勢の人間に囲まれ、護り護られながら生きている。そのことがわかる。見ている景色が違うのだ。

　不意にベルトルトは胸に不快な痛みを覚えた。それは、もしかしたら自分は取り返しのつかない失敗をずっと犯し続けてきたのではないかという、疑念のような恐おそれのような何かだった。

「何をしているんですか！　早く！」

　さらに促うながされて、ようやく動き出そうとしたとき──

「ギ、グェアアァァァッ！」

　突とつ然ぜん、断だん末まつ魔まの悲鳴が響ひびきわたった。そして巨きよ大だいな何かが死に物狂いで暴れる音。

　立ちすくむ二人の目の前、曲がり角から、原形を留とどめていない肉にく塊かいがよたよたと歩み出、そしてぱたりと倒れて動かなくなった。

「兄さん……」

　現れた人ひと影かげを見て、フランカがほっと息を吐く。槍やりを手にしたシュテファンだった。

　シュテファンは無表情のまま二人に視線を向ける。

　ベルトルトは一瞬全身を緊張させたが、すぐに自分が彼にとってもはや意味を持たない存在となっていることに気付き、屈くつ辱じよくと劣れつ等とう感を覚えた。

「──邪じや魔まだ。さっさと去れ」

「に、兄さんは？」

「取り残された探たん索さく士を避ひ難なんさせつつ、虚獣を掃そう討とうする。《誓せい約やく団》としての義務だ」

「怪我してるのに、たった一人で……無茶です！　私も行きます！」

「足手まといにしかならない」

　シュテファンの返答はにべもなかった。

「お前はもう、神珠を使い果たしているだろう？　その小こ袋ぶくろに重さが感じられない」

　ベルトルトは驚おどろいてフランカに目をやった。

　確かにその腰こしの麻あさの小袋──神珠入れはぺたんと潰れ、頼りなさげに揺ゆれているだけだった。

「お前──もしかして、最後の一つを俺様の怪我に使ったのか？」

　そして、神珠も無しに、虚獣の足止めをしようと思ったのか？

　父の仇かたきを逃がすために？

　フランカは無言の肯こう定てい。

　──呆あきれるくらいの愚おろかさだ。ベルトルトのような人種は恩義など感じない。そんな真ま似ねをしても利用されるだけだと、なぜ気付かないのだろうか。

　こいつは長生きできない。絶対に。

「可能なら、あのガラクタ屋と合流しろ。奴なら足手まといでも護ってみせるだろう」

「でも、兄さんは──」

　フランカが何か抗こう弁べんしようとし──その瞬間、シュテファンは目を見開いた。

「後ろだ！　避よけろ！」

　え、と口を開けたまま、固まるフランカ。

　ベルトルトの方は彼女に先んじて動くことができた。肉体を使って殺しあう修練を積んだ者と、そうでない者の差だったのだろう。

　──俺様は死にたくねえ。

　刹せつ那なのうちに思考する。

　──何があっても、誰だれを犠ぎ牲せいにしてでも、絶対に死にたくねえ……と、そう考える人間だったはずなんだが、な。

　ベルトルトは残された左ひだり腕うでに全力を込こめ、隣となりの少女の体を突つき放す。

　そして思う。ああ、なるほど……これはなかなか悪くない気分だ。




　最さい期ごの景色は、少しだけ色鮮やかだったような気がした。
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「──いたっ！」

　突然、ものすごい力で突き飛ばされ、フランカは地面に転がった。

　次の瞬しゆん間かん、すぐ耳元を風が通過し、水の詰つまった皮袋が破は裂れつするような音とともにベルトルトの姿が消失する。

　いや──消えたのではない。巨大な尾おの一撃によって吹ふき飛ばされたのだ。彼の体は遥はるか通路の向こうの方まで低い放物線を描えがき、湿しめった音を立てて三度ほど地面を跳はね、そして動かなくなった。

　フランカを振ふりほどき、一人で逃げ出そうとしたのか──あるいは、まさか、彼女を庇かばったのか。いずれにしても、苦しむ暇ひますらなかっただろう。

「て、天意の書にその名の記されんことを──」

　フランカは半身を起こしたまま、無意識に祈いのりの言葉を呟つぶやく。同時に怒ど声せいが飛んできた。

「呆ほうけるな！　立って、下がれ！」

「え、あ……」

　風切音とともに巨大な爪つめが振り下ろされる。しかし投じられた槍に弾はじかれ、フランカの頭部に到とう達たつする前にその軌き道どうを変えた。

「──戻もどれ、《碧ア水ム長ニ槍ス》」

　壁かべに突き立った槍が搔かき消え、シュテファンの手の中に再び現われた。

　二人の目の前に居るのは──巨大な竜りゆうだった。

　体高一〇メテルに迫せまろうかというその大きさ、そして発散している気配──一目で他の虚獣とは格が違うと知れる。

　美しい純白色の鱗うろこに覆おおわれた巨きよ体たいが、獲え物ものたちの抵てい抗こうを認めたようだ。不ふ機き嫌げんそうに身を揺すり、ゆっくりと動き出す。

　シュテファンは静かに槍を構えた。
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　長年、シュテファンの暗い感情の源であった仇は、あっけなく死んだ。

　目の前の竜──《白雪の虚きよ竜りゆう》に殺されたのだ。

　下層で見えたときはゆっくり観察する余よ裕ゆうもなかったが──向き合っただけで覚える威い圧あつ感が尋じん常じようではない。

「時間を稼かせぐ。逃げろ」

　シュテファンは背後に向けて言った。何やら抗こう議ぎの声が返ってきた。

「私の意志を、無む駄だにするな」

　今度は沈ちん黙もく。そして駆かけ出し遠ざかる気配。そう、それでいい。

　不思議なほど心は落ち着いていた。

　ベルトルトは確かに憎にくかった。だが多分、抱いだいてきた想おもいの本質はそこではない。

　おそらく──自分は悔くやしかったのだ。護りたいものを護れなかったことが。己おのれの無力が。

　その感情に折り合いをつけるために、ずっともがいてきたのだろう。

　──だから今、それを取り戻す機会を得たことを、神しん姫きに感謝する。

　シュテファンは前に出て、鋭するどい呼気と共に《碧ア水ム長ニ槍ス》を繰くり出した。狙ねらいは足首。何とかして動きを止める。

　穂ほ先さきが閃ひらめき、竜の鱗を貫かん通つう──しなかった。かちんと音を立てて弾き返される。

「《聖盾スキユータム》……か」

　その概がい念ねんは知っている。ベルトルトのときは浅いなりに傷をつけられたが、今は痕あとすら残せていない。自分の腕うでが足りないのか、《碧ア水ム長ニ槍ス》の力が及およばないのか。

　竜が見下ろす。その目には獣けものを超こえた知性と、そして嘲あざけりの色があった。

「……楽しいおもちゃでも見つけたつもりか、化物め」

　シュテファンは小さく息を吐はき、槍を構え直す。と、次の瞬間、吹き飛ばされていた。

　前まえ脚あしの一撃だと喰くらってから気付いた。ほとんど視し認にんすらできない速度だった。

「か──は……っ！」

　うめき声を上げながら、どうにか立ち上がる。

　虚竜は大きく口を開いていた。喉のどの奥に白い輝かがやきが凝ぎよう集しゆうしていくのが見えた。

「……ここまで、か」

　彼は小さく呟いた。
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　フランカは駆け出していた。逃げるためではなく、助けを呼ぶために。

（お願い、ユウキさん──助けて！）

　脳のう裏りに浮うかぶのは、どこかやる気なさげで、でも誰より信しん頼らいできる彼の顔。

　しかし、いくらもいかないうちに背後からの衝しよう撃げきに突き転ばされる。

　同時に視界が真っ白になり、極低温の暴風が荒あれ狂くるった。

　何度か床ゆかと壁に叩きつけられたところで、ようやく風が収まった。

　咳せき込みながら、顔を上げる。わんわんと耳鳴りがうるさい。意識が朦もう朧ろうとする。

　──でも、まだ動ける。

　力を振り絞しぼり、フランカはどうにか二本の足で立ち上がった。

　白く煙けむる周囲の景色がゆっくりと鮮せん明めいになっていく。

　石いし壁かべが抉えぐれ、通路の形が変わっていた。

　ブレス──人間の攻こう撃げき神術などはるかに上回ると言われる、虚竜の吐と息いきだ。

「噓うそ……兄さん……」

　余波だけでこの威い力りよくだ。直撃を受けたシュテファンは、もう──

　膝ひざの力が抜ぬけ、その場にへたり込みそうになった、そのときだった。

「……ふふん、トカゲ風ふ情ぜいの攻撃が神姫に通用するものか」

「威張んな。ギリギリだっただろうが」

　まだ白くぼやけた向こうの方、フランカと虚竜とのちょうど中間あたりに──正体不明の影かげが二つ立っていた。

　共にローブ、というか、布のようなものをまとっているので、顔や体形はよくわからない。人間の大人と子供のように見える。

　大きいほうの影が肩かたに担かついでいるのは──兄さん、だろうか？

「それでも、こやつを助けられたのだ。上出来であろう？　少しは褒ほめよ」

「終わったらな」

　まさか障しよう壁へきを張って、ブレスを弾いたのか？

　ありえない。どんな熟練の神術師でも、あの威力を防ぎきることなど不可能だ。できるとすれば、もはや人ではない。

　いや──さっき、小さい方は何と言った？　神姫？　なら、もしかして──

「……神姫様と、剣使徒デユエリスト様？」




　幼いころ。

　病気がちだった母は、フランカと、ときどき家を訪おとずれるシュテファンにベッドの中で物語を読み聞かせるのを習慣としていた。

　兄は、剣使徒デユエリストたちの勇ましいお話が好きだった。

　フランカは最初のうち興味を持たなかった。しかし、たまにしか顔を合わせない兄と楽しい時間を分かち合いたくて、我が慢まんして一いつ緒しよに耳を傾かたむけた。

　そのうち、彼女もその魅み力りよく溢あふれる活劇が大好きになった。

　迷めい宮きゆうで探たん索さく士が危機に陥おちいったときは必ず助けに現われる──そんな英えい雄ゆうの物語が。




　ああ、もう大だい丈じよう夫ぶなんだ。

　──そんな思いを最後に、フランカは意識を失った。
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　二人とも胸は緩ゆるやかに上下している。気絶しているだけだろう。

　ユウキは安あん堵どの息をついた。何とか間に合った。

「時間をかけるでないぞ、ご主人。神力ウイスに余裕はない。そうそう何度も防げぬ」

　虚竜を確実に拘こう束そくしたり、強制転移をさせるだけの神力ウイスは確保できなかった。

　なので、力はすべて防ぼう御ぎよに注ぎ込むことにする。具体的には、相手の攻撃をほぼ遮しや断だんする防御壁へきを数度。おそらくは、それで限界だ。

「善処するよ。ちなみに──」

　ユウキは通路の先にいる、白い巨体に視線をやった。

「奴やつの神力ウイス、感じられるよな？」

「無論だ。この距きよ離りなら、ビリビリと伝わってくる」

「どのあたりに一番強く感じる？」

「首、だな。──聞いてどうするのだ？」

「力の源は、すなわち弱点でもあるってこった。──さて、んじゃ始めますか」

　ユウキは敵に向かって語りかける。

「よお、こんな階層で暴れまわるのは反則だぞ？　《白雪の虚竜》。反省してたらおとなしく倒たおされてくれねえかな？」

　返答は敵意のこもった咆ほう哮こうだった。

「そう言うと思った。まあ、だいぶ体なまってるけど、ちょうどよさげな武器もあることだし、ちょいとお借りして──」

　ユウキは呟きながら槍やりをくるくると回す。シュテファンの《碧ア水ム長ニ槍ス》だ。

「じゃ、始めるか」

　そして、小さく笑い、手に持った武器に呟く。

「怒おこるなよ。今は俺に力を貸せ。第二階かい梯ていまででいい。──あの白いの倒さないと、お前の主人も死ぬぞ？　いい使い手に育つ前にな」

　槍は渋しぶるように一いつ瞬しゆん震ふるえ──そしてゆっくりとその姿を変え始める。

　そのとき、虚竜が勢いよく突とつ進しんし、前脚を振ふった。鋭い爪をかわしざま、ユウキは《碧ア水ム長ニ槍ス》を一いつ閃せんさせる。血が迸ほとばしり竜が苦痛の声を上げた。指を一本、落とされたのだ。

「こっからは《聖盾スキユータム》の護まもりは通じないぜ。実力で勝負しろよ」

　手の中の槍は、変化を終えていた。無機的で簡素なものから、一回り大きくどこか生体を思わせる曲線的な形へ。

　竜りゆう牙が神器はさまざまな武器の姿を取るが、共通しているのは『階梯』と呼ばれる三つの段階があるということだ。第一階梯では、単に人間の作るものより遥はるかに性能がいいというだけ。第二階梯からは自ら神力ウイスをまとい、相手の《聖盾スキユータム》を切り裂さくことができるようになる。むろん、破は壊かい力も格段に向上する。

《白雪の虚竜》がガッと牙きばを剝むいてユウキを睨にらみつけた。本気になったようだ。

「……さて、ようやく本番だな」

　虚竜の武器は爪、牙、尾お、そしてブレス。

　ここの通路は巨体が暴れるのに十分な広さがあり、そして割れた石いし畳だたみや崩くずれ落ちた石壁がユウキの動きを阻そ害がいする。地の利は虚竜の方にあるだろう。

　ならば──無理な勝負をかけず、まずはティナたちから遠ざけたい。

「ほらよ、こっちだ」

　ユウキは側面に回り込んで、左の後ろ脚を執しつ拗ように攻撃した。怒いかりの声を上げて虚竜が鉤かぎ爪づめや牙で反撃しようとするたび、少し後退。それを繰り返し、じりじりと誘ゆう導どうしていく。

　限界まで引きつけるため危険度は高くなるが、その甲か斐いあってこの作戦は効果を発揮した。怪け我が人たちから、かなりの距離を引き離はなすことに成功する。

（そろそろいいか）

　ここからは型を切り替かえ、攻こう勢せいに転じる。

　踏ふみ込んで、虚竜の腿ももを貫つらぬく。純白の鱗うろこが赤黒く染まり、苦痛の悲鳴が上がる。

　これまで通りなら一度引くところだが──ユウキはさらに一歩を踏み込んだ。

（反撃に合わせてもう一撃──！）

　巨きよ大だいな爪が振り上げられる。呼吸を測ってユウキが槍を構える。

　と──虚竜は不意に前脚をたたみ、体を勢いよく半回転させた。

　太い尾による強きよう烈れつな薙なぎ払はらい。

「────！」

　誘さそいの餌えさをまきつつ大きな一撃の機会を狙ねらっていたのは、相手も同じであったらしい。

　意表を突つかれ、反応が遅おくれた。かわせるか──？

　瞬間、虚きよ竜りゆうの尾は見えない壁かべにぶつかったようにその方向を変えた。予期しない衝撃に、巨体が大きくよろける。

　その隙すきにユウキは地面を蹴けった。反対側に回り込む。

「──無事か!?」

　ティナが大声で叫さけんだ。

　倒れた二人からはかなり前進した位置で、こちらの様子を窺うかがっている。

「バカ！　出てくんな！」

　ユウキは思わず怒ど鳴なった。

　神力ウイスをまとっている虚竜は、他の虚きよ獣じゆうとは一線を画した異質な存在だ。その攻撃は神しん姫きにも届く。《聖盾スキユータム》の護りが通用しなければ、ティナはか弱い少女と変わりない。

「バカとは何だ！　少しは感謝せぬか！　アホご主人！」

　むっとした様子で、神姫は怒鳴り返した。

「感謝してるよ！　今のは助かった！　でも、引っ込んでろ！」

　虚竜の顎あごが嚙かみつきに来る。ユウキは後ろに飛んで、ぎりぎりのところでかわした。

「頼たのむから、来るな！　今度は……今度こそ、俺に、ちゃんと護らせてくれ」

　気付いたときには口走っていた。

　それは本来表に出すつもりのなかった言葉であり、想おもいだった。

「…………」

　その声に何かを感じたのか、ティナは一度口を噤つぐむ。──が、すぐに言った。

「断る。バカにするな。──いいか、ご主人。ティナは護られたいのではない。共に戦いたいのだ！」

　鉤爪の一撃。槍で強ごう引いんに払いのける。そのまま、ティナのそばまでユウキは下がる。

「障壁の余力はあと一度……いや、二度だ。ご主人がこのまま後ろで護っていろと言うならそうするが、その理由が『危ないから』なんてのは、我慢ならぬぞ。──さあ、教えろご主人。我らが勝つために、ティナはどうすればいい？」

　ふん、と鼻息荒あらく、ティナはユウキを直視する。

　その表情に──ユウキは一瞬心奪うばわれた。

「…………やっぱ、バカだ、お前」

　誤ご魔ま化かすように言い、なにおう！　と柳りゆう眉びを逆立てるティナをあしらいつつ、周囲の様子を分ぶん析せきする。崩ほう落らくした壁の──あのあたりは足場として使えるか。

　よし、終わらせるとしよう。

「……ティナ、俺が合図したら、障壁を張れ。全部で二回。一回目のは俺を護るように。二回目のは、俺に関係なく奴の鼻先一メテルの位置に、だ。できるか？」

「やる」

　頼むぞ、と言い置いて、ユウキは駆かけた。

　まず位置取り。攻こう撃げきを調節して、今度は奴の方を袋ふくろ小こう路じに誘い込む。

　要領は先ほど誘導したときと同じ。餌は自分自身。わざと壁かべ際ぎわに追い詰つめられ、敵を目的の場所に移動させる。当然ユウキの逃にげ場はなくなるが──

「今だ！」

　一度目の障壁。鉤爪をはじき返す。仕留めたと確信したところを邪じや魔まされ、虚竜は怒りと苛いら立だちの声を上げた。そのままユウキは壁沿いに走って距離をとる。

　虚竜の攻撃方法は、ある程度予測できる。近ければ牙と爪、少し離れれば尾、さらに遠くなればブレス。ブレスを吐はくときは、たいてい頭部が地面に近くなる。角度をつけて高所から放つより、床ゆか面めんと平行に放つ方がかわしにくくなるからだ。

　そして、仕留め損そこなった今、奴の意識は攻撃に傾いている。おそらく間かん髪はついれずに止とどめを刺さし直そうと考えるだろう。

　虚竜は頭を下げ、その顎を大きく開いた。

　計算通り。今、ユウキの斜ななめ前に足場がある。それを蹴って二、三歩壁へき面めんを駆け上がれば、頭部に飛び乗ることができる。

（よし──！）

　ティナに二度目の障しよう壁へきの合図を送ろうとする。

　が、その瞬間だった。突とつ然ぜん虚竜は頭を高くもたげ、ぐるんと後ろを向いた。

　ブレスの標的は──通路の向こう側に倒れている二人と、ティナ。

「────っ！」

　狙いに気づいたユウキは全力で前に走る。だが、間に合わなかった。

　白い閃せん光こうが奔り、冷気が荒あれ狂くるう。煙けむる視界の合間から、濁だく流りゆうにもまれる木の葉のように翻ほん弄ろうされ、壁に、床ゆかに叩たたきつけられる三つの人ひと影かげが見えた。

　絶望に陥りかけ──しかし、ユウキは踏みとどまった。

　それが見えるということは、ティナが最後の障壁をギリギリで発現させ、辛かろうじて方向をずらしたのだ。もし直ちよく撃げきしていれば、人間など原形を留とどめず砕くだけ散っているはず。

　だが、これで神姫の神力ウイスは尽つきた。どう立て直す？

　ほんのわずかの間、意識がそれた。そして虚竜に向き直ったとき──その顔がユウキの目の前にあった。背筋が凍こおった。

「やば──」

　最初から狙いはユウキだった。

　こいつは、ユウキが怪我人を庇かばいつつ戦う不利を正確に理解していた。そちらに狙いをつければ、集中力が乱れると計算したのだ。

　牙はかわしたものの、間髪いれず左右の爪の連撃。飛び下がったが、そこで動きが止まる。背中には冷たい壁の感かん触しよく。

　虚竜が嗤わらったように見えた。

　至近距きよ離りで口が開く。喉のどの奥に純白の煌きらめきが見える。

　──もう回かい避ひは間に合わない。
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「う……」

　地面を転がった衝しよう撃げきでフランカは意識を取り戻もどした。

　一瞬、天てん帝てい神の御み許もとに召めされたのかという考えが頭をよぎったが、周囲の景色は見覚えある迷めい宮きゆう内のもの。どうやらまだ、生きているようだ。

　一〇メテルほど向こうに、無残な遺体が転がっていた。兄さんか──と、一瞬心が冷えたが、すぐに違ちがうと気づく。虚竜に叩き飛ばされた、哀あわれなベルトルトのものだ。

　視界の端はしに、自分たちを救ってくれたあの正体不明の影が映った。

　常識を外れた体術と槍そう術じゆつをもって、信じがたいことにたった一人で虚竜と渡わたり合い、無数の傷をつけている。が、どうやら今は劣れつ勢せいのようだった。牙と爪の連続攻撃に、追い詰められている。

　何か神術で援えん護ごを──と考え、自分が神しん珠しゆを使い果たしていたことを思い出した。

（そんな──）

　もう打つ手はないのだろうか。何か、何か方法は──

「そやつの腰こしのところだ！　拾って使え！」

　横手の崩れた石材の下から、どこか聞き覚えがある少女の声が聞こえた。

　そやつ、とはベルトルトのことか？　腰に……何？

　何とか体を起こし、目をやって気づく。彼の腰に付いた袋ふくろが破け、光石や火打石などの小道具がこぼれている。その中に混じって、ひとつだけ──

「神珠？」

　それも、極きわめて質のいいものだ。おそらく一等格。

　剣けん士しであるはずの彼が、なぜそんなものを持ち歩いていたのだろうか──いや、疑問を抱いだいている余よ裕ゆうはない。

　駆け寄ろうとして足がもつれ、転てん倒とうする。フランカの体力は完全に底を突いていた。

　だが、そのとき、神珠に飛びつく影があった。

「兄さん──！」

　シュテファンは無言で神珠を投げ渡す。フランカは受け取り、そして振ふり返る。

　彼を──戦っているあの人を助けなければ。

　神珠の中のすべての神力ウイスを開放し、彼女は叫んだ。

「障壁！　あの人を護まもって！」
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　幾いくつかの幸運が味方した。

　ベルトルトに忍しのばせた神珠が、この場、その位置にあったこと。

　そして、それがティナではなくフランカの手に渡ったこと。

　神術師の神力ウイス利用の効率は、神姫に遠く及およばない。だが、神姫が一度神遺物レリクイアを分解して体内に神力ウイスを取り込まないといけないのに対し、人である神術師は人の意思に感応する神珠からなら、直接神力ウイスを取り出せる。

　つまり、この状じよう況きように限っては、フランカの方が早い。だから──間に合った。

　ユウキと虚竜の中間、ちょうどお互たがいから一メテルくらいの距きよ離り。ブレスにわずかに先んじて、障壁が展開された。

　フランカが全力を振り絞しぼったところで、その神術は虚竜のブレスを防ぎきるほどの強度を持ち得ない。一つ二つ数えるほどの間だけ押し留め、そして力を受けきれず、たわんで、弾はじけて、消える。

　──それで十分だった。

　押し留められ逆流した純白の吐と息いきが、渦うずとなって竜りゆうの顔面にまとわりつく。もちろん、それ自体にはさほどの殺傷能力もない。

　しかし──その極低温は空気中の水分を凍らせ、白く濁にごらせ、視界を確実に奪っていた。

《白雪の虚竜》は、一瞬、ユウキを見失ったのだ。

「こっちだよ」

　その隙に乗じてユウキは壁をけり、背後上方から頭に飛び乗った。

　虚竜は怒いかりの咆ほう哮こうとともに、首を撥はね上げる。それに合わせ、ユウキは飛んだ。

　狙いを定める。五メテル近くある長い首の、頭部から四分の一の場所。

「これで終わり──だ！」

　落下の勢いを利用し、ユウキはそこを《碧ア水ム長ニ槍ス》の一撃で正確に貫つらぬいた。

　竜りゆう牙が石せき──虚きよ竜りゆうの力の源が分厚い肉の中から体外に弾はじき出され、澄すんだ音をたてて迷宮の床に転がる。

「《碧ア水ム長ニ槍ス》が象しよう徴ちようするのは水流。雪を穿うがつには、ちょうどいいよな」

　飛び降りて、竜牙石を拾い上げながらユウキは呟つぶやく。

　ルゥおオオオぉおおオおォォォおぉオオ──！

《白雪の虚竜》は首を滅め茶ちや苦く茶ちやに振りたくりながら、断だん末まつ魔まの声を上げた。

　──が、すぐにそれも途と絶だえ、やがて巨きよ体たいが砂のように崩くずれ去った。
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　フランカもシュテファンも、座り込んだまま茫ぼう然ぜんとしている。

　崩ほう壊かいする虚竜を眺ながめていた謎なぞの人影は、やがてゆっくりと振り向き、無言のまま手の得え物ものを投じた。槍はシュテファンのすぐ横の石いし壁かべに突つき刺さり、そして、奇き妙みようなぐにゃぐにゃした姿から、本来の《碧ア水ム長ニ槍ス》の姿へと戻った。

「あの……あなた、は……？」

　フランカの問いには答えず、謎の人影は小さいほうの人影を抱き上げ、去って行った。

　──入れ替かわるように、おそらくは救助隊のものであろう声が近付いてきた。







　エピローグ
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「はい、ユウキとティナちゃんの取り分」

　店を訪ねてきたアルフレートは、そう言って数枚の銀貨を手て渡わたした。

「……取り分？」

　ユウキは目を瞬しばたたかせる。

「何の？」

「先日の虚竜騒さわぎの。通報したり誘ゆう導どうしたりしたんでしょ？　事態の収拾に尽じん力りよくしたということで、教会から褒ほう賞しよう金が出たんだ。僕はまったく役に立てなかったから、せめてパーティーの責任者として申しん請せいくらいはと思ってね。苦労に見合う額じゃないだろうけど」

「でも、おいしいご飯くらいは、食べられるんじゃないですか？」

「おお、いいな。やはりご飯はおいしくなければ！　ティナは食べに行きたいぞ！」

　少女たちは、すでに普ふ段だんの調子を取り戻している。

「俺、施せ療りよう院の治療代だけで赤字なんだけどなあ……」

　ユウキはぼやいた。

「まあ、そのうち慰い労ろうを兼かねて、みんなで何か食べに行こうか。奢おごるよ」

　苦く笑しようを浮うかべながら、アルフレートは言った。

「二人が迷宮に入ることになったのは、僕が余計なこと頼たのんだせいだしね」

「いえ、師し匠しよう。それを言うんだったらそもそも私が──」

「おっさんのせいでも、フランカのせいでもないよ。余計なこと提案したのは俺なんだし、自じ業ごう自得だ。──でもまあ、探たん索さくは当分ごめんだな。ぐったり疲つかれた」

　偽いつわらざる本音である。体力的にももちろんだが、精神的な疲ひ労ろうが大きかった。

　この一回の探索で神遺物レリクイアをどれだけ使ったか、計算するのも恐おそろしい。しかも利益はさっきもらった銀貨のみ。空前絶後の大赤字である。ボリスが生きていたら、殺されても文句は言えないだろう。

　フランカの父の遺品である一等格の神珠も、消費してしまった。使ったのはフランカ自身であり、それが結果的に一行の命を救うことになったのだが──それを本人にどう説明するかも頭の痛いところだ。




　事件からは一〇日ほどが経過していた。

　アルフレートは全すべてが終わったあと地上に帰き還かんし、事情を知って愕がく然ぜんとしていた。

　ユウキとフランカは施療院の世話になったものの、治ち癒ゆ術師たちの尽力の甲か斐いあって七、八日で退院できた。

　シュテファンは《誓せい約やく団》内の施療院に担かつぎ込まれたそうだ。退院した足でフランカが面会に行ったが、治療中ということで門もん前ぜん払ばらいだったという。

　事件の日、連れん絡らくを受けた教会と《誓約団》が選えりすぐった救きゆう援えん隊を向かわせたが、なぜか深層の虚きよ獣じゆうたちはほとんど全ぜん滅めつしていた。おそらく、お互いで殺し合ったためだろうと推測されている。

　結果的に、犠ぎ牲せい者は一〇名弱。いたましい惨さん事じではあるが、浅い階層に強力な虚獣が多数侵しん入にゆうしたという事態を考えれば、これは破格の幸運だったと言えるだろう。

　深層の転移装置に関かかわったとしてユウキたちは教会の聴ちよう取しゆを受けた。しかし結局、何が起こったのか明確になることはなかった。アルフレート、フランカはもとより何も知らず、ユウキとティナにしても、なぜ第六四層であんな転移が起こったのかは把は握あくできなかったからだ。ちなみにティナの能力や特性については秘したままである。

　第三層の転移装置はなぜか消しよう滅めつしていた。もちろんユウキに理由を公おおやけにする気はない。

　結局、原因不明の事故として五聖教会は終息宣言を出した。説明のつかない出来事は珍めずらしくない。迷宮とはそういう場所であり、探索士たちは不条理に慣れている。




「さて、そろそろお暇いとましようか」

　とアルフレートが立ち上がる。

「あ、はい。──えっと……」

「どうかした？　何か買っていくか？」

　何か切り出しかねている様子のフランカに、ユウキは尋たずねる。

「い、いえ、その……」

　フランカは眉み間けんに皺しわを寄せて、ユウキを見、そしてティナを見た。

　まるで、記き憶おくの中の誰だれかの姿と、照合でもするかのように。

「あ、あの……二人とも、ありがとうございました。──嬉うれしかったです」

　何についてかは言わなかったし、ユウキも問い返さなかった。

「──では、ユウキさん、ティナちゃん、また！」

　神術師の少女はぎこちない笑え顔がおを残して帰っていった。




「……フランカには、気付かれているのではないか？」

　ティナは渋しぶい顔で言った。

「証しよう拠こは残してないよ。しらを切り続けりゃいい。それにあいつは気き遣づかいのできる奴やつだからな。追つい及きゆうしてほしくなさそうな雰ふん囲い気きを感じれば、そう振ふる舞まってくれるさ」

　シュテファンの方はわからないが、少なくとも今のところ、何も言って来てはいない。

「そもそも隠かくす必要なかろう。ティナが神しん姫きだというのは混乱を招くからまだわかるとしても──ご主人が虚竜倒たおしたのを秘密にして、何の意味があるのだ？」

「……頼たよられたり、面めん倒どう事に巻き込まれたりが、嫌いやなんだよ。俺は、今の生活が気に入ってるんだ。商人としてのな」

「しかし──」

　ティナは口ごもり……そして、一つ息を吐はき出すと、話題を変えるように言った。

「フランカは、シュテファンと和解できるだろうか？」

「本人たち次し第だい。──ま、目はあるだろ。フランカの親父おやじさんを悼いたむ気持ちは同じだったわけだしさ」

　結局のところ、シュテファンは妹を迷めい宮きゆう探索やベルトルトのような危険から遠ざけておきたかったのだ。不器用で頑がん固こで身勝手で、態度にも色々問題があるものの、奴の方にも思いやりが無いわけではないのだろう。

　面会謝絶も、単に妹と顔を合わせるのが気まずいからではとユウキは推測している。

「ただ、シュテファンの立場はかなり危あやうくなるはずだ。パーティーが壊かい滅めつしたのは確かだし、何らかの形で責任は取らされる。まあ、あいつらにとって良い方に転がるのか悪い方に転がるのかは、わからないけどな──って、どうした？」

　ふと気付くと、ティナがまじまじとユウキの顔を見つめていた。

「いや、商人だの損得勘かん定じようだのと口にする割に、よく他人のことを気に掛かけているものだ、と。得がないことはやらぬのではなかったか？」

「……悪いかよ。それを言うなら、お前の方が百倍世話焼きだろうが」

「むろんだ。ティナは世のため人のために在る神姫だし、誰かの助けになれるというのは、それだけで嬉しいことだからな。ご主人は、そう感じぬのか？」




『護り救うとは、何を？』

　ユウキは尋ねる。

『人々を。そして世界を』

　彼女は当たり前のように答える。




「…………」

「？　どうした、ご主人？」

「似ても似つかないんだよな。容姿も、声も、性格も」

　一個の人格としての印象はまったく違ちがうのに。

「んむ？　何の話だ？」

「何でもない。──まあ、あれだ。このところ俺の調子が乱れがちなのは、お前のせいってことだよ。お節せつ介かい焼き」

「何を言うか。ティナのこの性格はご主人にも責任があるのだぞ？」

　不本意そうに言うティナに、ユウキは眉まゆをひそめた。

「それは、どういう意味でだ？」

「むー……ん、ちょうどいい機会かもしれぬな。少し、話をして構わぬか？　ご主人。長くなるかもだが」

「まあ、客の来るあてがあるわけでもないから、付き合ってもいいけどさ」

　ユウキは店を閉めて、食堂の卓たくに移動した。

「で、何だ、話ってのは」

「んー、どこから始めたものか……。そのな、こう見えても、ティナは普段から色々考えているのだ」

『こう見えても』などと注ちゆう釈しやくをつけるあたり、ある程度の自覚はあるらしい。

「で、考えた結果、色々と引っかかりを覚えた。ご主人について」

「俺について？」

「ここで暮らすうち、神姫というのが街人にとって、どういう存在なのかだんだん理解できてきた。つまり、軽々しく人前に姿を現さないということだ」

「最初からそう言ってるだろうが」

「しかし──ご主人自身は、ほとんど最初から、ティナの素す性じように疑問をもっていなかったようだがな？」

「……は？　何言ってんだ。自分のことを神姫様だなんて自じ称しようするガキに疑問をもたないわけないだろ。普ふ通つうはからかわれてるか、でなければ錯さく乱らんしてると判断する」

「そこで、気になることの一つめ。──なら、どうして自分の店に連れてきたのだ？」

　問い詰つめる調子ではない。ただ静かにティナは疑問を口にする。

「錯乱していると思ったのなら、さっさと施療院にでも放ほうり込んで専門家に任せてしまえばいい。ご主人自ら面倒を見る理由がない」

「…………」

「気になることの二つめ。ここでティナが最初に転移の奇き跡せきを見せたとき、神力ウイスに換かえるため渡わたされたのは、この店の商品の中でもかなり高価なものだったな？」

「ああ、短たん剣けんな。三等格の神遺物レリクイア。痛い出費だった」

「どうして、もっと安物を渡さなかったのだ？　ケチなご主人らしくもない」

「ケチ言うな。せめて節約家とかさ……。えーと、あれは中ちゆう途と半はん端ぱな芸を見ても仕方ないからだよ。人間の神術では再現できないものが見たかった。お前の力にある程度の確証が欲しかったから、それだけの奇跡を起こせる神力ウイスを与あたえる必要があった」

「つまりご主人は──」

　ティナはまっすぐな視線をユウキに向けた。

「神姫が小規模な奇跡を起こすためにどの程度の神力ウイスが必要か、ほぼ正確に把握していた。──そういうことだな？」

「……そうなるな」

「そして、気になることの三つめ。最後にして、最大の確信。──ご主人はティナを否定しなかった」

　神姫は穏おだやかに、かつはっきりと言った。

「『神姫を自称すると間違いなく狂きよう人じん扱あつかい』されるのであろう？　でも、ご主人は隠せと言うだけで、狂人扱いはしなかった。それどころか、ティナに対して『お前は神姫じゃない』とすら、最初から一度だって口にしたことはなかった」

　そしてティナはふっと口元を緩ゆるめた。

「些さ細さいなことかもしれぬが──嬉しかったのだぞ？」

「…………」

　ユウキは沈ちん黙もくし、やがて降参のため息をついた。

「ああ、かつて神姫の直属として働いてたのは確かだ。高位の資格を取るつもりはないけど、探たん索さくの経験もそれなりにある。そこまで気付いてたから、迷宮の知識や《白雪の虚きよ竜りゆう》を倒たおしたことに驚おどろかなかったし、正体を詮せん索さくしてもこなかったわけだな」

　まったく、何でもないような小さな手がかりをよくここまで組み上げたものである。普ふ段だんの間ま抜ぬけっぷりからは想像もできない。

「疑念、というのかな、最初におかしいと思ったのは、お前が迷宮でぶっ倒れていながら傷一つ負っていなかったことだ」

　いつかティナが指し摘てきしたとおり、ユウキが彼女を拾ったのは迷宮の第五三層だった。この深度の虚獣は気性が荒あらく、しばしば人を襲おそう。《聖盾スキユータム》で護まもられている神姫だから無傷でいられたのだ。

「転移の奇跡を行わせたのは、まあ、最後の確かく認にん。実際に確信したのはそれより前、お前の目的を聞いたときだな」

「目的？」

　ティナがきょとんとする。これは覚えてないのか。

「『倒すべき敵』がいると言っただろう？　この街では神姫は街を『護る』ものだと教えられる。五聖教会の教典にも神姫の『倒すべき敵』は載のってない。つまり本物でなければ出てこない言葉なんだ。で、お前のいう倒すべき敵とは──」

「もちろん他の神姫たちだ」

　ためらいのない断言。

「彼女たちもそう言うだろう。この世界に存在し始めたときから、お互たがいは倒すべき敵だと本能に刻まれている。そしてたった一人の勝者が決まったとき、上位存在たる天てん帝てい神として認められる。そうなった者だけが、世界を救い人々を導く資格を得るのだ」

　街の民たみにとって神姫とは、不死にして不ふ滅めつの慈じ悲ひ深ぶかき守護神である。

　実際は違う。彼女たちに課せられているのは、他者より少しでも多く神力ウイスを集めるという、過か酷こくで醜みにくく利己的な闘とう争そうだ。協力して街を護るというのは、勝負の舞ぶ台たいを維い持じするための妥だ協きよう的合意にすぎない。

　真の協和に根ざした友好関係なら、それぞれが独立勢力である必要がない。神姫たちにそれぞれ直属の《誓せい約やく団》をつける必要もない。多くの人間が疑問もなく受けいれている現在の体制は、明らかに各陣じん営えいが競きそい合うためのもの。

　彼女たちは世界を救う資格を得るため、殺し合うのだ。

　神姫は不老であるが不死ではない。竜りゆう牙が神器により傷を負えば命を落とすこともある。

　剣使徒デユエリストの役目は神姫を護ることだけではない。敵対者を殺すことも含ふくまれる。

　そして神姫が死ねば、新たな神姫が聖せい殿でんに出現し、代だい替がわりする。

　これは五聖教会によって秘ひ匿とくされている情報だった。

「要するに、俺は巻き込まれたくなかったんだよ。同時に街が混乱するのも商売に響ひびいて困る。だから、お前を手元に置いて、余計な話が外に漏もれないようにした」

「だが──」

　神姫はじっとユウキの顔を見る。

「ティナは力を使い果たしていたし、身を護らせるべき剣使徒デユエリストも居なかった。他の神姫に知られれば、そこで落命していただろう。──いつか、ティナが不用意に自分のことを漏らして、ご主人がひどく怒おこったことがあったな？　今はその理由がわかる。まあ、意図したわけではないと言い張るなら、それはそれで構わぬが」

「…………」

「結局、ティナはずっとご主人の手の中で護られ、育てられていたのだと思う。商売の手伝いと称しようしてティナをあちこちに連れ回したであろう？　おかげでティナはこの街を知ることができた。商人や探索士の日々、人々の想おもい、そして街とはその人々が一人一人集まってできているのだということ。フランカやアルフレート、そしてあのシュテファンとかいう男も──私は彼ら個人に触ふれることでそれを学んでいった。いつか見た迷めい宮きゆうの中の殺し合いで、神遺物レリクイアを巡めぐって人と人とが互いに傷つけ合うことの残ざん酷こくさも、実感できた」

　ティナは微笑ほほえむ。

「『街を護る』とはすなわち、そこに居る一人一人の想いを護るということなのだ。空くう虚きよな言葉面づらだけではなく、ティナは本当にその意味が理解できたと思う。ご主人が計らって、ティナにこの世界を見せてくれたおかげだ。──だから先刻言ったのだ。ティナのお節介焼き、他者や街を心から愛することができる性質は、ご主人にも責任がある、と」




『まず人の〝想い〟を知りなさい』

　彼女はそう言った。




　ユウキは過去の記き憶おくを振ふり払はらって口を開いた。

「勘かん違ちがいだろ。俺はそこまで善人じゃないよ」

　しかしティナが見せられたものからしっかりと学んでいったのは事実だ。

　乾かわいた砂が水を吸い込むように人の想いを自分の内に取り込み、理解しようとした。

（俺は──それを喜んでいるのか？）

　神姫という存在と苦く痛い記憶とは、常に一いつ対ついのものとして心に根を下ろしている。

　だから、本来ここまで深く関わるつもりはなかった。すでに予定外の領域だ。

　潮時なのだろう──そう思った。

「俺にとっちゃ、どうでもいい話なんだ。ただまあ……なにか得るものがあったら結構なことだとは思うさ。──ほれ、給金兼けん餞せん別べつだ」

　ユウキは衣苦ポケツトから石を取り出し、無造作に卓たくの上へ投げる。

「竜牙石……」

　ティナが呟つぶやく。

「《白雪の虚竜》だったやつな。倒したんで、俺のものになった。別に武器にするだけが使い道じゃない。単純に神力ウイスの高い神遺物レリクイアでもある。これがあれば、剣使徒デユエリストを召しよう喚かんするだけの神力ウイスを得られるはずだ。お前にやるよ」

「なら……契けい約やくは、おしまいか？」

　ティナは竜牙石を手に取ったが、あまり嬉うれしそうには見えなかった。

「最初からここまでって約束だっただろ。お前は剣使徒デユエリストを喚よび、そばにおいて、競争の開始地点に立つ。そうなったら、もうこんなガラクタ屋で働く理由はない」

「…………」

「それに正直言えば、こっからは俺にとって危険なんだよ。巻き込まれる可能性が跳はね上がるから。──この間の事件も、誰だれかの意図が見えてるしな」

　ティナが触れる前になぜか起動していた、第六四層の転移装置。

　神姫は生まれてすぐに剣使徒デユエリストを召喚し、地上へ上がると想定されているはず。となれば、あの転移装置を利用できるのは──つまり適格者は、神姫もしくは剣使徒デユエリスト。

　起動させたのがティナではないなら、あのときのあの階層に、そのどちらかが居たということになる。

　そしてもう一つ。

《白雪の虚竜》を倒したあとユウキが可能な限り虚きよ獣じゆうの掃そう討とうを行おうとしたところ、その大部分はすでに何者かによって屠ほふられていた。傷から判断して、おそらくは単身。

「五人の神姫が健在なのに、なぜか存在している六人目、それがお前だ。不規則存在のために他の奴やつらの目を逃のがれていたのが、気付かれ始めてるんだろう。そんなわけで、ここで縁えん切きり。──ま、頑がん張ばれ」

「……もう、ティナを手伝ってはくれぬのか？」

「もうも何も、俺がお前を手伝ったことなんてねえよ。何かを得たと思ったんなら、それはお前が自分で手に入れたんだ」

「ご主人は、このまま、この店をやっていくのか？　こんな高価なものをあっさりと手放すくせに、商人を続けることにはこだわるのか？」

「ああ、金が好きだからな」

　上う手まくやれば増え、へまをすれば減る。自分のやったことが目に見える形で現れる。

　──それは自分の生きた証あかし、生きてきた記録になる。

「損と得を自分で決め、生きていく。それは空っぽの俺が、ここで見み出いだした在り方の一つなんだ」

　全すべてを失った後ボリスに拾われて、ここで教え込まれたことである。同時に『ただ、自分にとって何が得で何が損なのか、見み極きわめるのが一番難しいんだがなあ』とも、彼は言っていたが。

「──もう一度言う。お前はその竜牙石を喰くって、さっさと剣使徒デユエリストを召喚しろ。俺はここで店を続ける。だから、俺たちの道はここで分かれる」

　そしてユウキは皮肉っぽい笑みを浮うかべた。

「まあ、買い物に来ることがあるなら、客として迎むかえてやるよ」

　ティナは眉まゆ根ねを寄せて何か言おうとしたが、中断してため息をついた。

「……そう、そなたは商人だったな」

　そして、竜牙石を卓の上にそっと置き、目を閉じた。石が柔やわらかい光に包まれる。

　今度はユウキが眉まゆをひそめる番だった。何をするつもりだ？

「だから、対価を用意せずに協力してもらおうというのが、間ま違ちがいだったのだ」

　光が消えると、いつのまにかそこには一ひと振ふりの刀があった。

「《白雪大刀ニクス》というそうだな。この竜牙神器を託たくす。だから、ティナに力を貸してくれ、ご主人、いや──《雪せつ刃じんの王》よ」

　ユウキは十数えるほどの間沈ちん黙もくし、そしてゆっくりと口を開いた。

「その名前……いつ気付いた？」

「腕うでの良さについては、割と早くから。その二つ名を持つ剣使徒デユエリストだったことに気付いたのは、あの虚きよ竜りゆうと戦ったときだ。ご主人は、あれの弱点を知っていただろう？」

「教えてくれたのはお前だぞ。『首』だって」

「神力ウイスの強い部分と訊きかれたのでそう言っただけだ。首の正確にどの一点かは特定できていない。しかし、ご主人はそこを一いち撃げきで貫つらぬくことができた。──以前にも戦ったことがあって、知っていたからではないのか？」

「…………」

「思えば、第六四層でベルトルトと融ゆう合ごうした竜牙石とやりあったときも、その性向に妙みように詳くわしかった」

　この期ごに及およんでとぼける意味もないか。ユウキはため息をつく。

「まあ、相棒というか、組んでた時期が長かったからな。一度手放したから、恨うらまれてるんだよ」

　竜牙石は意思を持っている。

　ベルトルトに与くみして襲おそってきたのは、意い趣しゆ返がえしの意味合いもあったのだろう。だからこそ、奴ではどうやってもユウキに勝ち得ないと証明し、見限らせることができた。

「では、やはり……」

「そうだ──かつて《雪刃の王》と呼ばれていた剣使徒デユエリストなら、俺だ。ただ、物語にうたわれてるほど立派なもんじゃねえよ。人も虚獣もたくさん殺したから、有名なのは事実だけどな。俺を殺したがってる奴も結構居るはずだ」

「フランカたちに正体を教えないのは、そうなったときに巻き込まないためか？」

「言ってるだろ。面めん倒どうごとが嫌いやなだけだ。……そもそも、人殺しが堂々と名乗って、あいつみたいにまっとうに生きてる奴に顔向けできるかよ」

　だから踏ふみ込まず、ずっと彼女の気持ちに気付かない振りをしていた。

「大体、なんで俺なんだよ。剣使徒デユエリストを喚べば、俺なんか必要ないだろ？」

　そこがわからない。

　召喚することで、その神姫にもっとも適した剣使徒デユエリストが選ばれ、異世界からこの世界に現れる。剣使徒デユエリストはこの召喚という過程を経ることで神姫と結びつき、不老や《聖盾スキユータム》による護まもりという神姫と同等の特性を得る。

　ユウキはそのことをかつての主から聞いた。ティナも初期知識として持ってるはずだ。

「剣使徒デユエリストだったのは昔の話だ。今は違う。俺は召喚主を失った。年も取るし、傷も負う。剣使徒デユエリストの代わりにはなれない。お前が不利になるだけだ」

　ティナはしばらく無言だったが、少し遠くを見るような表情で言った。

「──ティナは六人目なのだったな」

「…………」

「聖殿に席がないのなら、街に居ればいい。《街に座す神姫》というところか。だから、街の者がそばに居てくれるとありがたい。ティナはもっと、ご主人にこの街のことを教えてほしい」

　ティナの真しん剣けんな目がこちらを向く。

「そもそも有利不利ではない。ティナの決意の問題だ。命を預けるなら、どこの誰かわからない奴より、信用できる人間がいい。──つまり、ティナはユウキ・タカミガハラでないと嫌だ」

　言葉に熱がこもる。

「誓ちかってもいい。今後ティナは剣使徒デユエリストを召喚したりはしない。ずっと、ご主人一人がいい。だから……どうか、ティナと一いつ緒しよに来てくれないだろうか」

　そして口を閉じた。言うべきことは言ったというように。

「…………」

　即そく答とうはできなかった。ユウキは、かつての主に初めて見まみえたときのことを思い出す。

　──『わたしには君が必要だからさ』

　そう彼女は言った。

　それ以前の自分は、殺すための機械だった。意思も感情もあえて持たなかった。だから誰かに必要とされるという概がい念ねんが、とても不思議で新しん鮮せんなものに感じられた。

　今はどうだろう。

　自分はティナに求められている。端たん的てきに言えば、それはティナにとって必要なものを提供し、信しん頼らいを勝ち得たからだが──

「……ああ、そうか、俺も変化してたのか」

　誰かに何かを与あたえ授さずけることができるくらいに。

　彼女に教えられたことを、ティナにも教えてやれるくらいに。

　ならば──結末も変えられるのだろうか。




　彼女は最初に『世界を護ろう』と言って、俺の手を取った。

　そして最さい期ごに『世界を護って』と言って、死んだ。




　ユウキは半ば無意識のうちに、刀を摑つかんでいた。懐なつかしい感かん触しよくを覚えた。

「ご主人、それは──」

「……ま、やるだけはやってみる。報ほう酬しゆうとしては十分だ。竜りゆう牙が神器だしな」

　ティナは、はーっと息を吐はいて、卓に突つっ伏ぷした。

「どうした？」

「安心した。……よかった。断られたらどうしようかと思ったー」

　その表情は、年相応のちょっと抜ぬけた少女のものだった。筋道立ててユウキの正体を追つい及きゆうした神しん姫きのものとも思えない。

「……気付いていたなら、もっと早くに交こう渉しようを持ちかけてもよかったんじゃないか？」

「それは、順序が違う」

　ティナは少し不本意そうに言った。

「いずれ、時が来ればご主人はティナを放ほうり出そうとするのがわかっていた。しかし、ティナはどうしてもご主人が欲ほしかった。どうすれば、その心をティナに向けられるか、必死に考えた。そのための手がかりが少しでもないかと、今まで過ごした時間をずっと思い返して、探し続けた。気付きに至ったのは、その結果だ」

「目的が手段に先んじてたってわけか」

　知ったから欲しくなったのではない。欲しくなったから、必死に知ろうとした。

「……真剣だったのだ、それだけ」

　少し拗すねた表情になる。ユウキはわかってる、と答えてわずかに口元を緩ゆるめた。

　過去に幾いく人にんかの神姫を見たことがある。見た目も性格もそれぞれ違ったが、皆みんな、人に崇あがめられ、人を導くに足る資質を持っていた。おそらくはティナにもそういうものがあるのだろう。

　うまく乗せられた形になったが、ユウキは意外に悪くない気分であることを自覚する。

　やり直したところで過去は消せない。償つぐないにもならない。

　──それでも、新しい可能性が目の前にある。だから、その先を見てみたくなった。




　彼女は──許してくれるだろうか？




　　　　[image: ]　２　†




　山の中腹に建つ、聖せい殿でん。

　その奥からさらに転移の石せき碑ひを使って跳とんだ先、隔かく絶ぜつされた空間に、神姫の居室はある。




　殺風景な部屋だった。

　たった一つ置かれた玉座に当代の《月戴いただく神姫》はじっと座し、彼女の剣使徒デユエリストの帰き還かんを待っている。

　やがて──部屋の隅すみの石碑が淡あわく輝かがやき、一人の青年が姿を現した。

「──ただいま、戻もどりました、神姫様。事後処理、すべて滞とどこおりなく終しゆう了りようしたことをご報告申し上げます」

　浅黒い肌はだの青年だ。シュテファンのパーティーに参加していたころ常に携たずさえていた大剣は、今は持っていない。

「ジャハルさん──！」

　神姫は真っ青な顔で立ち上がり、詰つめ寄った。

「は、話、街にも伝わってますよ！　なんて、ひどいことを……」

「うろたえすぎ、カーヤちゃん」

　慇いん懃ぎんな態度から一転、ジャハルは少女の頭を無造作にかき回す。

　彼女の外見は十を一つ二つ出たかどうかというところ。ユウキが見れば訓練校の初等訓練生、ティナが見れば広場で共に人形劇を見た娘むすめだと、気付いただろう。

「で、でも、あんなやり方……何人も人が、死んで……」

「つっても、切きっ掛かけ作ったのはベルトルトの野や郎ろうだしなー」

　ジャハルは悪びれた様子もなく、肩かたをすくめる。

「元々俺、カーヤちゃんの間かん諜ちようとして奴やつらの中に入り込んでたんだからさ、他陣じん営えいの力を殺そぐ機会を活用して悪いこたねーでしょうよ。あのパーティー、シュテファン以外はちゃんと死んでくれたしね。あと、第三層に虚きよ獣じゆうを転移させた責任問われて、《空の誓せい約やく団》全体が何かの罰ばつを喰くらってくれれば言うことなかったんだけど──さすがに向こうの神姫様が手を回したかな」

　ベルトルトにやられた振ふりをして身を隠かくし、第六四層の転移装置を操あやつって《白雪の虚きよ竜りゆう》および虚獣を第三層に送り込む。それが彼の行ったことだった。

《月戴く神姫》は、その気弱そうな顔を蒼そう白はくにして言葉を失っている。

「ああ、それと、あの嬢じようちゃんが本当に『そういう存在』なのかも確かめられたな。虚竜相手に、ちゃんと対たい抗こうできてたみたいだし」

「そ、それなら、あの人形劇のときに、済んでるじゃないですか」

　大聖堂前の大広場で、ジャハルはティナという少女に斬きりかかった。彼女に神姫の力があるのかどうか確かく認にんするためだ。

　カーヤは『数日前に生まれた』という発言を耳にし、ジャハルは『神姫だ』と宣言する彼女を見ている。普ふ通つうなら物もの狂ぐるいで済ますところだが、神姫が街をうろつくという事態も十分にありうることを、彼らは知っていた。

「あー、そうそう。俺は正確に額の皮一枚狙ねらったんだけど、なぜか斬れなかったんだよねー。だからほぼ確定」

「だったら、迷めい宮きゆうであんな惨さん事じを起こさなくても──」

「あのさー、確定したらしたで、あの子も俺たちの敵になるってこと、わかってる？」

　陽気な口調の中に凶きよう悪あくな気配を感じ取り、カーヤは思わず口を噤つぐんだ。

「能力、戦力、考え方、行動傾けい向こう、そういうのを知らなきゃいけないんだよ、倒たおすためには。今回は《空》の連中と同時に、あの嬢ちゃんに仕し掛かける好機でもあったわけ。カーヤちゃん、まさか、戦いたくないとか殺したくないとか、甘々なこと思ってるのかなー？」

　そう言いながら手を一振り。すると、そこに紅色の巨きよ大だいな剣──《紅イ炎グ大ニ剣ス》が現れた。彼が迷宮で使っていた大剣より、さらに一回り大きい。

　ジャハルはそれを床ゆかに突き立てる。ひぅ、とカーヤは怯おびえた声を上げた。

「我が召しよう喚かん主様に対してはなはだ不敬だとは存じますがぁ……イラつくんだよね、そういうの。俺が真しん剣けんに働いてるのにさー」

「ごめん、なさい……」

　その神姫の片かた腕うでとしてもっとも適する者が、天てん帝てい神のご意思により、剣使徒デユエリストとして召喚される。──そういうことになってる。しかし、彼は召喚当初から粗そ暴ぼうで口が悪く、カーヤとしてはいつまでたっても馴な染じめる気がしなかった。

「俺たちは運命共同体。勝ち残るか、負けて死ぬか、二つに一つ。俺は負けるつもりも死ぬつもりもないから、カーヤちゃんにも覚かく悟ごを決めてもらわないと困るんだよなー」

「わ、わかってます。……でも、そうすると、あの人、六人目の神姫ってことになりますよね？　今、一人も欠けてないはずだし。そんなこと、ありうるのかな……？」

「ありうるから、あんな深部に一方通行の転移装置があったんじゃないかねー。明らかに聖殿以外から神姫が誕生することを想定されてるよ」

「でもでも、何かの間ま違ちがいとか……だとしたら、やっぱり、戦わずにすんだり、もしかして、仲良くなれたりも……」

「……まだわかってないみたいだけどさー」

　苛いら立だちの気配が濃こくなった声に、カーヤはびくっと身を震ふるわせる。

「あの嬢ちゃんを除けば、あんたは一番新しい神姫。経験浅い。直属の《誓約団》も空位。そして神力ウイスの蓄たくわえはほとんどない。最下位なの、現状」

　それは否定しようのない事実だった。

「だから俺たち自ら、街にもぐりこんで情報を集めないといけないわけ。で、隙すきあらば敵を倒して成り上がる。六人目だろうが、七人目だろうが、競争相手の可能性があるなら、ぶっ殺す。そして奪うばう。それ以外の道はねーのよ」

「…………」

　カーヤは言い返せずうつむいた。

「はい、報告続けるよー。──で、手に入れた情報によると、あの嬢ちゃんに、一人手下がついたっぽい。こいつが《白雪の虚竜》倒したんだな。剣使徒デユエリストじゃないけど、ちょい厄やつ介かいだから、早めに片付けておきたいね。名前はユウキ・タカミガハラ」

「え？　ユウキ先生？」

　カーヤは目を瞬またたかせた。訓練校でたまに訓練や講義の助手を務めている、ちょっと変わり者の青年だ。そういえば、確かにティナと一いつ緒しよに居るのを見かけたが……

　ジャハルは楽しそうに笑い、続けた。

「なかなか面おも白しろいよ、こいつ。元剣使徒デユエリストで──かつて主の神姫をその手で殺したんだと」







　あとがき




　もんすたあ　さぷらいずど　ゆう（挨あい拶さつ）。

　どうも、すえばしけんと申します。富士見ファンタジア文庫でははじめまして。

　聞き慣れない名だと思う方もいらっしゃるかもしれませんが、ＨＪ文庫から二シリーズほど出版しているデビュー五年目のライトノベル作家でございます。どうぞ、よろしく。




　さて、このお話はいわゆる異世界ファンタジーに分類されます。過去作が現代物ばかりだったので、私にとって初の試みですね。

　で、なぜ大国の存亡をかけたスケールの大きな戦いではなく、美び姫きを魔王から救い出す英雄譚たんでもなく、暗い穴蔵に潜っていく人々の話なのかといえば──好きだからとしか言いようがないです、はい。

　コンピューターゲームには３ＤダンジョンＲＰＧというジャンルがありまして、少年時代の私はこれを好んでプレイしていました。当時はオートマッピングという便利な機能など存在せず、鉛筆と定規を手にちまちまと方眼紙のマス目を埋めていく必要がありましたが、そんな作業さえも楽しみに換えることができたものです。一マスも残さずマッピングし終えたときの満足感たるや、言葉では言い表せないほどでしたねえ。

　そして、そのうち私は考えるようになりました。

　──冒険者たちは迷宮に入っていないとき、何をしているのだろう？

　──街に住む冒険者以外の人々の生活はどんなものなのだろう？

　そのときの疑問や空想が、このお話に繫つながっています。

　想像力を駆使して物語を作り上げる作家としての私があるのは、この８ｂｉｔの電脳世界に展開された地下迷宮のおかげなのだと言えるのかもしれませんね。




　末筆ながら、以下に謝辞を。

　富士見ファンタジア文庫の担当様、編集部の皆様、イラストのＨ２ＳＯ４様、デザイン、印刷、取次、書店の皆様、その他出版流通に関わる全すべての方々に厚く御礼申し上げます。




　では、またお会いできることを祈りつつ。


二〇一三年三月　　すえばし けん
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